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　　　序章







　神かみ降おろしの儀ぎ式しき。


　神の世界である常とこ世よより、神を降ろして人の願いを叶かなえる儀式のことをいう。


　神降ろしの儀式に必要なものは、二つ。


　一つは、神の御み魂たまを形作る神しん典てん。


　常世におわす八や百お万よろずの神々を、人は視認することも識別することもできない。それを可能とするのは神の物語。


　例えばその成り立ち、歴史、性格、そして想い。それらを以って人は神を形作る。偽いつわりの神典では神の御魂が形成されることはない。


　もう一つは、神の器となる御ご神しん体たい。


　常世におわす八百万の神々は、人の世界に留まることはできない。それを可能とするのは神の依より代しろ。


　例えば神の使用していた道具。神の肉体の一部。御神体は神に縁えんのあるものでなければならない。縁えんが深ければ深いほどに神は引き寄せられる。紛まがい物の御ご神しん体たいに、神が降おりることはない。


　真なる神しん典てんと真なる御神体。


　それがあれば、神を現げん世せに降ろすことができる。


　だが、現代のこの世のどこにそんなものが存在するのか、人は知る由よしもない。


　神を奉たてまつる神社にさえも、それが現げん存そんする保証はない。


　だがもしも──


　もしもそれらが用意できたなら、儀ぎ式しきを行ってみるといい。


　神典と御神体。それらを用意し、神を称たたえ崇すう敬けいの意を表す祝詞のりとを唱となえれば、神は神典によって形作られ、御神体に降こう臨りんする。


　後は降ろした神に見合った願いを伝えれば、神は人の願いを叶かなえてくれる──


「……何も難しいことはない」


　七歳さいになったばかりの、まだあどけなさを残す少年は、自らの願いを叶えるべく、神降ろしの儀式を決行しようとしていた。


　彼はまず神社に秘ひ匿とくされていた神典と呼ばれる古い書物を、自分の懐ふところから取り出した。彼が見つけ出し、盗ぬすみ出したものだ。


　紐ひもで束たばねられた時代を感じさせるその神典は、日焼けし、虫食いの箇か所しよも見られかなり傷んでいる。少し手荒に扱えば、すぐにでも書物としての体てい裁さいを失ってしまうほどに。


　次にもう一つ。彼の願いに賛同してくれた唯ゆい一いつ人の仲間が探してきてくれた御神体を、ポケットから取り出す。それは古い瑪め瑙のうの髪かみ留どめだった。神典と同じく時代を感じさせるそれは、あちこちが欠けて皹ひびが入っていた。


　どちらも今にも壊こわれそうなほどに脆もろい。


　だが、この書物と髪留めだけが、今の彼の願いを叶えることができるものだ。


　神に纏まつわる神典と御神体を用意し、祝詞を一いち言ごん一いつ句く違たがえることなく読み唱えることができれば、神が降り、どんな願いも叶えてくれるという──


　ただの言い伝え、ただの迷信。そうやって一笑に付すことはできた。仮に他人にこの様さまを見られたならば、馬鹿なことはやめなさいと嗜たしなめられたことだろう。こんなことをしてはいけないと諭さとされたことだろう。


　だが、何の力もない幼い彼には、もうそれにすがるしかなかった。


　そうすることでしか、彼の大切なものは守ることができなかった。





　準備は整った。


　後は祝詞を唱えればいい。ただの一度として、一言一句とて、間違えずにだ。


　彼は一度大きく深呼吸をし、ごくりと喉のどを鳴らして唾つばを飲み込む。


　そのかすかな音ですら、その静せい寂じやくの中では大きな音として聞こえた。


　またその大きな音が、彼にさらなる緊きん張ちようを強いた。


　小学校の入学試験も、入学式の代表の言葉も、これほどの緊張はなかった。


　当たり前だ。


　これは──この儀ぎ式しきは失敗が許されない。


　この儀式の失敗は、彼の願いが終えることを意味していた。


　神かみ降おろしの儀式は成否に拘かかわらず、その神に対して一生のうちに一度しか執とり行えないという。たとえ別の者であっても、その神に対する神降ろしの儀式から百年以上の時が経たたねば、執り行えないそうだ。だから失敗した後に仲間に後を託たくすこともできない。


　まさに一生のお願い。


　二度とやり直しのできない、願いの儀式。


　試す時間はなかった。


　これまでに執り行われた一般的な祭まつり事ごとで耳にして覚えたその祝詞のりとは、ここに来る途と中ちゆうに一度胸の内で復唱しただけだ。


　だが、練習などと悠ゆう長ちようなことをしている時間はない。


　練習をしている間に、取り返しが付かなくなるかもしれないのだ。


　初めてのこの神降ろしの儀式を、ただの一度の練習もなく、成功させなければならない。


　だが迷っている時間はない。怯ひるんでいる時間はない。


　こうしている間にも、彼の望みは刻一刻と失われつつあるのだ。


　彼は意を決し、口を開く。


　少年は、神降ろしの儀式を開始した。


　祝詞が唱えられる。


　その小さな口からは、少年のものとは思えない澄すみ切った声で、祝詞が紡つむがれた。


　一いち言ごん一いつ句く違たがわずに、少年は祝詞を唱え続ける。


　一度ではない。二度、三度と神が呼びかけに応じるまで、繰り返し繰り返し、延々と紡がれる神への祝詞。


　喉のどが割れ、声が嗄かれ始めても、彼が祝詞をやめることはなかった。


　ただ一心に、祝詞を声に出して唱え上げる。


　それはまるで呪じゆ文もんのように、室内に響ひびき渡る。


　次第に自分の声が遠くなる。


　喉の渇かわきも、口の中の血の味も、疲労による倦けん怠たい感かんも一切感じなくなる。


　まるで体をその場に捨て置き、意識がどこか別の世界へと飛び立ったかのようだった。


　神々の常とこ世よの世界。


　人々の現げん世せの世界。


　決して交わることのないその世界の境界が、少年にはぼやけて感じられる。


　一いつ心しん不ふ乱らんに祝詞のりとを唱え続ける少年の姿は、そこに在りながら、そこに在らざるようだった。


　何なん人ぴとも立ち入ることなどできない神しん域いきがそこに生まれていた。


　そこは常とこ世よと現げん世せの狭はざ間まの世界──隔かく世せと言う。


　と、彼は何かの存在を感じた。


　何かが息を潜ひそめ、じっと自分を見ている。


　それは無数に存在しているようにも思え、一つの存在のようにも感じる。


　例えば、水面に色の付いた水すい滴てきを幾滴も垂たらす。


　赤、青、黄、紫、緑……。


　各おの々おのの色は水に溶けて広がっていき、触ふれ合った色はその濃度によって色を変えて混ざり合う。


　そのとき色は無数とも言える、混ざり合った一つの色とも言える。


　存在を感じても、境が理解できず、個々を正しく識別できない。


　自分の降おろすべき神はどこか？


　祝詞を唱える彼の内に蘇よみがえるのは、幼い頃から読み聞かされてきた、神しん典てんに記された神の物語。


　十数年という、一生としては短い時間を人として生まれ、生き、逝いき、そしてその何倍もの永い時を神として在り続けた。


　ある少女の、そして神の物語。


　彼が呼び出すその神の名は──識しき読よみ姫ひめの神かみという。





　識読は死し期き読よみ。


　その少女は、人の死期を読み、そしてその膨ぼう大だいな知識と能力により、病を癒いやし、怪け我がを治し、そして人を生き永らえさせたという薬やく師しの一族。


　彼女はその中でも突とつ出しゆつした能力を持ち、それゆえに異い端たんであり、孤独であった。


　その力は遠く離れた土地にも噂うわさが立つほどで、彼女の力を求めて多くの人が集つどった。


　そんな彼女がとある名めい家かへ治ち療りように訪れたとき、一人の青年と出会う。


　その名家の末まつ弟ていだった青年と、彼女は恋に落ちる。


　彼女を迎え入れたその名家は、病や怪我と無む縁えんになり、死ですら疎そ遠えんになり、見る間に繁はん栄えいしていった。


　彼女を連れてきた青年は、父に見込まれ、末弟でありながら跡あと継つぎとなることが約束され、彼女はその彼と許婚いいなずけの契ちぎりを交わす。


　だが、ある日のことだった。彼女の煎せんじた薬がその父を死に至らしめる。


　許婚の男の兄たちは彼女の仕し業わざと決めつけ、ついに彼女は死罪とされ命を絶たれる。


　その後、名家には原因不明の病がはびこり、不ふ慮りよの事故が続き、家は凋ちよう落らくの一いつ途とをたどった。


　後年、父を殺したのは跡あと継つぎの権利を失った長兄と次兄の共きよう謀ぼうによるものと判明し、二人は死罪。また冤えん罪ざいによって命を落とした彼女の怒りを鎮しずめるため、名めい家かは神社を建こん立りゆうしたという。


　こんな逸いつ話わが残されている。


　処しよ刑けいされた兄たちは、末まつ弟ていを道連れにせんと毒を盛った。毒に侵され死に瀕ひんした末弟は、絶対に助からないとされていたにも拘かかわらず、何か特別な力が働いたかのように奇き跡せき的てきに一命を取り留めたという。


　こんな逸話も残されている。


　その後、末弟が後を継いだ名家は、蔓延はびこっていた病もぴたりと止み、再び栄えい華がを取り戻すこととなる。そして男もまた、その後はただの一度の病も怪け我がもなく、どれほど年を経ても変わらぬ若々しさを保ち続けたという。


　そんな歴史と逸話から、いつしか彼女のために建てられた神社には病や怪我に苦しむ人々が訪れるようになり、彼女に願った人々はその病や怪我がたちどころに治ったそうだ。


　そうして、識しき読よみ姫ひめの神かみは長ちよう寿じゆや健康の神として崇あがめられるようになったという。





　と、それまで曖あい昧まいだったそれに、輪りん郭かくが生まれたように少年は感じた。


　一にも無数にも感じられた曖昧な存在の中、無数の中の一が確かに浮かび上がる。


　それこそが彼の求めた神。


　彼は神を識別した。


　終わりのない祝詞のりとがついに終わりを遂とげる。


　その瞬しゆん間かん。


　ふぅっと入り込んできた風が、蠟ろう燭そくの火を消し去る。


　暗くら闇やみが訪れ、少年は我に返る。


　意識が完全に、引き戻される。


　何かが生まれた気配を感じる。


　だが逆に何かを失った気配も感じる。


　儀ぎ式しきが終わりを遂げたことを彼は理解した。


　果たして識読姫神は降ろされたのか。


　儀式の成否を確かめるため、彼は閉じていた目を静かに開く。





　そこに現れたのは──





　そしてその日から、彼は神を信じることを、やめた。




　　　第一章　おまじない







　ねぇ、知っている？


　自分の小指に結んだ糸の逆側に、好きな人の名前を書いた紙を結んでお祈いのりすると、その人との恋が叶かなうんだって──





　　　　◆





「ま、こんなものか」


　玖く流りゆう緋ひ澄ずみは壁に貼はり出された一覧表を前に、誰にも聞こえないように胸のうちでごちた。


　一覧表には、一番左に一からの連番、次にクラスと氏名が並んでいる。


　それは五月の初めに行われた校内実力模も試しの高校二年生の成績表だった。


　今時、試験結果を貼り出す学校がどれほど残っているかは知らないが、この神かみ代しろ高校は年に二回行われる実力模試に限っていえば、その風習が残っている数少ない高校だった。


　その一覧表の一番上に、玖流の名前が載のっていた。


「さすが玖流君ね」「一年のときから連続だな」「何を勉強したらあんな点数が取れるんだ？」


　と、周囲の生徒たちが玖流を見つけて賞賛の声を遠巻きに浴びせてくる。


「いや、ただ勉強をしたところが出ただけだよ」


　前言の独どく白はくは腹の中にしまい込み、少なくとも言葉面づらだけは殊しゆ勝しように謙けん遜そんをしてみせた。


　玖流は試験範はん囲いを疎おろそかにするような勉強はしていない。試験範囲がある以上、それを網もう羅らした勉強をすれば、勉強したところが出るのは必然であった。


　つまり、試験範囲を勉強したのだから当然の結果だと言っているようなものだ。


　聞く人が聞けばそれに気づいたかもしれないが、周囲の生徒たちはそれを文字通り謙遜と取ったらしく、感かん嘆たんや感心の声が漏もれた。


　と、誰もが遠巻きに玖流を見る中、その隣となりに立つ少女が一人現れた。


　艶つややかな黒くろ髪かみをピンと張った背中に流した、利り発はつそうな少女だった。髪や身なりといった外見から、表情や姿勢や所しよ作さといった内面が滲にじみ出るそれらまで、どれを取っても粗あらがない。彼女が現れただけで場が華はなやいだような雰ふん囲い気きとなった。


　野や次じ馬うまたちの間から、今度は男子生徒たちの色めきたったざわめきが上がる。


「そんなふうに回りくどい言い方をするところは相変わらずね。どうせこんなものかとか思っているでしょうに」


　非の打ち所のない笑顔はそのままに、上品な口ぶりと涼すずやかな声の中にたっぷりの毒を染み込ませて、その少女が言った。


　彼女の名前は識しき読よみ美み古こ都と。玖く流りゆうと並ぶ才女として高校では有名だ。彼女を評する人間は、その容姿や所しよ作さを指して綺き麗れい、上品、優ゆう雅がなどの褒ほめ言葉を並べ立てるが、幼おさな馴な染じみの玖流はそれが外そと面づらだけのことで、内には多量の毒を含んでいることを知っている。


「さて、何のことだ？」


　だから彼女に毒を吐はきかけられても、どこ吹く風で玖流は返す。
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「とぼけても無む駄だよ。顔を見ていればわかるわ。どれほどの付き合いだと思っているの？」


「それほどの付き合いをしているつもりはないがな」


　玖流と美古都の間あいだ柄がらは、一言で言えば幼馴染だ。


　とはいえ、幼馴染の理想によくあるような関係性は皆無だ。親が家を長い間留る守すにしている玖流の家にやってきて、ご飯を作ってくれたり、朝起こしに来てくれたり、窓から入ってくるなんてことはまったくない。


　確かに幼い頃は仲良くしていた気もするが、今となっては遠い思い出。新たな思い出が加わることなどほとんどない。単に家が近くで、中学高校が同じだというだけだ。


　それでも、幼馴染というのはそういうものなのか、彼女には自分が考えていたことがわかってしまったらしいと玖流は嘆たん息そくする。


「まあ、わかっているなら、隠かくす必要もないな。ま、こんなもんだ」


「あら、本当に傲ごう慢まんね。でも良く似合っているわ。縁えん起ぎでもない点数と一いつ緒しよ」


　玖く流りゆうの点数は四九四点。死んで苦しんで死ぬには、もってこいの数字だ。


「あいにく四や九を不ふ吉きつな数字だと思うような殊しゆ勝しような性格じゃないんでね。そんな性格だったら、もう一問くらい間違っていた」


「まるで試験中から自分の点数がわかっていたみたいな言い方ね。まあ、わかっていたんでしょうけれど」


「選択式の問題で三問迷ったのがあった。だから空白で出した」


「書くだけ書けば合っていたかもしれないのに」


「運に頼る気はないな」


「そういえばそうだったわね」


　いつの頃のやり取りか。もう思い出すこともできないが、記き憶おくの片かた隅すみに残っていた。


　覚えてすらいないのに、ふとした瞬しゆん間かんに思い出す記憶。これも幼おさな馴な染じみゆえか。


「この一覧表を見るたびに、男だん尊そん女じよ卑ひの社会を痛感するわね」


「どうしてだ？」


「だって同じ一位の私が二番目に名前を書かれているんだもの」


　玖流の名のすぐ下に、識しき読よみ美み古こ都との名前があった。ただし左にある順位を示す番号は玖流と同じ「１」。つまり同点首位だった。


　だが一覧表の性質上、どちらかが上でどちらかが下にならなくてはならない。


「男が上で、女が下。よくない慣かん例れいよね」


　順位、男女、クラス、五十音順で並べられているのは事実のため、反論の余地はない。


「生徒会長のお前なら、その慣例も変えられるだろう？」


「それじゃ、私が一番上に名前を書かれたいみたいじゃない？」


「違うのか？」


「違うわ。あなたの下が気に入らないだけだもの」


「そうか。だが、今回はこの順番で良いんじゃないか？」


「どういうこと？」


「お前、一問多く間違っていただろ？　先生が採点ミスをしてくれているぞ。俺おれの予想より二点多い。本当は四百九十二点だ」


　もちろん答案を見せ合う間あいだ柄がらなどではない。試験中の玖流の席が美古都の斜め後ろだっただけの話だ。


「試験中に暇ひまだからって、人のテストを勝手に採点するのはよくないわね。カンニングのほうがまだ可愛かわいげがあるわ」


「暇だったものでね」


「私の不運は、あなたと同じ学校に入ったことね」


　三位との差は十点以上。もし玖く流りゆうがいなければ美み古こ都とは余よ裕ゆうで一位を飾っていただろう。


「識しき読よみ神社の一人娘むすめは大変だな」


　美古都はこの町にある識読神社の一人娘だった。


　識読神社の奉たてまつる識読姫ひめの神かみは長ちよう寿じゆや健康の神として知られているが、その博識から学問の神の側面も持っている。その神社の一人娘の成績が悪くては、印象が悪い。


「その責任の一いつ端たんがあなたにあるって理解しているわよね？　もしうちの神社のご利り益やくがないって噂うわさが立ったら、責任を取ってもらうわよ」


「試験前に識読神社に何度も御お参まいりしたって吹ふい聴ちようしておいてやるよ」


「それはとてもいい考えだわ。これを機に神様を信じてくれたらなおいいけれど」


「お断りだ」


　玖流が鋭く言い切る。


「俺おれは神なんぞ信じない」


　その一いつ瞬しゆんだけ、毒を含みつつも蜜みつも含んでいた会話に、明らかな棘とげが生まれた。


　神など信じない。それを公言する玖流と、神社の一人娘である美古都の間が円満なはずがない。


「あ、兄にいさん。美古都ちゃん」


　と、その一いつ瞬しゆんを壊こわすように、廊ろう下かの向こう側から玖流たちを呼ぶ声がした。


　振り向かずとも声でわかる。呼んだのは玖流の双ふた子ごの弟のスナオだった。


「成績表見たよ。二人とも相変わらずすごいね」


　元々の童顔に屈くつ託たくない笑みを浮かべる彼は、弟という生い立ちからか自然と幼さが滲にじみ出ている。兄よりも頭ひとつ低い身長やさらさらとやわらかい髪かみ質しつ、そして虫も殺せないようなその温和な性格などから、同級生や後こう輩はいから人気のある兄に対し、先輩や少し大人おとなびた同級生から人気が高い。


　玖流たちを取り巻く生徒たちから、別の黄色い声が生まれたりもした。


「そういうお前は？」


　玖流がスナオに問う。


「わかってて聞くかな？」


「わからないから聞いたんだ」


　成績表は上位者九十九名しか貼はり出されない。つまり玖流にわからなかったということは、弟は百番以下だということだ。


「まあ、なんとか二百番くらいには……」


　弟が頭を搔かきながらバツが悪そうに呟つぶやく。兄と違い、弟の頭の出来はいまひとつだった。それも学校を休みがちだからだろう。彼は元々体が丈じよう夫ぶなほうではない。


「あ、頭痛が……」


「おい！」


　一いつ瞬しゆん、玖く流りゆうが慌あわてた様子を見せると、


「もう。冗じよう談だんだよ。すぐ真まに受けるんだから」


　スナオがぺろりと舌したを出す。


「最近は結構調子がいいんだ」


「噓うそをつけ。朝、微熱があっただろう。今日きようはこの後病院だろ？　早く行って薬をもらってこい」


「だから大したことないって」


「風か邪ぜは引き始めが肝かん心じんだ。言うことを聞かないなら明日あした……」


「わかったよ。兄にいさんは心配性なんだから。じゃ、美み古こ都とちゃん、またね」


　と、スナオは手を振って、先に帰っていく。


「まったく」


　玖流は嘆たん息そくして弟の背中を見送る。


「お兄にい様としては無理をしすぎないか心配なのね？　まるでお父とうさんみたいね。似合わないわ」


　美古都が口の端はに笑みを浮かべて、玖流を覗のぞき込む。


　玖流はそのからかいを無視して、話を続ける。というより終わりにしようとする。


「それで何の用だ？　何か用があったから話しかけたんじゃないのか？　ないならもう行くぞ」


「別に大した用事ではないけれど、噂うわさを聞いたから確認しておこうと思って」


　美古都が言葉どおり確認を取る。


「明日、行くというのは本当なの？」


　明日、と聞いて何のことだとは聞かなかった。明日といえば一つしかない。


「まあな」


　玖流は渋しぶい表情で頷うなずいた。


　この神かみ代しろ高校は名前に神を冠かんしているが、それは土地名から由来しているだけであって宗教学校ではない。


　だが、学校の行事には古い慣習として寺じ社しや仏ぶつ閣かくでの体験修行が用意されていた。近きん隣りんの寺社仏閣に代表の生徒が訪れ、修行をしつつ共に数日過ごすのだ。修行と言っても大したことをするわけではない。どちらかといえば、人手のない神社に人を貸して掃そう除じなどの手伝いをするのが主だ。


「神様を信じていないあなたが、どういう風の吹き回し？」


　全生徒が参加するわけではないため、参加者は生徒の立候補か教師の指名となるのだが、もちろん生徒に拒否権は残されている。だから美み古こ都とは、玖く流りゆうがそれを受けるとは思っていなかったようだ。むしろ受けたことに嫌けん悪お感を露あらわにしている。


「しょうがないだろ」


　もちろん神を信じないと公言する玖流が自発的にそんなものに参加するわけもなく、優等生ゆえの教師からの要よう請せいも固辞していたのだが、


「スナオが参加すると言ってきかなかったんだ」


　たとえ数日でも自分のいない場所で過ごさせるなど心配でならなかった玖流は、仕方なく自身も参加を表明したというわけだ。


「そんなことを聞きたかったのか？」


「ええ。だって、私も行くんだもの」


「そうみたいだな。わざわざ他ほかの神社にまでご苦労なことだ」


　成績優秀者で、生徒会会長でもある美古都が教師から指名されていないはずがない。


「趣味と実益を兼ねているもの。苦労はないわ」


「家が神社のくせに、他の神社が奉たてまつる神にまで興味があるのか？」


「もちろんよ。家が奉る識しき読よみ姫ひめの神かみ様さま以外にも、すばらしい神様は五万といるわ。八や百お万よろずといったほうがいいかしら」


　他の神を崇あがめてはならないという決まりはない。八百万の神の国たるゆえんだ。


「実益のほうは？」


「今後、識読神社を継つぐ身としては、各方面に顔を売っておいたほうがいいでしょう？」


「実益というより、打算だな」


「何とでも。それで、スナオはどうして今回に限って急に行くと言い出したの？　あの子もいつも不参加のクチでしょ？」


「四月の林りん間かん学校に、病気で参加できなかったからだ……と本人は言っているが、えらく興味を持っていたよ」


「どの辺りに興味があるのかしら？」


　美古都が探るように、さらに追及する。


　玖流は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になり、答えた。


「……縁えん結むすびの神様だからだそうだ」


　その瞬しゆん間かん、美古都は吹き出した。


　笑われるのを覚かく悟ごで言ったのだが、やはり気分は良くなかった。


「そういうわけだから、俺おれは今から断る気はないぞ。もしも俺が行くのが嫌いやなら、スナオの参加をやめさせるんだな」


「あら、別に来てほしくないなんて言っていないわよ。むしろよかった。あなたがいて」


「別にお前に得になるようなことなどしないぞ」


「いいのよ。いてくれるだけで」


「…………」


　美み古こ都とははにかんだような笑みを浮かべて言った。


「ストレスの捌はけ口があるのとないのでは大違いだもの」


　玖く流りゆうは絶望的なため息をつく。


「いい加減、俺おれ以外に本性出せる相手を見つけろ」


「大きなお世話よ。あ、それから一つ前言を撤てつ回かいするわ」


「何だ？」


「お父とうさんみたいじゃなくて、お母かあさんみたい。でも似合わないのは一いつ緒しよ」


「大きなお世話だ」


　そうして、二人は別れた。


　会話の内容を聞くことのなかった周囲の生徒たちは、お互いに健闘を称たたえあっているのね、と的まと外はずれなことを思いながら二人を見送った。





　集合場所の学校からバスで出発して約一時間。


　山の麓ふもとで下ろされてからは徒歩になる。山道を登り、川を渡る吊つり橋を越え、さらに山道を登って徒歩で二時間。


　五月末の山ということでまだ肌はだ寒さむさも感じる気候だが、ジャケットの中のＴシャツはすでに汗あせばんでいた。私服が許可されていたために逆に迷ったのだが、もう少し薄うす手でのものでもよかったかもしれない。


　そんな行程の中、玖流は特にすることもなかったので参加者を一いち瞥べつした。


　参加者は二年生であること以外、クラスも委員会や部活も様々なため、玖流が直接知っている人間はわずか四人だけだった。


　まず、引いん率そつでもある勝かつ俣またという名の三十代後半の歴史の教師だった。細ほそ面おもてで眼め鏡がねを掛けた顔立ちが示すように、大人おとなしく柔にゆう和わな教師だった。玖流の印象は特にないが、人気も人望も普通といった教師だ。


　次に識しき読よみ美古都。彼女の周りにはクラスメイトらしき生徒が何人かいて、彼女は間かん断だんなく皆と話をしながら歩いていた。玖流は美古都とは違うクラスなので、その友人たちは見たことがある程度だった。ちなみに美古都はパーカーに細身の足を際立たせるスリムなパンツ姿という玖流にとっても珍めずらしい格好をしていた。


　そして弟のスナオ。彼は一年のときに同じクラスだったという少女と並んで歩いていた。


　もう一人は、玖流と同じクラスの御み厨くりや満みつるという男子生徒だった。玖流との交流はあまり深くないが、もし玖流がいなければクラスで成績がトップであっただろう秀才だ。


　他ほかは、聞こえてくる会話から勝手に名を記き憶おくする。


　スナオと一いつ緒しよに歩いている少女は、宮みや下した実み花かという名のようだ。比較的小こ柄がらなスナオより、さらに頭ひとつ小さく、大人おとなしそうな印象を受けた。


　気になるのは、近こん藤どう剛たけ司しという名らしい茶ちや髪ぱつの男子生徒だ。彼はスナオたちのほうをちらちらと見ながら歩いている。用があるのは、スナオのほうか、それとも宮下という少女のほうか。


　その近藤の隣となりを歩いているのは、榛はる名な恵めぐみという名らしいショートカットの活発で勝気そうな少女だった。積極的に近藤に話しかけているのだが、近藤は心ここにあらずといった感じだ。


　その後ろに時々彼らに話しかけている顔見知りらしき生徒たちが数名。聞こえてくる名前と名めい簿ぼを照合したところ、男子生徒が矢や島じま明あきらと喜き多た直なお人と、女子生徒が栗くり山やま由ゆ美みと草くさ薙なぎ里さと子こ。話題が中学や小学校のことにまで遡さかのぼっているところを見ると、彼らは古い付き合いのようだ。


　後は名前もわからない数名の、大体二十名程度の団体だった。


　玖く流りゆうが一通り参加者を観察し終えた頃、一いつ行こうの前に現れたのは、とどめとばかりにそびえる百五十段の石段だった。


「全員いますね？」


　石段を登り終えた一行に対し、勝かつ俣またが名簿を元に確認する。脱落者はいなかったようで、一いつ行こうは何とかそのとどめの一いち撃げきをしのぎ切ったらしい。


「それではこれから神社のほうに行きます。皆さん失礼のないように」


　と、勝俣は鳥とり居いの前に立って生徒を振り返る。


「まず鳥居は神様の通り道だから、真ん中を通ったら駄だ目めです。皆さん端はしを通るようにして。それからお尻しりを真ん中に向けるのも失礼に当たるから体の正面を向けるように」


　そうなの？　と皆が顔を見合わせる。


　生徒の数人は真ん中を通ろうとしていた。


　常識、と呼ぶほどには浸しん透とうしていない、あるいは忘れ去られたものではあるが、神社に参さん拝ぱいに来るのであれば、知っていなくてはならない。


　美み古こ都とはもちろんだが、玖流も家の隣となりが識しき読よみ神社であり交流があったがゆえ、幼い頃にそういったことは聞かされていた。


　だが、これは絶対的な決まりではなく、また喪も中ちゆうのときなど人が死に関わり、穢けがれているときだけで構わないという説もあるそうだ。


　結局、神からそう命じられたのではなく、人間が失礼のないようにそうすべきと取り決めたことなのだから、何が正しいかなどとは言い切れない。


　玖流は横目で美古都を盗ぬすみ見るが、彼女は特に気にした様子はなかった。それを指し摘てきするつもりはないようだ。おそらく勝俣は事前に何か本を読んで調べたのだろう。その顔を潰つぶすような真ま似ねはしなかった。


　勝俣に言われたとおり生徒たちは鳥居の端をくぐり、神社の境けい内だいに入る。


　と、到着を待ちわびていたのか、境内へ入ってすぐのところで、神かん主ぬしらしき男が皆を迎えてくれた。一目でそれとわかる礼装に身を包んだ四十代くらいのその男性は、柔にゆう和わな空気を纏まとい、そこに立っていた。


「遠いところをようこそいらっしゃいました。私はこの天あま降おり神社の神かん主ぬしを務めさせていただいております」


　深々と礼をする神主に、皆が一様に礼をする。所しよ作さは堂に入ったもので、礼一つとってもどこか洗練されているようにも見えた。


　神社の娘むすめである美み古こ都とを横目に見つつも、会え釈しやくをする生徒、なぜか手を合わせて礼をする生徒と様々だ。


　今日きようはよろしくお願い致しますと改めて勝かつ俣またが挨あい拶さつをすると、神主は「こちらへ」と皆を案内した。神主が案内したのは、手水ちようずの水みず桶おけがある場所だった。


　お清めをするのである。


　勝俣は見本を見せるように、柄ひ杓しやくで水をすくい、口をすすぎ、手を洗い、最後に柄杓を洗って次の人に渡す。


　それが生徒全員分繰くり返される。神主は特に口を出さずにそれを見ている。


　手水を終えた後、再び神主に案内され、今度は拝はい殿でんに向かう。まずはこれから世話になる神に参さん拝ぱいをしろということだろう。


　勝俣を先頭に、後ろに生徒たちが続く。


　生徒たちがこそこそと先に手を叩たたくんだっけとか、鈴鳴らすんだよとか、賽さい銭せんすんの？　今月厳しいんだけど、などと参拝の仕方を確認しあう。


　事前にプリントが配られ、手水や参拝の仕方は指示されていたが、きちんと覚えていない生徒もいるようだ。目を通してすらいないのかもしれない。


　前を見てろ、と玖く流りゆうは顎あごで指し示す。


　流れから、まずは勝俣と美古都が神に挨拶をすることとなった。


　まず二度頭を下げて礼をする。そして手を二度叩く。そして心の中で祈き願がん。この場合はお願いではなく挨拶だ。最後にもう一度礼をして下がる。それで終わり。


　二に礼れい二に拍はく手しゆ一いち礼れい。参拝の基本である。


　皆もそれに倣ならって同じように参拝を済ませる。


「きちんと勉強されてきたようですね」


　神主が笑顔で言った。


　どうやら見定めていたようである。体験とはいえ、修行に来たのだからそのくらいはして当然というところだろう。


　だが、こういう手順めいたことが玖流はひどく嫌きらいだった。


　これが二泊三日も続くのかと思うと、いきなり憂ゆう鬱うつになる玖流だった。





　いつの時代ともつかない遠い昔の話だ。


　この土地に、空から羽は衣ごろもを纏まとった天てん女によが舞い降りてきた。


　綺き麗れいな泉を見つけた天女がそこで水浴びをしていると、急な突とつ風ぷうが吹いて、大事な羽衣を飛ばされてしまった。


　それを拾ったのは、近くの村の男だった。


　天女を見み初そめた男は、彼女を村へと招いた。


　天女も男を見初め、その申し出を受けて村へと訪れ、しばらく村に留とどまることとなった。


　折からの日照りで、そのとき村は深刻な水不足であったが、村人たちは彼女を快く迎え入れ、手厚くもてなした。


　そのもてなしに感謝した天女が、お礼にと雨あま乞ごいをすると、もうずっと降っていなかった雨が降り注ぎ、村は水の恵みを得ることとなった。


　それからも雨に恵まれた村は毎年必ず豊作となり、多くの食料と大きな富を得た。


　村人は天女に感謝し、男もずっと村に残るように勧めた。


　だが、天女と人の恋は許されることではない。


　天女は男に涙なみだながらに別れを告げ、天へと帰っていった。


　村人は村に恩恵を与えてくれた天女に天あま降おり姫ひめの神かみという名を冠かんし、天女が舞い降りた泉の浮うき島しまに神社を建て、彼女を奉たてまつった。


　男は天女のことが忘れられず、毎日神社を訪れては、天女を想い続けた。


　晴れの日も、雨の日も、風の日も……。


　一日、一月、一年、十年……。


　そうしてどれほどの時が経たっただろうか。


　ついに天女が再び地上へと舞い降りてきた。


　天は、男を想い天で泣き暮らす天女を不ふ憫びんに思い、また天女を想い一日と欠かさず神社を参さん拝ぱいした男を認め、夫婦めおとの契ちぎりを交わすことを許したのだった。


　天女は男と婚こん姻いんし、男を天へと連れていき、二人は幸せに暮らしたそうだ。


　その逸いつ話わを聞きつけ天降神社に祈き願がんに来た男女は、必ず結ばれ恋愛を成じよう就じゆさせたという。


　それは天降姫神が自分の幸福を参拝者に分け与えているためだという。


　そしていつしか、この天降姫神は恋愛成就にご利り益やくのある縁えん結むすびの神様と呼ばれるようになった。





　それがこの天降神社の起源であった。


　神社の起源や奉る神についての内容は、簡かん易い版ばんとしてやはりプリントで配られていたが、本職である神かん主ぬしの説明は、ひとつの物語を聞かされているかのようだった。


　昇しよう殿でんを許された拝はい殿でんの中で、神主の話を聞き終えた生徒たち──特に女子は、遠い昔の恋話に心打たれていた。


　縁えん結むすびの神といえば出雲いずも大たい社しやが有名である。この天あま降おり神社は出雲大社とは縁えんも所縁ゆかりもないが、その土地土地にそれぞれ神がいることは八や百お万よろずの神の国である日本では珍めずらしいことではない。


「天降姫ひめの神かみ様さまは縁結びの神様として、訪れた何人もの人々の縁を結び、恋を成じよう就じゆしてくださいました」


　当然知っていて参加した者もいるわけで、生徒たちが一気に色めき立つ。


　だがそれに釘くぎを刺さすように、神かん主ぬしは厳おごそかに言葉を発する。


「皆さんもまさにそういったことに興味のある年頃でしょうが、今一度胸に手を当てて考えてください。縁を結ぶということは一生をその相手に捧ささげ、死が二人を分かつまで添そい遂げるということです。決して安あん易いな気持ちでお祈いのりをしてはいけません。縁結びとはそれほどに神聖で尊とうとい行為だということを、忘れないでください」


　つまりは、羽は目めをはずしすぎたり、軽けい率そつな行動は控えるようにということだろう。確かにすでに浮ついているのが見て取れる。


　しかし残念ながら、その説教は無む駄だというものだ。


　高校時代の恋愛感情を、あの頃は若かったと思い返したり、軽率だったと反省したりすることは、確かに将来あるかもしれない。だが今高校生の彼らにとって、今このときに胸に抱いだく想いは、まぎれもなく本物で尊いものなのだ。


「それから今から言う場所には決して立ち入らないようにしてください」


　神主が次の注意事項を告げる。


「まず天あま降おり神社の御ご神しん体たいでもある大岩が奉たてまつられている本ほん殿でんが裏山にあります。その本殿はもちろんのこと、裏山へも立入を禁止します。またこの拝はい殿でんも、掃そう除じのとき以外は許可なく立ち入らないようにお願いします。それから歴史的にも価値のある文献が奉ほう納のうされている宝ほう物もつ殿でんも同じく立ち入らないように。もっとも宝物殿は鍵かぎが掛かっているため言うまでもないでしょうが」


　神主は一ひと際きわ声を低くし、生徒たちを見回した。


「……もしも禁を犯した場合は、天降姫ひめの神かみ様さまの罰ばちが当たることでしょう」





　その後、神主は退出し、勝かつ俣またから二泊三日のスケジュールが改めて説明される。


　まず荷物を置いたら集合して、簡単ではあるがこの体験修行の目的でもある掃除を始めるとのことだった。


　夕食の後はすぐに就寝。消灯時間は八時だそうだ。


　そして明日あしたは六時に起き床しようして神社の掃除、それから朝食、峰ほう中ちゆう修行、昼食、残りの掃除、夕食、就寝。明後日あさつては同じスケジュールで夕食前に帰宅という流れだった。


　タイムスケジュールどおり、夕食前にできるところから掃除を始めるために、学校指定ジャージに着替えて拝はい殿でん前に集合する。


　長旅と言うほどでもないが、やはり慣れない長時間のバス移動は疲労する。集合時間の関係で朝も早かったため、なおさらだ。


　隣となりにいるスナオなどは、しきりに手で目をこすっている。その仕し草ぐさが毛づくろいをする子こ猫ねこを想像させ、周囲の女子生徒に可愛かわいいーと思われているなど、当人は知る由よしもない。


　全員の集合を確かめると、勝かつ俣またから掃そう除じの分ぶん担たんを発表される。


　拝殿の箒ほうき掃はきと雑ぞう巾きん掛がけ。玉たま砂じや利りの庭のごみ拾い。後は見えない場所であるが、拝殿の裏の掃除といったところだ。必然的に女子は箒で掃く係。男子は雑巾掛けをする係となった。


　まず女子が箒で掃いている間に、男子がバケツに水を汲くみに行くこととなる。手を洗ったときに思い知らされたが、井い戸ど水みずは指が悲鳴を上げるほど冷たい。


「行こう、兄にいさん」


　眠ねむ気けでぼーっとしていたスナオだったが、スイッチが入ったのか元気な声を上げる。その元気の一割でもいいから分けてほしいと思う玖く流りゆうだった。


　女子が箒で掃き終えた板張りの床ゆかから、玖流たちは雑巾で水みず拭ぶきをしていく。


　手を抜きたいところではあったが、思いのほか皆、真面目まじめに掃除に取り組んでいた。学校の掃除など手を抜いている姿しか見たことがないが、環境が変わると違うのだろうか。


　神様が見ているわけでもあるまいに、と腹の中で思う玖流だが、案外皆そう思っているのかもしれない。


　掃除は順調に進み、玖流は休きゆう憩けいがてらバケツの水を取り替えに井戸に向かった。少し楽をしようという下心もある。


　と、その途と中ちゆうで玖流は話し声が聞こえてくるのを耳にした。


　自分と同じく少しさぼろうとした人間だろうかと思い、声のするほうへと向かう。


　こっそり物陰から覗のぞいてみれば、宝ほう物もつ殿でんの前に何人かの男女がいた。女の一人はここに来るまでにスナオと話していた宮みや下しただった。男は近こん藤どう、もう一人の女は榛はる名なという名の生徒だ。


　宝物殿の中を覗のぞきたい衝しよう動どうにでも駆かられたのか、あるいは単に人ひと気けのないところを探してここに辿たどり着いたのか。ひそひそと話す声からするに後者のようだった。


「どうしてもやめないの？」


「うん。心配してくれてありがとう。でもごめんなさい」


「絶対あんたが傷つくだけよ。うまくいきっこないって」


「それでもいいの。もう放っておいて」


「なあ、どうしてそんなに反対なんだよ？」


「剛たけ司しは何も知らないから……」


　一度物陰に身を引いたため、向こう側の様子は見えない。


　会話の内容から判断するに、女子のどちらかが何かを説得をしているようだった。しかし、相手は取り付く島もない様子。


「ま、俺おれには関係ないか」


　せいぜい見つかって誤解されないように気をつけろよ、と心の中で言い残し、玖く流りゆうは無視して井戸へと踵きびすを返した。


「そこで何をしてるの？」


　ちょうど元来た道を戻ろうとした玖流に向かって、美み古こ都とが仁に王おう立だちしていた。物陰の向こうからびっくりしたような声が聞こえる。


「なかなか帰ってこないと思ったら、こんなところで油売っていたのね。それに宝ほう物もつ殿でんのほうへは行ったらダメって言われているでしょう？」


「大げさだ。そんなに遅くなってないだろ？　それにここから先に用はない。俺はな」


「じゃあ、何でいるのかしら？」


「宝物殿のほうに行こうとしていた奴やつらがいたのさ」


　それを聞いて美古都が物陰の向こう側を見やるが、すでに近こん藤どうたちの姿はない。


「どうしてダメって言われていることをやるのかしら」


　美古都はご立りつ腹ぷくだった。本人たちにとっては軽い気持ちとはいえ、神職に関わる身としては許せないのだろう。


「別に宝物殿に用のある人間なんていないだろ。人ひと気けのないところを探していたら辿たどり着いただけさ。じゃ、水を取り替えてくる」


「あなた今、見てみぬふりをしようとしたでしょう？」


「さすがに付き合いが長い。よくわかっている」


　先日の揚あげ足を取ってみる。


「見つけたのなら、注意なさいよ」


「だから、そういう柄がらじゃないってことも知っているだろ？」


「……そうね。あなたは他人のすることには興味がないものね」


「さすがに盗ぬすみを働こうとしたわけじゃないんだし、そこまで怒ることもないだろう」


「ダメよ。そういう軽い気持ちが、神様の冒ぼう瀆とくへつながるの。本当に今の若い人ときたら、神様を敬うやまおうという気持ちをどこへやってしまったのかしら」


　お前いくつだよ、と内心ツッコミながら、話が長くなる前に玖流はその場を去ろうとした。


　と──


「？」


　玖流は足を止めた。


「今、何か言ったか？」


「言っているわよ。今も言っている真まっ只ただ中なかよ。人の話を聞いてないの？」


「そうじゃなくてだな。何かもっとこう……うなり声のようなものが聞こえた気がしたんだが……」


「それは遠回しに私の声がうなり声みたいだとでも言っているのかしら？」


「……いや、忘れてくれ」


　面倒なことになりそうだったので、玖く流りゆうは美み古こ都とを置いてその場を後にした。


「人の話は最後まで聞きなさい」


「掃そう除じが先だろ？」


　美古都は開きかけた口を閉じ、玖流の言うことももっともなので仕方なく話を切り上げた。


「あなたとは一度膝ひざを突つき合わせて話し合う必要がありそうね」


「そうだな。神の話以外だったら付き合ってやってもいいぞ」


　玖流は適当に美古都をあしらい、井戸へと向かった。





　元は職員が利用していたという拝はい殿でんから少し離れた場所にある建物が、宿泊施設となっていた。


　一階は小部屋が多いため女子のグループ、二階は大部屋が多いため男子と振り分けられ、階段に近い一階の部屋が勝かつ俣またの部屋として割り当てられた。


　夕食を終え、男子の大部屋では、仲の良い者同士で会話をしている者、明日あしたに備えて寝る者、ゲームやパソコンを始める者と様々だった。


　特に何の予定もなく親しい友人もいない玖流は、明日に備えて寝るグループに属しようかと思ったが、


「おいおい、寝るには早いだろ？」


　と、声を掛けてくる者がいた。近こん藤どうだった。この体験修行以外では特に面識はない。


「スナオの兄貴だろ？　オレ、近藤。よろしく」


「ああ。よろしく」


　スナオも彼とは初対面だったろうに、すでに友人となっていたようだった。弟の相変わらずの人付き合いの上う手まさに感服する。


「なあなあ。玖流はどうしてこの修行に参加しようと思ったんだ？」


「え？　ああ。弟が参加するって言い出してね。そのついでさ」


　保護者呼ばわりされるのはごめんなので、本心は話さない。


「へー、スナオが？　スナオは何で？」


　と、近藤は玖流に聞いてくる。当のスナオはトイレにでも行っているのか、姿が見えなかった。本人には聞いていないのだろうか。


「もしかして縁えん結むすびのおまじないのためだったりしてな？」


　玖流が黙だまっていると、近藤がそんなことを言い出した。


「おまじない？」


　初めて聞いたように、玖く流りゆうが聞き返す。


「あれ、知らない？　学校で噂うわさになってるだろ？　恋愛成じよう就じゆのおまじない。そのおまじないの起源がこの天あま降おり神社って話らしい」


　情報に疎うといわけではないと思っているが、噂うわさ話ばなしレベルではやはり友人の多さで劣ってしまう。玖流は本当にそんな噂を知らなかった。スナオが縁えん結むすびの神に興味を持ったのも、この噂が出で所どころなのかもしれない。


　ただ神社とおまじないという組み合わせには違和感があった。おまじないはもっと単純なもののはずだ。あるいは、おまじないが流行した際、ちょうどこの体験修行が重なって、そんな噂が付け加えられたのかもしれない。


「そんな噂があったのか。知らなかったな」


「まあ、噂だし。オレも信じてるわけじゃないけどさ。女子はそれ目当てで参加した奴やつが多いらしいぜ。ほら、榛はる名なって知ってるか？　あいつら、おまじないとか占うらないとか、そういうの詳くわしいっつかーか、大好きなんだよ。あと宮みや下したもだけどな」


　何となく、先ほどの宝ほう物もつ殿でん付近での会話が蘇よみがえった。


「何だ？　敵てき状じよう視察か？」


　と、割って入るように後ろから近こん藤どうの首に腕うでを回してきたのは別の男子生徒だった。彼は喜き多たと名乗った。


　しかし敵状視察、とは何のことか。


「なあ、玖流。スナオの好きな奴やつって知ってる？」


　喜多が唐とう突とつにそんなことを聞いてくる。


「ば……」


「お前は回りくどいんだよ。なあ、玖流君、どう？」


「スナオの？　いや、知らないが」


「あんまり弟とそういう話はしないんだ？」


「確かにしないな」


　玖流はスナオの好きな人を知りたがる彼らを不思議に思った。なぜ彼らはそんなことを気にしているのだろうか。


「近藤。お前、まさか……」


「？」


「スナオのことを……」


　まさか近藤がスナオのことが好きで、それで聞いているのならこれは由ゆ々ゆしき問題だ。


　一いつ瞬しゆんの空白が生まれ──


　近藤と喜多が爆ばく笑しようした。


　なぜ笑われなければならないのか。まさか図ず星ぼしをついたとでもいうのか。


「玖く流りゆう。お前がそういう冗じよう談だんを言う奴やつだとは思わなかったよ」


「ほんとだよ。そんなわけないだろ？　そうじゃなくて、宮みや下したがスナオと仲良く話してたから、近こん藤どうは気が気じゃなかったんだよ」


「お前、それ言うな！」


「ああ。そういうことか」


　玖流がやっと納得したように頷うなずいた。どうやら早とちりだったらしい。だがスナオを恋愛対象に見る男子はいても、恋こい敵がたきに見立てる者がいるだなどと、露つゆにも思わなかった。


「お前だって、由ゆ美みが他ほかの奴と話してるのを気にしてたくせによ」


「声がでかい！」


「玖流、こいつ由美のこと狙ねらってるんだけど、身長が向こうのほうが高いこと気にしてんだぜ」


「しょうがないだろ。……あいつどんどん成長するんだ。反則だよ」


「確かにな。昔は一番小さかったもんな」


　玖流は近藤と喜き多たのやり取りについていけず、それを黙だまって見守っていた。と、二人は我に返ったのか、すまんすまんと謝ってくる。


「ほら、由美って知らないか。栗くり山やまってすごい背の高い女がいただろ？　あいつのこと」


「ああ」


　と、玖流は生なま返事をする。確か背の高い女子がいたように思うが、顔までは思い出せない。


「お前ら、ほどほどにしておけよ。困ってんじゃないかよ」


　と、また別の男子生徒がやってきた。彼は矢や島じま明あきらと名乗った。


「悪いな。こいつら馬鹿で」


「お前に言われたくない」


「急に名前が出てきたりしてわからなかっただろ？　おれたち、幼おさな馴な染じみって奴やつでさ。おれと近藤剛たけ司しと喜多直なお人と、あと女子は宮みや下した実み花かと榛はる名な恵めぐみと栗山由美と草くさ薙なぎ里さと子こ……って、クラスが違うから名前を言っても、わからないかもしれないけどさ」


「幼馴染、ね」


「そうそう。玖流と識しき読よみさんと同じ」


　同じではない。少なくともこんなふうに仲の良い関係ではない。


「なー。やっぱりさ。幼馴染ってことはあれなの？　朝起こしに来てくれたり、食事の用意をしに来てくれたりとか、そういうのあんの？」


「お前たちのところはそうなのか？」


　玖流が言うと、矢島たちは顔を見合わせ、ないないと手を横に振った。


「同じだ。そんなのは都市伝説でしか聞いたことがない。確かに昔は家族ぐるみで遊んでいたりもしたが、今は学校で顔を合わす程度だ」


　そう。昔は……。一いつ瞬しゆん、過去に意識が引き戻されそうになったが、


「ちょっと男子。寝るには早いんじゃないの？」


　と、ふすまが開けられた。そちらに顔を向けると、お菓か子しを手に噂うわさの榛はる名なを先頭に女子が部へ屋やに入ってきた。


「なになに、もしかして修学旅行とかにありがちな好きな人暴ばく露ろ大会？」


　榛名が近こん藤どうたちを見やると、そんなことを言いながら、玖く流りゆうたちのところに割り込んできた。榛名に付き添っている知らない二人の女子は、話題に上がった栗くり山やまと草くさ薙なぎか。


「何かあたしたちの名前が出ていた気がするんだけど？」


「違うよ。馬鹿」


　近藤が慌あわてて否定する。


「私の名前も聞こえた気がするのだけれど？」


　と、意味ありげに玖流を見下ろしたのは部屋着姿の美み古こ都とだった。


　こういうときに男子の部屋に率そつ先せんして来るようなタイプではないが、団体行動を乱すほどに堅かた物ぶつでもない。


　近藤たちはさっきの勢いはどこへやら、美古都が傍そばにいるだけで、緊きん張ちようしているようだった。


　一いつ緒しよに入ってきた他ほかの女子生徒たちも、まるで示し合わせたように面識のある男子の下に向かって散り散りとなった。下は教師の部屋である。あまり大おお騒さわぎしてはすぐに怒られる羽目になるだろう。というか、階段を上る音で気づかなかったのだろうか。もしかしたら多少は大目に見てやろうということか。


「あれ、宮下は？」


　近藤が意中の宮みや下したの不在に気づき、榛名に聞く。


「わかんない。部屋にはいなかったの。メールは送っといたけど」


　榛名が言うと、近藤はそうかと頷うなずいた。心ここにあらずと言った感じだった。スナオの不在も彼には気になるところだろう。たまたまだと思うが。


「で、何の話をしていたの？」


「別に。玖流に自己紹しよう介かいっぽいことしてただけさ。な？」


　と、近藤が目め配くばせしてくる。


「ああ。君たちが幼おさな馴な染じみだとか、聞いていたところだ」


「そうなんだ。でも、玖流君と話せるの、ラッキーかも」


　と、栗山と思おぼしき背の高い女子が、色めきたった声を上げた。


「俺おれなんかと話すくらいでそんな大げさな」


　玖流はやめてくれと謙けん遜そんしてみせるが、それがまた女子たちの受けがいいようだ。


「そんなことないよ。結構女子の間ではファンも多いし、後こう輩はいにも人気あるんだよ」


「そんなのは感じたことがないな」


「それはほら、玖流君って少し人を寄せ付けない感じだし……」


「でも、そこがまた大人おとなな感じでいいんだよね。遠くで見ていたいって思わせるの」


　草くさ薙なぎと思しき少女も栗くり山やまに便びん乗じようしてきた。


「そうかな？　そういうつもりはないんだが……」


　とは言うものの、その指し摘てきはあながち的まと外はずれとも言えない。もちろん話しかけてくれば話を返すが、自ら会話の輪の中に入ることはあまりせず、多少の距離を保っているのは事実だ。


「玖く流りゆう君とまともに話せる女子って識しき読よみさんだけって感じ」


「そうそう。何か他ほかの人だと釣つり合わないっていうか、絵にならないって言うか……」


「あら、そんなことないわ。私だってあまり話をしているほうではないもの。でも、こう見えて玖流君は社交的なのよ」


「こう見えては余計だ」


「ちゃんとこの修行に参加している人の名前も覚えているくらいだし」


　嫌いやなフリをしやがって、と玖流は毒づく。


　同じ学校といえど、興味のない人間の名前など覚えるはずもない。だが幸いその話はすでにしていた。


「全員と言われると自信がないが、君たちはわかるよ。榛はる名なさんに、栗山さんに、草薙さんだろ？」


　名前を覚えてもらっていたことに、栗山たちが驚きながらも嬉うれしそうにしていた。美み古こ都とは周囲には見えないようにだが、露ろ骨こつに舌した打うちせんばかりの顔をした。


　だが、玖流はやり返すような真ま似ねはしない。こっちに話題を振ってくる時点で、美古都は全員をきっちりと把は握あくしているのだろう。こういうときはむしろ利用してやったほうがいい。


「榛名さんは、おまじないとか占うらないとかが詳くわしいらしいね？」


　つい先ほど聞いた話とはいえ、ちゃんとその人となりを覚えていることはプラスになってもマイナスにはなるまいと玖流が付け加えると、榛名がちらっと近こん藤どうを横目に見た。「言っちゃったの？」と言いたげな目に、これは内ない緒しよ話ばなしだったのかと玖流が勇いさみ足を自覚した。


　だが榛名はすぐに「ま、いっか」と気を取り直す。


「そうよ。この神社にはある噂うわさがあるの。自分の左手の小指に糸を結びつけて、好きな人の名前を書いた紙を逆側に結び付けてお祈いのりするの。そしてその糸と紙を神社のどこかに埋うめると、天あま降おり姫ひめの神かみ様さまがその相手との恋を叶かなえてくれるんだって。羽は衣ごろもをなくした天降姫神様に、羽衣の材料になる糸をあげる代わりに願いを叶えてもらえるらしいわ」


　おまじない、ね。


　玖流は一人胸の内でごちて、横の美古都を盗ぬすみ見た。彼女は特に反応も見せずに、その話を聞いている。


「時間はぴったり夜の十時。天降姫神様が村の男の人と出会ったのがその時間なんだって」


「消灯時間だな」


「だからこっそりとやらないといけないの」


　だから無理なのよね、とは当然のことながらならない。恋する乙おと女めは多少の無理や違反など気にしないらしい。


「でも大事なことがあるの」


　榛はる名なが声を潜ひそめる。


「糸は絹きぬ糸いとでないといけない。色は白じゃないといけない。糸の結び方にも方法があるの。天あま降おり姫ひめの神かみ様さまがはずしやすい特殊な結び方。もしもそれを守らなかったら……」


　榛名はたっぷりの間を空けて、


「良くないことが起こるわ」


　こういうおまじないには大たい概がいルールがある。


　曰いわく、とある動物の神に秘密を教えてもらうおまじないは、神に帰ってもらうまでは十円玉から指を離してはならない。とある恋愛成じよう就じゆのおまじないは、それをしているところを人に見られてはいけない。とある願望成就のおまじないは、腕うでに巻いた紐ひもを自分で切ってはならない。


　願いを叶かなえるためには代だい償しようやリスクが必要だという考え方は一般的だ。ただで願いを叶えてもらうなど信しん憑ぴよう性せいがないということか。


「ねぇ、あたしたち今晩おまじないをしに行くんだけど、二人も来る？」


　と、榛名が玖く流りゆうと美み古こ都とを誘さそってきた。二人も、ということは近こん藤どうたちも行くのだろうか、と思って玖流は確認する。


「まあ、付き添いでな」


　別に信じていないけど、といった空気を醸かもし出して、近藤が答える。信じていないのに行くということは、これを口実に女子たちと行動しようという思おも惑わくがあるのかもしれない。


「……せっかくのお誘いだけど、俺おれはいいよ。今のところそういう相手がいない」


　榛名たちの楽しみを台無しにするつもりはないので言わないが、正直おまじないなど信じるつもりはない。


「私もいいわ」


　と、美古都も断りを入れる。


「え？　識しき読よみさんも？　女子はほとんど来るわよ」


　男子の玖流が断るのはある程度想定していたようだが、美古都が断るのは意外だったようだ。女子は皆そういうものが好きと、榛名は本気で信じているらしい。


「興味はあるのだけど、私は家が家だからおまじないとかそういうのは禁止されているの」


　どういう理り屈くつだと玖流はツッコミかけたが、榛名たちはあっさりと納得したようだった。神社の一人娘むすめというのは、一般の人からすれば、かくも神秘性の高いものなのかもしれない。


　だが本人からすれば、これ以上付き合うのは面倒だということだろうと、玖流は推察した。


「他ほかの人がおまじないをするのを認めていないわけじゃないから、私のことは気にしないで行って来て」


「そっか」


「ただ一つ約束して」


　美み古こ都とは一つだけ注文をつけた。


「神かん主ぬしさんも仰おつしやっていたけれど、本ほん殿でんや宝ほう物もつ殿でん、裏山といった立ち入り禁止の場所に入ってはダメよ」





　男子部屋のほとんどの人間がおまじないに向かった後、部屋に残った数人の男子生徒の目を盗ぬすみ、玖く流りゆうは一人神社の裏山を登っていた。


　もちろん裏山にあるという本殿にお参まいりに行こうなどというわけではない。目的は別にあった。


　立ち入り禁止とされるからか、あるいは選んだ道がよくなかったか、山道は手入れがされておらず、木々が生おい茂り、何の舗ほ装そうもされていない獣けもの道みちだった。


　生い茂った木々は月明かりを遮さえぎり、足元もおぼつかない。


　懐かい中ちゆう電灯も持たずやってきたことは少し軽けい率そつだったかと思いつつ、引き返す気にもなれず玖流は獣道を少しずつ上へ上へと進んでいた。


　草をどかし、踏みしめる音の中、ほーほーとどこかで鳥の鳴く声がした。


　と、生い茂っていた木々に包まれていた視界が唐とう突とつに開けた。


　続いていた斜面が一時的に平地となり、玖流は小休止する。


　携帯電話を取り出して時計を確認する。


　時間にして一時間弱。思った以上に時間を食ってしまった。電波は届いていないため、連絡することはできない。一応書き置きはしてきたが、あまりここで時間を取ることもできなそうだ。


　と、奥を見ると、再び生い茂る木々の間に石段が見えた。


　石段の前に立つ鳥とり居いは時代を感じさせるように、塗と装そうらしきものも剝はげてしまっている。元は赤い柱のようだった。柱がそうであるように、石段もかなり古く、あちこちが崩くずれかかっている。


　参さん拝ぱい客が訪れる拝はい殿でんのあった境けい内だいと違い、本殿へと続く道は整備されていないようだった。


　携帯電話のライトで周囲を照らしてみるが、特に何も見当たらない。玖流は足を踏みしめ、石段が体重を支えられることを確認すると、玖流はその石段を上ることにする。


　木の根が割れた石から飛び出しており、足を取られそうになりながらも、玖流はその石段を上っていく。


　獣道を登っていたときと違い、石段を上るという単調作業は、集中力を少しずつ削そいでいく。


　規則正しい歩幅で足を前に出す。


　右、左、右、左、右……。


　それが自分の意思なのか、誰かによって動かされているのか、区別することができなくなっていく。


　意識が泳がされ、単調に繰くり返す。


　右、左、右、左、右……。


　自分は何のために石段を上っているのだろうか。


　この先に何を求めているのだろうか。


　上を見れば、生おい茂る木々の中にぽっかりと空間が口をあけている。


　それは扉とびらのように、玖く流りゆうを誘さそっている。


　まるで吸い込まれていくように、玖流は自分の体をそこに向けて進めていく。


　その口の中に一歩玖流は踏み込んだ。


　ぞくりと寒気がした。


　耳鳴りがして、眩暈めまいを覚えた。


　まるで異世界に飛び込んでしまったかのような違和感を覚えた。





　この感覚を、俺おれは知っている──





　パシャ。


　と、浮かび上がった思考や感傷をさらっていくかのように、水を打つ音が聞こえたような気がした。


　パシャ。


　幻げん聴ちようではない。音は、石段の向こうから聞こえたような気がした。


　石段を上り終えると、前方に視界が開けた。


　古びた石いし畳だたみから、生い茂る草木の向こう側。


　奥には月の光を映し出し、幻想的に光り輝く泉があった。


　泉の中央は浮うき島しまのようになっていて、その上に社やしろが建てられていた。本ほん殿でんと呼ぶにはかなり小さくはあるが、おそらくそれで間違いない。


　その社の中には注連縄しめなわが巻かれた大きな岩が、鎮ちん座ざしていた。


　それこそが、神かん主ぬしの言っていた天あま降おり姫ひめの神かみの御ご神しん体たいなのだろう。


　時の流れを感じさせるように、社も半ば朽くち果てかけ、注連縄も茶色く変色し、岩にもあちこちに皹ひびが入っていた。


　それにも拘かかわらず、月明かりのせいもあってか、御神体の大岩は淡い燐りん光こうを放っているかのようだった。


　古び、朽くちかけているが、逆に人の手が入れられていないがゆえに、物言わぬ力を感じさせた。


　パシャ。


　再び水を叩たたく音がした。


　と、月を映す水みな面もが揺れ、そこに薄うすく透すき通る衣ころもを纏まとった一人の女の姿が浮かび上がった。


　まるでどこからともなく舞い降りてきたかのようだった。


　女が顔を跳はね上げると同時に、長い艶つややかな黒くろ髪かみが円を描き、水の滴しずくを宙に舞わせる。無数の水すい滴てきに月の明かりがきらきらと反射し、光の粒つぶとなって消える。


　その幻想的な情景は、この神社の逸いつ話わにある天てん女によの水浴びを模もしているかのようだった。


　玖く流りゆうは、まるで天女を見つけた村の男のように心奪うばわれ、女の姿を盗ぬすみ見る。


　遠く離れた場所では満たされず、もう少し近づいてよく見ようと足を前に進めようとした。だが、足はまるで固まってしまったかのようにそちらへは動かない。


　天女の水浴びを邪じや魔ましてはならないと体が拒否しているのかと思えた。


　そう思った矢先、ずず……と足が動いた。


　誰の足か。他ほかでもない。自分の足だった。


「？」


　自分は今、歩こうとはしていなかった。


　自分の意思で足を持ち上げて前に出す。それを繰くり返すのが歩くということだ。


　自分の意思に関係なく、地に足がついた状態で前に動くことを歩くとは言わない。


　つまり自分は歩いていない。


　足を動かそうとは思っていない。


　それなのに、まるで矛む盾じゆんするように固まった足はずず……と地面を引きずって動く。


　玖流は歩けない。


　自分の意思では足が動かせない。


　まるで誰かに引きずられるかのように動くだけだ。


　ただ前に進んでいるだけだ。


「何……なんだ……？」


　疑問を嘲あざ笑わらうかのように、ずずず……と一気に数歩分、玖流の足が勝手に前に進む。


　わけがわからず、パニックに陥おちいり、思考が働かない。


　ただ足が何か得え体たいの知れないものに引きずられるかのように引っ張られていく。


　下を見れば、十数年共にしてきた足がそこにある。


　誰かに引っ張られているわけでもない。


　だが、足は自分の意思とは関係なく、何かに引きずられていく。その上にある体も然しかり。


　何が起きているのか。


　もう一度顔を上げたとき、自分がどこに向かって引きずられているのか、理解した。


「崖がけ……」


　いつの間にか、崖が近づいていた。


　引き返そうと足を持ち上げようとしたが、反するように足はずずず……と前に──崖のほうへと進んでいく。


　バランスを崩くずし、尻しり餅もちをつく。


　だが、足は、体は崖へと引っ張られる。


　手をつき、肘ひじを張り、地面との摩ま擦さつを高めても関係なく、足が崖へと引きずられて行く。


　ずずずずずずと体が勢いを増して、その半分が崖に飛び出す。


　すぐ傍そばに立つ木が目に入る。


　すがるように、玖く流りゆうが木を摑つかもうとする。


　だが、嘲あざ笑わらうかのように体がさらにずずっと前に進み、伸ばした玖流の手は空を切った。


　体が、崖へと投げ出される。


　支えとなるべきものが全すべて失われ、ふっという浮遊感が体を包む。


　視界も、感覚も、全てが空転し、一いつ瞬しゆんの浮遊感が失われ、重力という力に体が引っ張られるように、体が落下していった。


「わああああ！」





　ああ、これはあのときと同じだ。


　ふとそんなことが思い浮かんだ。


　幼い頃に行ったあの儀ぎ式しき。


　神を降おろそうとした。そして願いを叶かなえようとした。


　一いつ心しん不ふ乱らんに、まるで呪じゆ文もんのように祝詞のりとを紡つむぐ。





　──その願いは叶かなわない。





　もう一人の自分──今の自分が幼い自分に呼びかける。


　だが幼い自分は願いは叶うのだと。神様は願いを叶えてくれるのだと信じて、祝詞を紡ぐ。





　──その願いは叶わないんだよ。





　疑いもなく、ただただ儀式を執とり行う。


　祝詞を紡ぎ終え、儀式の成功を信じ、目を開く。


　そこに現れたのは──





「目が覚めたかしら？」


　と、耳元で少女の声がした。





　そう。そこに現れたのは、彼女だった──





　我に返ると、美み古こ都とが自分を覗のぞき込んでいた。


　夢と現実の区別がつかず、未いまだ自分はその狭はざ間まにいる。夢の中で目を開いた拍ひよう子しに、現実の自分も目を開いたのだろう。


　美古都と目が合っていることを何となく理解する。


　それでも頭の中では夢が続いている。


　俯ふ瞰かんした今の自分が、幼い自分を見下ろしている。


　願いが叶かなわず、悲ひ嘆たんにくれ、怒りに震ふるえ、神を信じることをやめた幼い自分。


　願いが叶わず、悲嘆にくれ、怒りに震え、神を信じることをやめた今の自分。


　幼い自分と今の自分が重なっていく。


「泣いているの？」


　その問いかけに、完全に幼い自分と今の自分が重なり、意識が戻っていく。


　目の光が戻ったことを美古都も感じたのだろう。


「そんなに見つめられると照れてしまうわ」


　だが、そんな軽口に返す余よ裕ゆうはなかった。


　取り戻した今の自分は、そのままそこに留とどまらず、混乱の渦うずに飛びこんでいく。


　自由の利かない体は宙に投げ出され、そのまま崖がけ下したに落下しているはずだった。


　だが自分は今、地面に仰あお向むけに横たわっていた。


　心は鎮しずまったが、混乱までは鎮まらない。


　いったい何が起きたのか。何一つ整理ができない。


　玖流は頭を振り、混乱の残る頭を整理しようとする。


　俺おれは崖から落ちたのか……？


　頭に真っ先に浮かんだその考えをすぐに否定する。


　それならば、自分はどうして今崖の上にいるのか。


　落ちたのであれば、ここにいる道理はない。


　夢や幻覚の類たぐいを見させられたのか。


　それは、自分の感じた思いを否定するが、もっともまっとうな考えだった。


　だが、しかし──


「もうだいじょうぶよ」


　その声にはなぜか力があり、暴れた心が一いつ瞬しゆんにして鎮しずまっていく。


　無限に回り始めた混乱の渦うずの波を、美み古こ都とが一いつ瞬しゆんにして取り払はらってくれた。


　美古都は混乱が収まりつつある玖く流りゆうを、何も言わずに見下ろしている。


　もちろん美古都の足は地面についている。それどころか自分の頭と地面の間にある。いわゆる膝ひざ枕まくらというやつだ。
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　自分がへたり込んで見下ろされていることに納得ができず玖流は立ち上がるが、足はまるで地面に立つことを忘れてしまったかのようにがくがくと震ふるえ、地面に尻しり餅もちをついてしまった。平へい衡こう感覚がどこかに飛び去ってしまったかのようだ。


「説明してほしい？」


　そんな玖流を見て、美古都が笑みを浮かべて問いかける。


　玖流は硬い表情で頷うなずく。


「山を登ってきた玖流君は、泉で身を清めていた私のことを見つけたの。そしてそのまま名乗り出もせずにこっそり覗のぞいていたら、うっかり足を滑すべらせて崖がけ下したに落ちてしまった。気を失ったあなたは運よく崖の途と中ちゆうの木に引っ掛かっていたから、私が必死に引き上げて助けたのよ」


　ふざけた説明口く調ちように思わず頭がかっとなる。


　自分らしくないと思いつつ、落ち着くことができない。


「そんな話を信じろというのか？」


「やだ。冗じよう談だんよ。怒らないで。でも崖がけの途中の木に引っ掛かっていたあなたを見つけて引き上げたのは本当よ。助けたのに怒られるなんて割に合わないわ」


　美古都は不満げに口を尖とがらせたかと思うと、


「それとも他ほかに何かあったのかしら？」


　その目がすっと玖流を見み据すえた。


「それは……」


　美古都と会話をすることで、頭が急速に冷えていく。


　他に何があったのかと問われれば、足が自分の意思とは関係なく動き出し、体が崖下に引っ張り込まれるように宙へと飛び出し、崖から転落した。気がつくと崖に戻っていた。


　改めてその答えの馬鹿馬鹿しさが際きわ立だった。そんなことを何と説明しろというのか。美古都にではない。自分に対してだ。


　冷静さを取り戻した頭が判断を下した。


　そんなことがあるはずがない、と。


　きっと美古都の言うように足を滑すべらせてすぐそこの崖下に落ち、後は意識を失って夢を見ていたのだ。


　崖の上にいるのが、何よりの証しよう拠こではないか。


「……いや、お前の言うとおりだ」


「やっぱり覗のぞいていたのね！」


「違う！　足を滑らせて崖から落ちたことのほうだ！」


「……そう」


　美古都は小さく頷うなずいた。


「一応、礼は言っておく」


「…………」


「……何だ？」


「お礼を言うというから待っているだけよ」


　一応礼は言っておく、というのはお礼ではないと言外に言っている。


「…………ありがとう」


「どういたしまして」


　美古都が満面の笑みで返した。


「そんなことより」


「あら、玖流君が私に素直に頭を下げてお礼を言うのはそんなことなんかではないわよ」


「何でお前はこんなところにいるんだ？」


　このままでは彼女のペースに巻き込まれるのがオチだ。多少強引にでも自分のペースに戻すように玖流は無視して話を続ける。


「天あま降おり姫ひめの神かみ様さまへの参さん拝ぱいに来ただけよ」


「こんな時間にか？」


「日中は掃そう除じがあるし、自由時間がなさそうなのだもの」


「それでこんな時間に水浴びか？」


「あら、いやだ。本当に身を清めているところまで見られていたのね。でもよかった。服を脱ぬがなくて。危うく玖く流りゆう君に生まれたままの姿を晒さらしてしまうところだったわ」


　美み古こ都とがわざとらしく自分の体を抱だいた。


　泉に浮かんだ逸いつ話わの娘むすめにも見えた女は、どうやら美古都だったようだ。


　彼女が身に纏まとっていたのは神社から寝巻き代わりに用意された白しろ装しよう束ぞくだった。光り輝いていたのは、水に濡ぬれて月明かりを反射していたからだろう。


「あら、そんなふうにじっくり見ないで。透視能力を持っていたりしないわよね？」


「あいにくと透視能力どころか猫ねこ目めで何も見えないし、見えなかった」


「じゃあ、明かりを点つけるといいわ。でも私のほうにはあまり向けない程度にね。明かりで透すけると恥はずかしいから」


　言われるまでもなく、玖流は携帯電話のライトを照らして辺りを見回す。夜の闇やみに浮かぶのは、うっそうと茂る伸び放題の雑草。ひび割れた石いし畳だたみ。古びた社やしろと御ご神しん体たいとされる大岩。そして泉の前に立てられた砂と埃ほこりにまみれた石せき碑ひのようなもの。


　美古都は立ち上がり、石碑を指でなぞる。


　それに合わせて砂と埃が取れて、溝みぞが生まれた。何か文字が刻み込まれているようだったが、読むことはできない。


「天降姫神様が水浴びをした泉と書かれているのよ。本当なら立ち入り禁止の場所よ」


　自分のことを棚たなに上げて美古都はしれっと言ってのけた。


「そういう自分はどうなんだ？」


「私はちゃんと断りを入れたわ。それにこうして白装束も纏まとい、お清めもしたわ。あなたと違ってね。罰ばちが当たっても知らないわよ」


「罰でも祟たたりでも起こせばいいさ」


　神など信じないと豪ごう語ごする玖流が、文字通り罰当たりなことを口にした。


「その昔、空から羽は衣ごろもを纏った天てん女によが舞い降りてきた」


　美古都が遥はるか昔を見つめるような遠い目で語りだした。それは天降姫神の伝承だった。


「泉で天女が水浴びをしていると、大事な羽衣を風に飛ばされてしまった。それを拾った村の男に見み初そめられた天女は、その男の誘さそいで村へと訪れた。天女の雨あま乞ごいで、雨の恵みを手に入れた村は毎年の豊作と大きな富を得た。けれど天へと帰らねばならなかった天女は、男に別れを告げ、天へと帰っていった」


　そこまでは神かん主ぬしの話した逸いつ話わと大きく変わらなかった。違ったのはその後だ。


「男を忘れられなかった天てん女によは地上へと舞い戻り、男を連れて天へと飛び立った。けれど、天女の世界は人間が訪れていい世界じゃない」


　美み古こ都とが意地の悪い笑みを浮かべる。


「そこで問題。もしも天に迎えてもらえなかったとしたら、天に連れて行ってもらった男はどうなったと思う？」


　天に迎え入れられなかった、天へと連れて行かれた人間の男。それがどうなったか。


　玖く流りゆうは自然と崖がけ下したに目をやった。


　正解を答えた生徒を見やる教師のように、けれど、恐ろしいことを美古都は口にした。


「そう、墜つい落らくよ」


　必然的に、先ほどの自分の様さまが蘇よみがえる。


「男は天から落とされて、岩へと打ち付けられ死んでしまった。男の死を哀かなしんだ天女もまた自ら命を断ってしまった。天女の祟たたりを恐れた村人たちは、天女を天あま降おり姫ひめの神かみと名づけ、その魂たましいを慰なぐさめるために神社を建てて奉たてまつったそうよ」


　あれは気を失った自分が見たただの夢。


　そうすぐに思い直すが、だが染みのように、何かが胸に残る。


「そんな神様に罰ばち当あたりな真ま似ねをして、何も起きなければいいけれど……」


　予よ兆ちようめいたことを言う美古都は、どこか妖あやしげな笑みを浮かべた。


　ぞくりと背中に寒気がしたのは、夜の冷気のせいばかりではない。


「なんてね」


　美古都はぺろりと舌したを出してごまかした。


「他ほかにも天降神社の起源には、死に別れてついぞ実らなかった娘むすめの恋を不ふ憫びんに思った村人たちが、その魂を慰めるために建てたというものもあるわ。どれも数ある逸いつ話わのうちの一つ。それだけよ」


　神に関する逸話や神社の起源は、長い時を経て、様々な解釈が生まれ、複数存在することは珍めずらしくない。神かん主ぬしの説も、美古都の説も、噓うそではなく、伝えられている一説に過ぎず、何が真実かなど誰にもわかりはしない。


「神しん妙みような顔をしていたけれど、少しは身につまされたかしら？」


　暴言を吐はいた玖流をたしなめるために、少し脅おどしたつもりなのだろう。


「よくこんなマイナーな神の別解釈の逸話なんて知っているなと思っただけだ」


　天降姫神も天降神社も一般的な知名度はない、地方にある小さな神社であり、神に過ぎない。


「あら、調べようと思えば誰でも簡単に調べられるわよ。家が家だから私は特にね」


「よく調べる気になったなという意味だ。何か得になるようなことでもあるのか？」


「得になるかどうかは知らないけれど、知識を得ることに損はないわ」


「さすが識しき読よみ神社の跡取り娘だな」


「褒ほめ言葉として受け取っておくわ」


「その台詞せりふは褒めていないときに言え」


「あら、本当に褒めてくれていたのね。悪口かと思ったわ」


　たまに褒めるとこれだと、玖く流りゆうは嘆たん息そくした。


「ところで玖流君はどうしてここに？」


「……散歩だよ」


「めざといわね」


　言い訳は通じなかったようだ。


　玖流がここに来たのは、美み古こ都とが宿泊所を抜け出したのを見つけ、それを追ってきたのだ。


「別にあなたが望むようなものはここにはないわよ」


「俺おれが望むものってのは何だ？」


「さあ」


　玖流と美古都はしばらく見み据すえあっていたが、


「消灯時間も近いわ。そろそろ戻りましょう」


「もういいのか？　俺が邪じや魔までまだやることがあるなら一人で戻るぞ」


「あら、女の子をこんな夜に一人で帰そうと言うの？」


「お前には神がついてるんだ。平気だろ？」


「神様は万能ではないのよ」


「お前の口からそんなことを聞くなんて意外だな」


「私は神様を信じているけれど、人間の願いを何でも叶かなえてくれる都合のいい存在とは思っていないの。あなただって昔思い知ったでしょう？」


「何のことだ？」


　玖流は首を傾かしげてみせる。


「あのこと、よ。あなたはどこまで覚えているのかしら」


「お前が覚えている程度のことだよ」


「あら、それは随ずい分ぶんと色々なことを覚えているということね」


　玖流は嘆息して、嚙かんで含めるように答える。


「……識しき読よみ姫ひめの神かみに願いを叶えてもらおうと儀ぎ式しきを行い、そして失敗した。覚えているのはそれだけだ。昔、何度も話をしただろう？　お前こそ忘れてしまったのか？」


「御ご神しん体たいや神しん典てんを盗ぬすんだ罰ばちが当たったのか、三日三晩を高熱で寝込んでしまって、目が覚めたら何も覚えていなかった、だったかしら」


「罰が当たった以外のところはな。あれは単なる風か邪ぜだよ。寒い夜中に歩き回ったからだ」


　識読姫神に願いを叶えてもらおうと思って行った神かみ降おろしの儀式。


　御神体や神典を盗んだことも当然大人おとなたちにばれてひどく怒られ、他た言ごん無用とかん口こう令れいを敷かれた苦い思い出。


　それ以来、彼らの間でこの話がされることはなくなった。


　識しき読よみ神社への出入りも禁止になり、美み古こ都とと遊ぶことも禁じられた。疎そ遠えんになった原因のひとつでもある。


「昔はあなたもあんなに神様を信じていたのにね」


「若わか気げの至りだ」


「あら、年寄りくさいわね」


「あの頃が幼すぎたのさ。神が人間の願いを叶かなえてくれるなんて、ありえもしない話を信じていたんだからな。逆に、さっきの口ぶりからすると、お前は俺おれが知らないようなことを何か知っているみたいだな？」


「仮にそうだとしても、今さら知るようなことではないんじゃない？　大人おとなたちは思い出せないならそれでいいと言っていたでしょう？」


「そんな言い方をされたら気になるな」


「気になるでしょう？　だから教えてあげない」


　美古都は鈴の鳴るような明るい声でそう言って、山を下り始めた。


「でもそうね」


　美古都は振り返り、意地の悪い魅み力りよく的な笑みを浮かべ、意味のないことを言った。


「もしも思い出せたら教えてあげるわ」





「兄にいさん、どこに行ってたのさ」


　山を下りて宿泊所に戻ってきた玖く流りゆうと美古都を迎えたのは、ちょうど廊ろう下かを歩いてきたスナオだった。


「眠ねむれなくてな。散歩で山に行ってたんだ。思ったより道が悪くて時間が掛かった」


　不在にしていた時間は二時間弱。黙だまって出ていったにしては、遅くなりすぎたのは事実だ。


「ごめんなさい。心配掛けて」


　美古都もスオオに対して謝る。玖流に対してのそれとはまったく別物だった。


「俺以外には素直なんだよな」


「何か言った？」


「いや、別に」


　と、スナオは玖流と美古都を交こう互ごに見る。


「どうした？」と玖流。


「え？　泥どろだらけだなーと思って」


「ああ。ちょっと足を滑すべらせてな」


　玖流は着替えなど持って行かなかったため、全身泥まみれだった。


「どうしたの？」と美み古こ都と。


「え？　髪かみが濡ぬれてるなーと思って」


「ええ。少しだけ水を浴びたから」


　美古都はすでに濡れた白しろ装しよう束ぞくから自前の私服に着替えているが、長く艶つややかな黒くろ髪かみが乾かわくにはまだ十分ではなく、まだ多少の湿しめり気を帯びていた。


　二人が交こう互ごに自分の状態を説明したが、スナオがそういうことを言いたいのではないと玖く流りゆうは察した。


「何が言いたい？」


「え？　うん。皆で少し噂うわさをしてたんだ。二人ともおまじないに行かないって示し合わせたように言ってたから、もしかして二人でこっそり抜け出そうとしてるんじゃないかって。それで、ああ本当だったなーって」


「まあ、不ふ愉ゆ快かい」


　美古都が意味を把は握あくして、上品に毒を吐はいた。


「同感だ。それに二人で抜け出してなんていない。会ったのはたまたまだ」


「いいからいいから。でも兄にいさんが泥どろだらけでよかったよ。美古都ちゃんが泥だらけだったらどうしようかと思った。兄さんって自己中だからね。外は背中が……」


「お前にそんなことを仕込んだのは誰か、一度話し合う必要があるな」


　玖流はスナオに皆まで言わせずに、こめかみの辺りを摑つかんで握にぎり潰つぶしにかかった。


「痛い痛い。冗じよう談だんだよ。っていうか、いつまでも子ども扱いしないでよ」


　スナオは口を尖とがらせて反論した。


　ああ、弟も知らない間にそんな知識を身につけてしまったのか、と玖流は寂しい気持ちになった。同い年の高校二年生の弟に持つ感傷ではない。まるで父親だ。


「そういうお前はどうしたんだ？　目が覚めたのか？」


「うん。さっきおまじないから帰ってきたところ」


「？　お前もおまじないに行ったのか？」


　皆がおまじないに出かけたときも、その後に玖流が美古都を追って部屋を出たときも、スナオは早起きがたたって眠ねむっていたはずだった。


「ひどいよね。皆、ボクのこと置いていくんだもの。目が覚めてよかったよ」


　スナオが言うには、遅れて参加したらしい。


「おまじないのほうはどうだったの？」


「……うん」


　と、スナオが歯切れの悪い言い方をする。


「何か、宮みや下したさんが榛はる名なさんと喧けん嘩かしたらしいんだ。それで宮下さんがすごく落ち込んでて……」


　玖く流りゆうはふと昼間の掃そう除じのときのことを思い出した。何か言い合っていたのは知っている。それがおまじないの場でも繰くり返されたのか。


「それでおまじないが中止になってしまったの？」


「ううん。おまじないはやったよ。結構本格的なやつだった。皆もすごい真面目まじめにやってた。きっと好きな人と結ばれるように祈いのっていたんだね」


「本格的、ね」


　神社の娘むすめの美み古こ都とからすれば、おまじないなど本格的も何もないのだろう。


「うん。おまじないっていうより、儀ぎ式しきみたいだった。やり方も色々手順があって……あ、いけない」


　スナオはそのときのことを再現しようとし、はたと気づいてやめてしまう。


「？」


「このおまじないは、やり方を間違うと悪いことが起こるんだって。だから気軽にやったらダメなんだ。でもどうしても知りたいっていうなら、教えてあげてもいいけど」


「気軽にやったらダメなんだろ？」


「そうよ。スナオに罰ばちが当たったら大変だわ」


　スナオは思わせぶりに言うが、玖流も美み古こ都ともまったく関心はなさそうだった。


「そうだね。それに兄にいさんたちにはいらないかな？」


　スナオは愛らしい顔に小こ憎にくらしい笑みを浮かべて、二人を見る。


「何を言ってるんだか」


「本当ね。縁えん切きりのおまじないならぜひやってみたいわ」


「結ばれてもいない縁なんて切る必要はないだろう」


「あら、腐くされ縁も縁の内なのよ。残念だけれど」


　確かに、今の関係を一言で表すのにふさわしい表現だと玖流は思った。


「じゃ、先に部屋に戻ってるね」


「あ、ちょっと待て」


　玖流は部屋に戻ろうとしたスナオを呼び止める。


「どうしたの？」


「あー、その何だ」


「うん」


「……お前は、誰とその……縁を結んだんだ？」


　玖流が歯切れ悪く聞くと、


「さすがに兄さんでもそれは言えないよ」


　スナオはそう言い残し、部屋に戻っていった。


「あ、おい」


　その様子を見て、堪こらえきれずに美み古こ都とが吹き出す。


「まるで、娘むすめを持った父親みたいね」


「スナオは娘じゃない」


「あら、父親のほうは否定しないのね」


　間違えたと思ったときはすでに遅かった。





「──…………」


　ふと目を覚ます。


　数秒覚かく醒せいに時間を要する。


　何か物音がしたような気がした。


　時計を見るとまだ四時半。起き床しよう時間まであと一時間以上ある。携帯電話のアラームが鳴ったわけでもない。普段であればこんな時間に目が覚めることはない。環境の変化に体が多少の緊きん張ちよう状態にあるのかもしれない。


　もう一度眠ねむろうかと思案していると、


「……おはよう」


　スナオが半目を開けて玖く流りゆうを見ていた。


「あれ？　何だ、まだあと一時間以上もあるじゃない」


　スナオが枕まくらもとの携帯電話で時間を確認して、こちらはあっさりと二度寝を選択する。


「なあ、スナオ。どうして起きた？」


「……え？」


　寝ぼけた様子のスナオが首をかしげる。もっとも頭が働いていても、まともに返せたかわからないような質問だった。


「いや、いい。起こして悪かったな。おやすみ」


「うん、おや……す……み」


　と、スナオは言い終える前に夢の世界に戻っていった。


　男子の大部屋では皆が眠りについている。起きたのは自分だけのようだった。感じた物音も誰かが寝返りを打っただけなのだろう。集団で眠ることには当たり前だが慣れていない。


　スナオと話をして眠気がどこかに行ってしまった玖流はもう二度寝をする気にならず、起きることを選択した。服を着替えて、そっとふすまを開けて部屋を出る。


　五月とはいえ、山奥独特の肌はだ寒さむさを感じながら廊ろう下かを歩く。


　ぎしぎしと廊下が音を立てる。


　物音で誰かが起きるのではないかと思ったが、誰も出てはこない。


　と、廊下の角を曲がったところで、玖流は足を止めた。


　そこには美古都が立っていた。彼女は雨戸を開け、外を見ている。


　朝焼けの赤みを帯びた陽ひの光が、何でもない景け色しきを幻想的に見せる。


　この宿泊所からでも神社の玉たま砂じや利りの庭が見える。朝の澄すんだ空気の中、景観を楽しんでいるといったところか。


　声を掛けようとしたところで、美み古こ都とがこちらを向いた。


「早いのね？」


「目が覚めてな。そういうお前は？」


「あたしはいつもこの時間。染み付いているのよ」


　体のタイマーがまだ眠ねむっている時間だと警告を発している玖く流りゆうと違い、美古都にとっては日常茶さ飯はん事じのようだった。


「早起きは年寄りの特権だぞ」


「全世界の早起きな人たちに謝りなさい」


　そんな軽口の応おう酬しゆうの中、


「それよりも、見て」


　と、美古都は外を指さした。その声が、そして表情が強こわ張ばっている。


「？」


　美古都をそんな表情にさせるものなど想像もつかず、玖流は隣となりに立って外を見てみる。


　外はすでに明るみを帯びていて、程よい冷気をはらんだ外気が部屋に流れ込んでくる。


　見えるのは玉砂利の庭。


　その真ん中あたりに、整えられた玉砂利の庭を崩くずす何かが見えた。


「私の見間違いではないわよね？」


「まだ夢の中、というわけではないよな？」


　互たがいの問いかけは、無意味なものだった。


　先ほどまで幻想的ですらあった朝焼けの赤が、別のものに塗り変わっていくように錯さつ覚かくした。


　澄んだ空気を濁にごらせる、鼻をつくような不快な臭におい。


　それは、紛まごうことなき血の臭い。


　宿泊所から見える、拝はい殿でんから十数メールは離れた玉砂利の庭の中心辺り。


　そこに、それはあった。


　それとは。





　宮みや下したという少女の無む残ざんに潰つぶれた体だった──




　　　第二章　よくないこと







　ねぇ、知っている？


　自分の小指に結んだ糸の逆側に、好きな人の名前を書いた紙を結んでお祈いのりすると、その人との恋が叶かなうんだって──


　でも注意しないといけない。


　糸は絹きぬを使うこと。


　糸は左手の小指に結ぶこと。


　糸は天てん女によ様が解きやすいように、決められた結び方をすること。


　縁えん結むすびのおまじないは、決して間違えてはいけないよ。


　もしも間違うと、良くない事が起きるんだよ──





　　　　◆





　玖く流りゆうは、数時間前まで宮みや下したが血の海の中に倒れていた神社の庭に立っていた。


　現場を保管するため、黄色いテープで囲われていて、彼女の遺い体たいはすでに片付けられていた。


　それでもつい数時間前に彼女がそこに倒れていた事実は、地面に染み込んだ血の痕あとがありありと示していた。


　死因は、転落死による頭ず蓋がい骨こつ骨折と内臓破は裂れつだそうだ。


　今も地元警察の手によって、事故、自殺、そして事件──つまりは殺人の可能性も含めて、捜そう査さは進められている。


　警察は当然のことながら、この神社に宿泊している神かん主ぬしと教師と生徒全すべてに、前日の彼女の様子や人間関係などを細かく聴ちよう取しゆしていた。


　玖流もその一人ですでに聴取は終えていたが、残念ながら彼には何一つ警察に協力できることはなかった。彼女が事故に遭あう直前に何をしていたのかも、彼女が自殺するに至る理由も、彼女が殺されるほど誰かに恨うらまれていたのかさえも、何一つ思い当たる節ふしがない。


　改めて考えてみて、学校が同じというだけで、何の接点もないことに気づかされる。


　未いまだ彼女の血の名な残ごりがある一部黒く変色した玉たま砂じや利りの地面を見下ろし、玖流はため息をついた。


　接点があまりないとはいえ、身近な人間が命を落としたのだ。重い気分になるのは否いなめない。


　ましてや、スナオの姿を目まの当たりにしては。


　宮みや下したの死を知ったスナオはひどくショックを受け、涙なみだを止めることができなかった。


　その涙の意味は、哀かなしみであると同時に悔かい恨こんでもあり、自責でもあった。


「……宮下さんは好きな人のことですごく傷ついてた……。だからボクは天あま降おり姫ひめの神かみ様さまにきちんとお願いすればだいじょうぶだよって……。でもそれだけしか、しなかった。もっとちゃんと話を聞いてあげていたら……、いっ、一いつ緒しよに……い……ってあげたら……自殺なんてことには……ならなかったかも、しれない……ボクは……」


　お前が自分を責めることはない。


　そう言ってやるのは簡単だった。だがそんな言葉に何の意味があるのか。


　玖く流りゆうはスナオが泣き止やむまで傍そばにいてやることしかできなかった。


　ある程度落ち着いた後は、スナオは一人にしてほしいと願い出た。


　玖流はスナオを一人にしてやることしかできなかった。


　長年傍にいる兄弟でも、その程度のことしかできない。


　赤の他人にしてやれることなどもっと少ないのだと、やはり何の意味もない言葉しか浮かばなかった。


「警察は自殺の線で見ているみたいね」


　背後からの声に我に返り、玖流は振り返りもせずに「何か知っているのか？」と問いかけた。


　美み古こ都とは玖流の隣となりに立ち、一度手を合わせると、静かに口を開いた。


「彼女、色々思い悩んでいたみたいだから」


「色恋沙ざ汰たか？」


「よく知っているわね」


「スナオから、な。宮下は誰か付き合っている奴やつでもいたのか？」


「そうみたいね」


　何となく玖流はこの神社に来る途と中ちゆう、スナオが彼女と親しげに話していたことを思い出す。


「スナオ君じゃないわよ」


　スナオの話を聞く限り、それがありえないことだとはわかっていた。


「安心した？」


「別に」


　美古都の揶や揄ゆに、玖流はそっけなく返す。


「もしかしたら、この神社に来たのは、そういう色々なことを解決したかったからかもしれないわね」


　彼女に何があったのかはわからない。


　だが、こうして自ら命を断ったくらいなのだから、彼女がすがった天あま降おり姫ひめの神かみは彼女の願いを叶かなえることはできなかったのだろう。


「玖く流りゆう君たちは、彼女が自殺をしたと考えているのかい？」


　と、背後から別の声がして、玖流と美み古こ都とは振り返った。声を掛けてきたのは、玖流のクラスメイトの御み厨くりやだった。彼は玖流に軽く手を挙げ、隣となりにいる美古都には初めましてと挨あい拶さつをした。


「悪いね。話が聞こえたものだから。で、さっきの質問に戻るけれど、玖流君は彼女が自殺したと思っているのかい？」


「……そうだが？」


「遺い書しよはなかったそうだよ」


「遺のこす言葉がなかったんじゃないのか？」


　自殺志願者の考えなど想像したこともない玖流は、彼女の意図など理解することはできない。


「彼女の死因は転落死による頭ず蓋がい骨こつ骨折と内臓破は裂れつだそうだから、どこか高い場所から転落したのは間違いない。その場合、こういう考えもある。彼女はどこか別の場所で飛び降りて、この場所に連れてこられた。でもそうなると、第三者が必要となる」


　何が言いたいのか玖流は察したが、それを促うながすような真ま似ねはしなかった。


　だが、御厨は構わず話を続ける。


「つまり、彼女はどこか別の場所で誰かに突き落とされて犯人にここに運ばれた、という可能性だってある」


　正直、それはない。もしもどこか別の場所で宮みや下したを殺して運んだのなら、殺した場所かその途と中ちゆうに、または運んだ人間にその痕こん跡せきが残っているはずだ。この場所に残されていたのは、それほどの血けつ痕こんだった。


「悪いが、証しよう拠こもなく人を疑う気にはならない。大体第三者が絡からんだ明確な理由がない」


　玖流は、御厨の推理には付き合わず、そう片付けた。暗にこの話は終わりだと言わんばかりだった。


「あれ？　玖流君はおかしな点があるとは思わないのかい？」


　だが、御厨はやめるつもりはないようで、玖流の意見を聞き出したがっていた。


「……さあ。俺おれは何とも思わないな」


　言われるまでもなく、不可解な点はいくつかあった。


　だが、その不可解な点を突つき詰つめていくと、辿たどり着くのはより不可解な結論だった。


　だから、玖流はこれを飛び降り自殺と片付けることにした。


　それがもっとも納得のいく形であるからだ。いや、それが一番マシだと言ったほうがいいかもしれない。


「識しき読よみさんは宮下さんと同じクラスだったよね？　いくつか聞いてもいいかな？」


「何かしら？」


「宮みや下したさんは運動部だったかい？」


「いいえ。確か演劇部だったと思うわ。演劇部が文化部と言えるかはわからないけれど」


「なら、宮下さんは運動神経がよかったかい？」


「私の覚えている限り、そんなことはなかったわ。体育を見る限り、平均より下くらいね」


　御み厨くりやが何を言いたがっているか、玖く流りゆうはすぐに察した。


　庭の近くにある高い建物といえば、拝はい殿でん以外にない。その拝殿の屋根へは、中から登ることができない。もし屋根に登るとすれば、足場を組まなければならないが、当然そんなものはない。とすれば、隣となりにある木に登ってから飛び移らないとならない。


　男子ならまだしも、運動神経の悪い女子にそれが可能だったかは、甚はなはだ疑問だ。飛び降りるなら、宿泊所からのほうがよっぽど簡単ではあった。


「犯行を隠かくして自殺に見せかけるなら、なおさらここに運ぶのはおかしいだろ？」


　今の話を事実と仮定するならば、突つき落としやすい場所から、飛び降りにくい場所に運ぶなど逆効果だ。もっとも神社の屋根に登ることが困難だと知らなかったのなら話は別だが。


「自殺に見せかけようとしたんじゃないのなら？　何かメッセージがあるのかもしれない」


「どんなメッセージだ？」


「さあ、まだそこまではわからないな」


　まだ、というからには調べるつもりがあるようだ。


「今の話を聞いても、まだ彼女が飛び降り自殺をしたと？」


　自分の推理に満足したように、御厨は玖流を挑ちよう発はつする。


「木を登ったとしか考えられないなら、そうなんだろ」


　神社の屋根に登るのは困難だが、簡単か困難かで飛び降りる場所を選ぶとは限らない。玖流はそれでこの話題を終わらせようとした。


「ああ、君たち。こんなところにいたのか。もう自由行動でいいよ」


　と、タイミングよく背後から声を掛けられ、玖流たちは振り返る。そこには先ほど事情聴ちよう取しゆをしていた刑けい事じが立っていた。三十前後の男性で、若さのせいかあまり厳格さを感じさせない。聴取のときも世せ間けん話ばなしをしているのと大差なかった。それだけ事件性が低いということかもしれない。


「もういいんですか？」


　御厨が意外に思ったのか刑事に問いかける。


「話はもう聞き終わったからね」


「自由行動と言いましたけど、行動の制限とか神社から帰ってはいけないとかもないんですか？」


「もちろんだよ。自由行動と言っただろ」


　さほど時間が掛からなかったことからも、事情聴ちよう取しゆは形式上の作業だったのだろう。


「じゃあ、事情聴取で何かわかったんですか？」


「おそらく自殺だろうね。まあ、不可解な点がないこともないが、他ほかに可能性がないからね」


　刑けい事じがそう言うからには、御み厨くりやの言った他の場所で殺されたという痕こん跡せきは見つからなかったのだろう。


「いや、でも……」


　御厨が抗議の声を上げかけたが、さすがに警察の捜そう査さに面と向かって文句をつける気はないらしい。代わりに自殺の線を消すような質問をしていく。


「遺い書しよは出てきたんですか？」


「残念ながら出てきてないね。ただ……」


「ただ？」


「昨晩、彼女と会った子たちがいてね。念のためそっちのほうを調べてはみるよ。何か出てきてくれるといいんだけど」


「おまじないをしに行ったんじゃないんですか？」


　会った子たちというのは榛はる名なたちのことだろうと、御厨が当然のごとくそれを聞く。


「ああ。皆で夜におまじないをしたそうだね。ただ宮みや下したさんは他の子と一いつ緒しよに行かなかったらしいんだ。出かけるときは部屋にもいなかったらしい」


「？」


　皆と一緒におまじないに行かなかったのに榛名たちと喧けん嘩かをしたということは、途と中ちゆうで合流したか、偶ぐう然ぜん会ったということだ。また、皆が出かけるときに部屋にいなかったということは、先に部屋を出ていたということか。


「彼女は何をしに外に出ていたんですか？」


　今度は玖く流りゆうが問う。


「ああ。待ち合わせをしていた人がいたんだ。まあ、その人もこんなことになるなんて思っていなかったそうだがね」


　つまり、宮下は先に誰かと会っていて、その誰かと一緒にいるところかあるいは別れて帰るところで、榛名たちと出くわして喧嘩になった、といったところか。


「その後の足取りは残念ながら誰も知らない。昨晩は部屋にも帰ってこなかったそうだ。部屋の子たちも心配ではあったけど、他の部屋にいるのだろうくらいに思っていたらしい。ただおそらくは裏山に入っていたみたいだね」


「裏山に？」


　玖流は思わず反はん芻すうする。美み古こ都ともわずかに眉まゆをひそめる。


「ああ。靴くつに乾かわいた泥どろがついていた。神社の境けい内だいのものじゃない。それに服に葉もついていたから、おそらく間違いない。自殺したのは、裏山に行った後だろうね」


　刑けい事じは既すでに自殺として結論付けているようだった。そうでなければ、こうもあっさりと情報を教えてくれるはずもない。


　刑事はそれだけ言ってその場を後にし、御み厨くりやはまだ質問があるのか、ついていってしまった。


　玖く流りゆうと美み古こ都とがその場に残される。


「宮みや下したとは会わなかったのか？」


「ええ。私は見ていないわ。玖流君は？」


「俺おれもだ」


　昨晩裏山に入っていた玖流たちは、彼女を見かけなかった。裏山に行ったといってもすぐ入り口付近だったのか、あるいは入れ違っただけか。


「警察にこのことは？」


「わざわざ言っていないわ」


「俺もだ。仮にも立入禁止の場所だからな。わざわざ言う必要はないと思っていた」


　夜に散歩していた程度のことは伝えているが、互たがいに昨晩裏山に入っていたことは言っていない。刑事もそこを追及はしてこなかった。


　もし宮下が裏山に行っていたと知っていれば、早めに話していたのだが……。


「なあ。もう一度聞くが、昨日きのうお前は何をしに行ったんだ？」


　玖流は美古都を見み据すえ、それをもう一度問う。


　美古都はわずかの逡しゆん巡じゆん後、


「だから昨日言ったでしょう？　天あま降おり姫ひめの神かみ様さまへの参さん拝ぱいに行ったのよ。それだけよ」


　昨日と変わらぬ答えを告げた。


　それは本当にそれが答えなのか。あるいは何かを隠かくしているのか。玖流に推し量ることはできない。


「そういうあなたこそ、昨日は何をしにあの場所へ来たの？」


　美古都も玖流を見み据すえ、それをもう一度問う。


　玖流もわずかの逡巡後、


「だから、昨日言っただろう。お前が裏山に入っていく姿を見かけたからだよ」


「あら、散歩じゃなかったの」


「どうせ信じてなかっただろ？」


「それだけ？」


「それだけだ」


　話はそれで終わりだった。


　だが、引っ掛かるものはあった。


　昨晩崖がけから落ちたあのときの感じ。


　そして美古都の暗示めいた言葉。


　そんな神様に罰ばち当あたりな真ま似ねをして、何も起きなければいいけれど……──


「ちょっと行ってくる」


「どこへ？」


「先生のところだ。昨晩の宮みや下したとの待ち合わせのことを一応確認しようと思ってな」


「？」


「あの刑けい事じさんが言ってたろ？　宮下と『待ち合わせをしていた人がいた』ってな。宮下を見た人間は『子』と言ったのに、待ち合わせした人間は『人』だと言った。つまり生徒じゃない。神社にいる中で『人』ってのに当たるのは先生か神かん主ぬしくらいだ。神主と待ち合わせするとは考えにくいから、勝かつ俣またがそれに該がい当とうする」


「言われてみればそのとおりね。さっきいた彼に刺し激げきされて、原因究明に乗り出すの？」


「それは警察に任せるさ」


　ただ宮下が何時くらいに、何の用事で裏山に向かったのかは知っておきたい。美み古こ都とではあるまいし、参さん拝ぱいにいったとは思えない。


「じゃあ、何かわかったら教えてね」


　美古都はそう言って、部屋へと戻っていった。





「校長、校長、もしもし？　もしも……」


　部屋の外にまで声が響ひびいていた。おそらく勝俣が、校長に報告していたのだろう。電話が切れたのを確認し、玖流が部屋のふすまを開けると、驚いたように勝俣が振り返った。


「何だ、玖流君か」


「すいません。外から呼んだんですが返事がなかったもので」


「ああ、すまない。ちょっと電話をしていたところでね」


「学校への報告ですか？」


「ああ。状況を、ね」


　引いん率そつの教師が自殺とはいえ生徒を死なせてしまったのだ。責任を問われることは必至だ。


　生徒の変化に気づかなかったのか。


　生徒の悩みを聞いてあげられていたらこんなことにはならなかったのではないか。


　どうして生徒から目を離したのか。


　そんなどうにもできないことを、周囲は叩たたくだろう。


　生徒が教師を信用し全すべてを話すことも、子供とはいえいい年をした高校生から目を離さずにいることも、どちらもありえないことなのに。


「電話では埒らちが明かないので一度学校に戻ることにするよ。体験修行はさすがに続けられないから、中止だと皆に伝えておいてくれ。好きに帰ってくれていい」


「俺おれがですか？」


　中止になることは何ら問題ない。宮みや下したの死、それに神かん主ぬしも神社の安全面について問われるらしく、今は警察に連れていかれている。むしろこの状況下で修行も何もないだろう。


「すまないが、時間がなくてね。すぐにでも戻らないといけない」


　正直、その程度のことは自分で説明しろと玖く流りゆうは思う。ましてや引いん率そつなら最後まで責任を取れとも。説明責任のほうが重いということか。


「君は、宮下君が何か思い悩んでいたことに気づいていたかい？」


　勝かつ俣または沈ちん黙もくに耐えられなかったのか、荷物をバッグに詰つめながら聞いてくる。


「いいえ」


「そうか。そんな様子はなかったか。そうか」


　クラスメイトが気づけないことを自分が気づくことなどできるはずがない、とでも思っているのだろうか。


　一人言い訳めいたことを呟つぶやく勝俣に、玖流は内心呆あきれ果てた。他者の悩みなど打ち明けてくれなければ気づくことはできない。そのとおりだとは思うが、それを口に出してはならない。ましてや生徒の前で。


　そんなことに気が回らないほど、彼は彼なりに打ちのめされているようだった。


「そうだ。皆の様子はどうだった？」


　それでも教師なのだな、と他ほかの生徒を気き遣づかう様子を見せた勝俣に玖流は思ったのも束つかの間、


「僕ぼくのことを何か言っていなかったかな？」


「いいえ。特には」


　このような事態になり、生徒の風評でも気にしているのか。何にせよ。これ以上の前置きは不要と断じた。


「先生は昨日きのう宮下さんと待ち合わせしていたそうですね？」


「ど、どうして君がそれを？」


　その反応を見る限り、昨晩勝俣は玖流と美み古こ都との姿を見たわけではなさそうだった。


「警察の人が教えてくれました」


「え？　あ、ああ、そうなのか」


「彼女は何で先生と待ち合わせを？」


「ああ、いや、悩み相談みたいなものだよ」


「そうですか。先生は彼女が悩んでいたことを知っていたんですね？」


「え？　あ、ああ。もっともそのとき聞いて初めて知ったんだがね」


「彼女は何を悩んでいたんですかね？」


「それは……プライベートなことだから、話せない」


　勝俣は口に蓋ふたをした。


　冷静ではいられないのだろう。勝俣の話は支し離り滅めつ裂れつ、だった。


　宮みや下したが何か悩んでいたかと聞いたかと思えば、宮下自身から悩み相談を受けたという。


　玖く流りゆうに宮下の悩み事を問うたかと思えば、自分が問われるとプライベートなことだからと口をつぐむ。


　つまり、宮下の悩みを周りがどこまで知っているのかが、彼にとっての焦しよう点てんのようだった。


「それでその後、彼女はどうしたんですか？」


「ああ。話をしてその場で別れたよ。うん、まあ、何だ。それだけだ」


「彼女がどこに行ったのかはわかりませんか？」


「宿泊所に戻ったと思うが」


「時間はどのくらいでしたか？」


「夕飯を食べ終わってしばらくしてからだな」


「何時ですか？」


「おいおい。何か警察の事情聴ちよう取しゆみたいだぞ」


　勝かつ俣またが引きつったような顔で笑いを交えながら言った。その笑いは乾いていたが。


「いえ、まさか。彼女は自殺だと警察も言っていましたから、犯人探しとかではないですよ。ただ彼女の死に弟がかなりショックを受けていましてね。せめて自殺ではなく事故か何かであれば、まだ救われるかなと思いまして」


「ああ、スナオ君か。彼女と仲が良かったみたいだからね」


　クラスが違う二人の仲をよく知っているものだ。玖流はスナオと宮下が仲がよかったことはおろか、二年生になって一いつ緒しよにいる姿も見た覚えはない。


「それで大体何時くらいですか？」


「ああ。……夜の八時くらい、かな」


「別れたのはどのくらいですか？」


「どうだったろうな。三十分……いや、もっとかな……」


　玖流が裏山に向かったのは、皆がおまじないに出かけたしばらく後。


　宮下はその前に勝俣と待ち合わせをし、その後スナオたちに出会ったのだろう。裏山に行ったのはその後だ。


　玖流が部屋を出るときにスナオはまだ寝ていたのだから、裏山に入ったのは玖流と美み古こ都との後で間違いない。少なくとも自分たちより前に頂上付近に辿たどり着けたはずがないことはわかった。


　もしも裏山の頂上のほうまで来ていたのなら、美古都と自分があの天あま降おり姫ひめの神かみの本ほん殿でんにいたところを見られていたかもしれない。


「先生。念のため緊きん急きゆうの連絡が取れるように携帯の番号を教えてくれませんか？」


「え？」


「ですから、連絡用に携帯電話の番号を教えてくださいと言ったんです。先生も俺おれたちと連絡が取れないのはまずいんじゃないですか？　引いん率そつを任されているんですから」


「あ、ああ。そうか……そうだな。番号は……」


「ああ、赤外線で登録するので、携帯を貸してください」


　玖く流りゆうは勝かつ俣またに向かって手を伸ばす。


「番号からだと名前とか登録するのが面倒ですから。赤外線通信でさっさとやっちゃいましょう」


「あ、いや……」


「何か問題でも？」


「いや、かまわないが、個人情報は見るなよ」


　取ってつけたような笑みを浮かべ、勝俣は玖流に携帯電話を渡した。玖流は携帯電話の赤外線送信を始めようと携帯をいじり、勝俣はそれをじっと見ている。


「ところで、先生はこの周辺の地理や信仰には詳くわしいですか？」


　勝俣の視線と意識を携帯電話の操そう作さを続けている手に感じながら、玖流は何となしに会話をする。


「……まあ、普通だが」


「そうですか。歴史の担当だから、もしかしたら詳しいかと思ったんですが。ほら、彼女はどうして裏山に行ったのかと思いましてね」


「ああ。さあ、どうしてだろうな……」


「神かん主ぬしさんのお話では御ご神しん体たいを奉たてまつった本ほん殿でんがあるようですが、宮みや下したさんはこういったことに興味を持ったり詳しかったりしたんでしょうか？　何か聞いていますか？　実は神の信しん奉ぽう者しやだったとか」


「いや、おまじないなどは好きだったが、信奉者とは聞いたことがないな」


「そうですか」


　会話に間が生まれたことで、勝俣は「じゃあ、後は頼む」と部屋を出て行った。


　今の会話でいくつかわかったことがあるにはあったが、これといった情報がなかったのも事実だった。


　しばらく昨晩のことや今の会話を思い返していた。


　そのとき、神社のほうから悲鳴じみた声が木こ霊だました。


　玖流は部屋の外へと出て、窓の外に身を乗り出した。


　神社の庭に榛はる名ながいるのが見える。玖流が榛名の見上げているほうに視線を向けると、拝はい殿でんの屋根に近こん藤どうがぶら下がっているのが見えた。


　何をしているのかなどわからないが、近藤が屋根から落下しそうなことだけはわかった。拝殿の屋根は十分な高さがある。落ちたらただではすまない。


　玖流は真っ先に部屋を飛び出し、庭を横切って神社へ向かった。


「お願い！　剛たけ司しを助けて！」


　下にいた榛はる名なが救いを得たような顔になる。


「どうしてあんなところに！」


「いいから剛司を助けてよ！　早くしないと落ちちゃう！」


　確かに問いただすのは後だ。


　玖く流りゆうは神社のすぐ脇わきにある木のほうへと向かう。太さはそれほどでもないが、高さは神社の屋根を上回っていた。そこを伝えば屋根に出られる。宮みや下したが登ったとされる木だ。近こん藤どうもそうしたのだろう。


「兄にいさん！」


　と、遅れてスナオが現れた。宮下の死に落ち込んでいたスナオをそっとしておいた玖流だったが、今はそんなことを言っていられない。


「スナオは梯子はしごを持ってきてくれ！」


「掃そう除じのときに使っていたやつだね」


　スナオは確認すると、掃除用具の倉庫へと走っていった。


「榛名は毛布でも何でもいいクッションになりそうなものを！」


　万が一落下したときの予防だ。


　玖流はそれだけを指示すると、木を登り始めた。正直木登りなんて得意どころか一度もやったことはなかったが、人並みを少し上回る程度の運動神経でも何とかなった。


　玖流は一気に屋根の高さまで木を登ると、屋根へと飛び移った。


　足を滑すべらせそうになるが、何とか踏ん張る。


　玖流は滑り落ちないように靴くつを脱ぬいで裸足はだしになると、慎しん重ちようにかつ急いで近藤の元へと向かった。


　近藤はかろうじて屋根の端はしに指を掛けてぶら下がっていた。手がぶるぶると震ふるえている。もうあまり時間は残されていないかもしれない。


「た、助けてくれ！」


　近藤は悲痛な声で助けを求めていた。


　そうしたいのは山々だが、ただ近藤を摑つかんだだけでは彼の体重を支えることなどできない。二人とも下へとまっ逆さまに落ちてしまうだろう。


　玖流は千ち木ぎという屋根の両りよう端たんで交こう叉ささせた木に右みぎ肘ひじをかけ、左手を伸ばす。


　だが、手は近藤まで届かないし、仮に手を摑んだとしてもこれでは引き上げることは不可能だ。


「くそっ」


　玖流はその千木に足を絡からめ、寝そべるように両手を伸ばす。今度は何とか届く距離だ。


「た、助け……助けて……」


　だが近こん藤どうは助けを求めつつ、パニックに陥おちいっているのか、玖く流りゆうに気づかない。


「近藤！」


　玖流が怒ど鳴なりつけると、近藤ははっと我に返り、その目が玖流を捉とらえた。


　わけがわからないように辺りをきょろきょろとしている。


「しっかりしろ！　摑つかまれ！」


　近藤はかくかくと頷うなずくと、左手だけ屋根の端はしから離して玖流が伸ばした手を摑む。


　ぐっと玖流の体が引っ張られる。千ち木ぎの角が足に食い込むが、足が外れれば一巻の終わりだ。痛みを堪こらえて、しっかりと足を固定する。


「いいぞ。そのまま上がってこい」


　自分ひとりの力では引き上げられない。近藤自身の力も必要だ。


　玖流は何とか近藤を引っ張り上げ、近藤は屋根に肘ひじを掛けるところまでやってくる。


「あと少しだ！」


　だが屋根に這はい上がろうとした近藤は、そこで動きを止めた。


「どうした？」


　近藤の目は自分を見ていなかった。自分の後ろを見ていた。誰か応援が来てくれたのだろうか。


　だが、近藤はその誰かを見て驚いていた。まるで信じられないものを見るかのような目だった。


　びくっと近藤が身を震ふるわせた。


「……もうやめてくれ。悪かった。悪かったよ」


　近藤は謝りながら、震えていた。すぐ目の前にある落下の恐きよう怖ふではなく、もっと別のものに怯おびえていた。


　自分の背後に何がいるのか。


　だがうつ伏せになって近藤を摑んでいる玖流は、完全に後ろを振り向くことができない。


「……や、やめて」


　近藤の視線が、少しずつ手前に動いていく。


　玖流は自分の背後にいる誰かが、少しずつ近づいてきているのを感じた。


　だが、視界にはまだ入ってこない。誰かがわからない。


　近藤の手を放せば振り向くことができるだろう。だがこの手を離した瞬しゆん間かん、近藤はそのまま地面へと落ちてしまいそうだった。


　血管が弾はじけそうなほどに全身に力を入れているにも拘かかわらず、背筋には冷たいものが走っていた。


　姿も見えない。影も映らない。足音もしない。


　けれど、気配だけは全身の産うぶ毛げが感じ取っていた。


「……やめてくれ」


　近こん藤どうの視界がさらに手前に動き、ついに玖く流りゆうの視界にそれが顔を出す──そう思ったが、玖流の視界には何も映りはしなかった。


　だが、次の瞬しゆん間かん。


　近藤はその誰かの名を叫び、まるで避さけるように手を引いた。


　そう。屋根を摑つかんだ手だ。


　全体重を支えるには、片手はあまりに弱すぎた。


「あ……」


　呆ほうけたような声を上げた近藤は、そのまま屋根から落ちていった。


　どさっと重たいものが落ちる音だけが耳に届いた。


　数秒遅れて、榛はる名なの悲鳴じみた声が聞こえた。クッションになりそうなものが、間に合わなかったのだと悟さとった。


　と、いつの間にか背中に感じていた奇き妙みような悪お寒かんめいたものが消えていることに気づく。玖流は我に返ってすぐに後ろを振り向いた。


　だが、背後には誰の姿もなかった。


　ただそこには突つき抜けるような青い空が見えるだけだ。


　屋根を見渡しても、自分が登ってきた木のほうを見てみても、やはり誰もいない。


　近藤が屋根から落ちて我に返るまでの時間は十秒にも満たない。それだけの時間で屋根から降りるなど不可能だ。


　ではいったい誰が自分の後ろにいたというのか。


　近藤が両手を離して自分をかばう素そ振ぶりを見せる寸前に漏もらした名がよぎる。


　彼が落ちる間ま際ぎわに呟つぶやいたその名は──


「……宮みや下しただと？」


　それが本当か聞き間違いか、確かめる術すべはありそうになかった。





「しかし、とんでもない修行になったもんだね」


　一度は帰りかけて呼び戻された刑けい事じが、事故現場を調べながら同情めいたことを口にした。彼もまたやってくることになるとは思っていなかっただろう。


　事情聴ちよう取しゆは榛名が最初で、玖流が二番目だった。


　だがその事情聴取は、宮下のときよりもさらに形式的なものだった。


　玖流の必死の助けの甲か斐いもなく、頭から落ちた近藤は首の骨を折り、死亡した。


　しかし今回の死は何もわずかも不自然な点はなかった。単なる事故死以外の何物でもない。


　目もく撃げき者もいた。まず榛名だ。近藤は彼女の制止を押し切って神社の屋根に登り、足を滑らせたのだ。


　後は他ほかの皆が見ていた。屋根の端はしに摑つかまっていた彼が、玖く流りゆうの助けも実らず、力尽つきて屋根から地面へと頭から落ちた光景を。


「大体のところはわかったよ。他に何か気になったことはあったかい？」


「いいえ。特には」


　頭に一いつ瞬しゆんだけ近こん藤どうが宮みや下したの名を口にしたことがよぎったが、警察に話すような内容ではないと無視をした。


「彼はどうして神社の屋根に登ったんでしょうか？」


「榛はる名なさんの話だと、宮下さんの遺い書しよを探していたようだよ。だが神社の屋根に登るなんて罰ばち当あたりな真ま似ねなんてするもんじゃないな」


　刑けい事じも同情の言葉ではなく、苦言を呈ていする。どこかで自じ業ごう自じ得とくだと思っているのかもしれない。


「友人の遺書を探している人間をあんな目に遭あわせるなんて、随ずい分ぶんと狭きよう量りような神ですね」


「君ね。めったなことは言うもんじゃないよ。ましてやここは神社なのに。どこで神様が見ているかわからないよ。罰が当たっても知らないぞ」


「すいません。ちょっと気が立っているのかもしれません」


「いや。君はするなよと釘くぎを刺さしたかっただけだよ。危険だからね」


　一通りの質問を終えたようで、刑事は手帳を閉じた。


「先生は先に帰ってしまったらしいね。学校にはこちらから連絡をしておく。君たちはこれからどうするんだい？」


「体験修行は中止だそうなので、帰ろうと思います。残っていたほうがいいですか？」


「いや、全員素す性じようははっきりしているからね。その必要はない。日が落ちるまでに帰ったほうがいい」


「ところで神かん主ぬしさんは戻ってこられますか？」


「その予定だったんだけどね。この状況ではもう少し掛かるかな」


　彼が罪に問われることはないだろうが、神社横の木を放置していたなど安全面での配はい慮りよを怠おこたったとされるかもしれない。いい迷めい惑わくだろう。


「先生にも神主の彼にも、僕のほうでこのことと生徒たちは帰ると伝えておくよ。気をつけて帰りなさい」





　二度目の警察の訪問と事情聴ちよう取しゆで、一いつ行こうが神社を発たったのは夕方近くになってしまった。


　鳥とり居いをくぐり、一度だけ神社を振り返る。


　この鳥居をくぐる人間が、来たときの人数から減ることになるなどと、誰が予想していただろうか。


　一行は、玖流を先頭に山道を下っていく。


　美み古こ都とが一番後ろの榛はる名なの面倒を見ているため、先頭は流れで玖く流りゆうとなった。別に先頭がリーダーとかそういうことではないが、班を率ひきいているようで玖流は居い心ごこ地ちが悪かった。


　帰き途とは重いもので、会話らしきものはほとんどない。


　それがさらに雰ふん囲い気きを重いものにしていたが、宮みや下したと近こん藤どうのこともあり、誰も軽々しく口を開けなかった。


　美古都が榛名を気き遣づかう声だけが、時折後ろから聞こえてくるだけだ。後は皆が足を踏み鳴らす音しか聞こえない。


　山道を小一時間ほど下ると川を渡る吊つり橋が見えた。


　行きは男子がわざと橋を揺らし、女子が怖こわがるなどといった他た愛わいない悪戯いたずらをしていたが、今はそんなことをする人間はいない。一いつ行こうは淡々と、吊り橋に差し掛かる。


「ちょっと待ってくれ」


　と、玖流が立ち止まり、皆を同じように止まらせた。


「どうしたの？」


　二番目を歩いていたスナオが声を掛けてくる。


「少し休きゆう憩けいしよう」


「え？　もう？」


「ここからまだ長いんだ。風も通って涼しいし、ここで少し休憩だ」


　まだ歩いて小一時間だ。体力的に厳しい者は、女子であってもいない。日も暮れかけているので、なるべく早く山を下りたほうがいいというのもわかるが、玖流は軽く後ろをあごで示す。


　沈みこんだ表情をした榛名と、それに付き添っている美古都のほうだ。幼おさな馴な染じみを二人も失った榛名のショックは計り知れない。時々立ち止まっては、美古都に手を引かれてまた歩き出すという状態を続けている。確かに普通と違うのだから、余計な体力や精神的な疲労もあるだろう。


「そうだね」


　早く帰りたい──というより、この重苦しい空気から解放されたいと思っている皆も、それを察して仕方なく休憩を取るために橋の前で腰こしを下ろす。


　榛名はただ従うのみで、美古都に支えられ近くの岩に腰を下ろした。


「ついでに吊り橋の様子を見てくるよ」


　玖流はそう言うと、一人橋を渡り始めた。


　ぎしぎしと揺れる橋。渡されたロープや足場の板は古いものではあったが、切れ目があったり割れていたりすることもなく、造りはまだしっかりしていた。


　嫌いやなことは続くもので、吊り橋が落ちるようなことを一いつ瞬しゆん想像してしまったが、さすがに人死にが出るような事態がそうそう続くはずがない。


「考えすぎか」


　橋を渡りきり調べ終わった玖く流りゆうは一人ごちて、振り返ろうとしたとき、


「榛はる名なさん！」


　美み古こ都との悲鳴が聞こえた。


　振り向いた玖流は、榛名が吊つり橋の向こうへと身を乗り出し、美古都がそれを必死になって押さえている姿が見えた。


「な……！」


　玖流は一いつ瞬しゆん言葉を失ったが、すぐに橋を戻った。


　あまり橋を揺らしすぎては向こうが危険だ。細心の注意を払はらってなるべく橋を揺らさないように、けれど少しでも早くと急ぎ、玖流は橋を渡る。


　美古都に引き戻された榛名だったが、落下しかかった恐きよう怖ふからか、声にならない悲鳴を上げ、手をばたばたと振り回していた。


「榛名さん！　落ち着いて！」


　榛名の腰こしにしがみつく美古都の悲鳴が聞こえる。


　近づくにつれ、暴れる榛名に合わせて橋が激しく揺れる。玖流はバランスを崩くずしそうになりながら、ロープを摑つかんで美古都たちのほうへと何とか戻ろうとする。


　他ほかの生徒たちは橋の揺れに耐えられずロープにしがみつく。榛名を押さえているのは、もう美古都しかいない。その美古都も片足が橋からはみ出て、落ちかかっている。


　と、振り回していた榛名の手が、腰にしがみつく美古都を殴おう打だする。


　突き飛ばされた形となった美古都の体が、橋を結ぶロープの隙すき間まから飛び出す。


　一方で美古都という支えを失った榛名は、反動で美古都とは逆方向へ、橋から身を乗り出した形となる。


　どちらも橋から落ちる一歩手前だ。


　どうする──！


　走る玖流は一いつ瞬しゆんの選択を迫られた。


　だが体は正直だった。


　玖流は飛びつくように美古都にしがみつく。


　体の半分が宙へと投げ出されていた美古都は、間かん一いつ髪ぱつ玖流に救われる。勢い余って玖流の頭も橋の向こうへと飛び出す。


　一段と橋の揺れが大きくなった。





　落ちる──！





　玖流がそう感じた瞬しゆん間かん、背中が引っ張られるのを感じた。


「兄にいさん！」


　見ずともそれがスナオの声だとわかった瞬しゆん間かん、


「わあああああ！」


　別の声が聞こえた。それは榛はる名なの声ではなかった。


　端はしから飛び出した顔は、橋の下を通って向こう側を視界に収めた。


　逆さを向いているはずの玖く流りゆうの視界に、同じ方向に頭を向け恐きよう怖ふに歪ゆがめた顔が入ってくる。


　それは一いつ瞬しゆんのことだった。


　顔、胴どう体たい、足とがコマ送りのように視界を通過していき、そして見えなくなった。


　どぼん、という音が遠く頭の上のほうから聞こえた。


　数秒後。ぷかっ、と男子生徒の体が背中を向けて浮かび上がる。


　玖流の目が、その男子生徒──矢や島じまの目と合った。


　そう。背中を向けて浮かび上がってきた矢島の顔は、玖流たち橋の上の人間たちに向けられていた。それが何を意味するかを理解できた人間は、何人いただろう。


　だが矢島と目を合わせてしまった者は、例外なく慄りつ然ぜんと顔を強こわ張ばらせ、言葉をなくし、目を離すことができずに立ち尽つくした。


　遠くから見れば、大したことのない流れに見えても、川の流れというのは思ったよりも速く力強い。服が引っ掛かっていたのか、しばらくゆらゆらとその場を浮かんでいた矢島の体だったが、支えを失ったかのように動き出すと、あっという間に流れにさらわれ、滝たきつぼの向こうへとその姿を消していった。


　橋から見ている者たちには、どうすることもできなかった。


　暴れる榛名を男子生徒数人が抱かかえるようにして、無理やり橋から離れて山道に戻る。


　三人目。


　そんな言葉が浮かんだが、誰も口にすることはなかった。


「何やってるんだ、お前は！」


　喜き多たの怒りは、榛名に向けられていた。


　何が起きたのか正しく理解する人間はいなかった。突とつ然ぜん、榛名が暴れ出したのだ。矢島はそれを助けにいって犠ぎ牲せいになった。彼だけではない。誰もがそう思っている。


　橋にいたことで巻き込まれて落ちそうになった他ほかの人間も、榛名への同情より怒りのほうが強い。


　不可解に思いながらも、玖流は橋から落ちかけたときに意識を失ったままの美み古こ都とのほうを気き遣づかっていた。一歩間違えば、美古都も矢島と同じ道を辿たどっていたかもしれない。


「今、今……」


　橋の中央で震ふるえている榛名は、歯の根が合わないのかまともに言葉を発することができなかった。


「お前のせいで……、お前のせいで矢島は落ちたんだぞ！」


「ち、違うの……今、だって……」


「何が違うんだ！　本当のことだろうが！　お前のせいだろう！　全部お前のせいだろうが！　矢や島じまだけじゃない！　あのおまじないのときだって、お前が宮みや下したを追い詰つめなけりゃ、あんなことには……！　そうすりゃ近こん藤どうだって！」


「何で……何であたしのせいなのよ。実み花かは勝手に死んだのよ！　あたしたちの言うことを聞かないから！　剛たけ司しが死んだのだってあの子のせいよ！」


　矢島にしても榛はる名なにしても、幼おさな馴な染じみの死で胸のうちに鬱うつ積せきしていた本心が漏もれたような言葉だった。


「矢島だって、あたしは別に助けてくれなんて頼んでない！」


「お前……っ！　矢島はな、宮下のことが好きだったんだ。だから、宮下を追い詰めたお前を恨うらんでいた。でもな、あいつはお前を助けようとした。何でかわかるか？　お前が幼馴染だからだよ。見捨てられなかったんだよ！　それでも同じことが言えるのかよ！　何だって矢島はこんな奴やつのために……。馬鹿野や郎ろう。お前、榛名のことなんか嫌きらいだって言ってたじゃねぇかよ。何で助けようとなんてするんだよ……」


　喜き多たは悔くやしそうに歯嚙がみし、地面に突っ伏す。


「何が縁えん結むすびの神様だ……。何の役にも立たねぇじゃねぇか……」


　喜多が搾しぼり出すように、呻うめく。


　やっとわかったか。神様は人間の願いなんて叶かなえてはくれないものなんだよ。玖く流りゆうはそんな空むなしさを感じていた。


　この後二時間近く掛けて家に帰るか、一時間掛けて神社に戻るか。


　その選択は各自に委ゆだねられた。


　玖流は気を失った美み古こ都とを背負ってこのまま二時間歩くのは困難であると判断し、神社に戻ることを選んだ。スナオがそれに続く。


　他ほかの人間もこのまま後二時間も歩く気力がなく、神社へ戻ることを選ぶ者がほとんどだった。


　榛名も神社に戻ることを選んだ。美古都が意識を失っていることもあり、もう一人の幼馴染の草くさ薙なぎという少女が連れ添うこととなった。あるいは他の誰も彼女を支えたいとは思わなかったのだろう。


　喜多と栗くり山やまの二人は、下流のほうに行ってみると言い残し、山を下りることを選んだ。


　皆で行こうと言わないところから、少なくとも喜多は矢島の死を理解しているようだった。おそらく玖流と同じく、一いつ瞬しゆん浮かび上がった矢島の姿を見たのだろう。あれを見た者であれば、彼が生きているとは思えない。だが、もしかしたらまだ生きているかもしれないという思いを捨てきれないのかもしれない。


　日も暮れるのであまり遅くならないようにと伝え、一いつ行こうは二手に分かれた。





「だいじょうぶか？」


　目を開き、しばらく呆ぼうとしていた美み古こ都とに、玖く流りゆうは声を掛けた。


　美古都はほんの少しの間混乱したような戸と惑まどいの目を見せていたが、玖流が傍そばにいるのだとわかると、すぐにその目に落ち着きを取り戻した。


「ここは？」


「神社だ。とりあえず戻った」


　美古都をおぶって神社に戻ってきた玖流は宿泊所の一室に、美古都を寝かせていた。


「怪け我がはないか？」


「ええ。玖流君が守ってくれたからね」


　美古都が微笑ほほえむ。そこは覚えているようだった。


「玖流君は選択ができる人ね」


「何がだ？」


「あのとき私と榛はる名なさんとを選ばなければならない状況だった。あなたは迷わず私を選んだ」


「咄とつ嗟さだったからよく覚えていないな」


「いいえ。あなたは選べる人よ。常にその準備もしている。何が自分にとって大切かを理解している」


「大げさな。どうした？　変な夢でも見ていたのか？」


　どこか心ここにあらずといった感じの美古都を、玖流は心配する。


「質問。もしも大切な人と他人のどちらかしか助けられない状況に遭あったとしたら、あなたはどちらを取る？」


「…………」


「答えて」


「大切な人のほうだ」


　当然の答えだと、思う。


「質問。もしも大切な人と他人十人のどちらかしか助けられない状況に遭ったとしたら、あなたはどちらを取る？」


「大切な人のほうだ」


　玖流は即答した。


「質問。もしも大切な人と他人一万人のどちらかしか助けられない状況に遭ったとしたら、あなたはどちらを取る？」


「大切な人のほうだ」


　玖流は再び即答した。


「それを迷いなく選べるのはあなたの強さだと思うわ」


「そりゃどうも」


「最後の質問」


「何だ？」


「もしも大切な人と大切な人のどちらかしか助けられない状況に遭あったとしたら、あなたはどちらを取る？」


　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆん。


「より大切な人のほうだ」


「それを迷いなく選べるのは、あなたのいけないところだと思うわ」


「大きなお世話だ」


「でも、私も同じ選択をする。あなたと私はよく似ている」


　選択すべき場面は、いつでも人に提示される。


　どちらともを選べるのなら、人はどちらともを選ぶだろう。


　だがどちらかしか選べない場合は、どちらか一方を取ってどちらか一方を捨てるか。あるいは迷っている間にどちらも失うかだ。


　自分たちはこの後、何を選び、何を捨てることになるのだろうか。


「普通じゃないわね」


「お互たがいにな」


　二人は自じ嘲ちよう気味に、笑ってみせた。


　こんなやり取りをしたことがあるわけではない。それなのになぜか懐なつかしく思えた。


「……それで榛はる名なさんと矢や島じま君は？」


「榛名は俺おれたちと一いつ緒しよに戻った。今は落ち着いていて、他ほかの奴やつがついていてくれているから任せていい」


「矢島君は？」


　改めて美古都が聞いてくる。矢島が橋から落ちたところまではわかっているようだ。


「矢島は……喜き多たたちが探しに行っている」


「そう」


　矢島が生きているとは思っていない。だが、ここに遺い体たいがない以上、奇き跡せき的に助かっている可能性がないわけでもない。


　だが前者の思いが強いことを証明するように、一瞬だけ間が生まれてしまった。聡さとい美古都のことだ。勘かんづかれてしまっただろう。もっとも隠かくし通せることでもない。


「でも、責任を感じてしまうわね」


　榛名が橋に行く前に止められなかったため、というだけではなさそうだった。


「今回の体験修行の参加メンバーを選んだの、私なのよ」


「？」


「この神社のご利り益やくは恋愛成じよう就じゆでしょう？　おまじないも流は行やっていたし、結構希望者がいたの。きちんと修行をしてお祈いのりすれば、片思いが実るんじゃないかって。でも我先にって立候補したらばればれでしょ？　だからこっそりお願いされたの。誰が誰をとまではわからないけれど」


　片思い。一方通行の想いの方向。


　自分の力だけではどうしようもないから、神様に願いを叶かなえてもらおうと思った。


　馬鹿げている。


　自分の恋愛を神様に委ゆだねていったいどうするというのだろう。ましてや体験修行に見返りを求めようというのだから呆あきれてしまう。


「恋愛って努力だけじゃどうにもならないときがあるでしょう？」


　だが、美み古こ都とはそんな彼らの下心に同情をしてしまったようだ。誰よりも神を尊とうとんでいるのに、損な性格だ。


「お前の恋愛観を聞けるとは思わなかったよ」


「一般論よ」


　確かに困ったときに人は神に頼る。それが恋愛であってもだ。だから縁えん結むすびの神様に恋愛成じよう就じゆを祈き願がんしたり、おまじないをしたり、占うらないの恋愛運を読み、願掛けをする。


　神様は力を貸してなどくれないとわかっているのに。


「人は努力でどうにかするしかないんだよ」


「そうね。私もそっちの経験が豊富だったらそう言ってあげられたのかも」


「言っておくが、俺おれは経験豊富だから今みたいなの言ったわけじゃないぞ。一般論だ」


「よく知ってるわ」


　美古都が綺き麗れいな顔に意地の悪い笑みを浮かべた。いつもの笑みだ。少しだけ元気が出てきたようだ。


「少し休んでな」


「玖く流りゆう君が優しいなんて、不ふ吉きつなことが起こる前ぜん兆ちようみたいね」


　美古都の毒に、玖流は返す。


「これ以上不吉なことなんて起きてたまるか」





「とんでもないことになったね」


　美古都の部屋を出て、玖流が部屋に戻ろうとすると御み厨くりやに遭そう遇ぐうした。まるで玖流が戻ってくるのを待っていたかのようだった。


「そうだな。まさかこんなことになるとはな」


「君はどう考える？」


　またかと内心疲れを覚えつつ、玖流は答える。


「不幸な事故だなと考えている」


「事故？　本当にそんなことを考えているのかい？」


　御み厨くりやは抗議の声を上げる。


　宮みや下した、近こん藤どう、そして矢や島じま。三人の死者。


　世の中を見渡せば、わずかと取ることもできる。大きな事故で一気に人が死ぬというのなら、まだ起こりえることと言える。ましてや宮下の死以外は、事故のようなものだ。


　だが日常を送っている中で、これだけの身近な人間が次々に死んでいく状況にめぐり合うことなどない。少なくともこれまではなかった。


「玖く流りゆう君はこれが単なる偶ぐう然ぜんだと思えるのかい？」


「他ほかに言いようがないだろう」


　偶然の一言で片付けられるものではない。だが、単なる偶然と片付けるしかない。


「近藤がなぜ神社の屋根になんか登ったと思う？」


　御厨が思わせぶりに問いかけてくる。


「……さあな」


　刑けい事じに聞いて知っていたが、あえて言わなかった。


「宮下の遺い書しよを探していたんだ」


「そうか。近藤は宮下のことが好きだったみたいだからな。何かしてやりたかったのかもしれないな」


「違うね。見られたらまずいことが書かれているのを恐れたんだ」


「？」


「近藤君は確かに宮下さんのことが好きだった。でも宮下さんには付き合っている人がいた」


「そうみたいだな」


「それが誰か知っているかい？」


　玖流は何も答えない。それが知らないのだと、そして答えを待っているのだと判断し、御厨は言った。


「勝かつ俣また先生だよ」


　だと思ったよ、と玖流は胸のうちで独白した。


　宮下の死後、勝俣の部屋を訪れたときにそれを察した。


　勝俣の携帯電話の番号を赤外線で送信するふりをして、メールの受信履り歴れきを盗ぬすみ見た。操作するところを見られていたが、天あま降おり姫ひめの神かみの話をして勝俣の注意を逸そらしたときは可能だった。


　履歴の中には宮下からのメールがあった。内容は待ち合わせの文面で愛を語らうようなものではなかったが、生徒が教師に相談を持ちかけるのに、メールで待ち合わせの連絡などしないだろう。


「榛はる名なさんは前からそれを知っていたみたいで、近藤君と一いつ緒しよに、宮下さんを責めて、先生に対して脅きよう迫はくじみたことも言ったらしい。宮下さんと榛名さんがおまじないの場で衝しよう突とつしたらしいけど、それが原因だそうだよ」


　喜き多たが口走っていた宮みや下したを追い詰つめた云うん々ぬんはそのあたりらしい。


「僕ぼくもこの話は矢や島じまから聞いたから、見てはいないけれどね。彼も他ほかの誰かに聞いてもらいたかったんだろうね。僕は口が堅かたいからね。彼も安心して話してくれた」


　矢島が自発的にそんな秘密を話すとは思えない。御み厨くりやがだいぶしつこく聞いたのだろう。


「ここまで言えば、わかるだろ？　今回の三人の事故死に、一人だけ絡からんでいる奴やつがいる。榛はる名なだよ」


　宮下の不可解さが残る自殺。榛名は彼女と口論をしていた。


　近こん藤どうが屋根に登っていたときに、榛名は一人だけ傍そばにいた。


　矢島は榛名に突つき落とされた格好となった。彼は榛名たちが勝かつ俣またに対して脅きよう迫はくじみたことをしていたと知っていた。


「これでもまだ偶ぐう然ぜんだって言うのか？」


「よく調べたな」


　玖く流りゆうが言うと、御厨はそうだろうと得意げになった。


「ただ証しよう拠こがないな」


「そうだね。宮下さんの遺い書しよでもあればいいんだけど……。もしあるとすると、携帯電話の履り歴れきくらいかな」


　証拠がなければ意味がないと玖流は伝えたかったのだが、証拠を探そうと解釈されてしまったようだ。


「宮下の携帯は警察が持って行った。手に入れるのは無理だろう」


「榛名の携帯はどうだろう？　メールなら何か残っているかもしれない」


「勝手に見るわけにもいかないだろ。俺おれたちは警察じゃないんだからな」


　勢い込んだ御厨を玖流が諭さとす。


「とりあえず今はここまでだ。俺も少し考えてみる。何か気づいたことがあったら教えてくれ。ただ今はあまり口こう外がいしないほうがいいな」


　玖流がそう言うと、御厨がわかったと頷うなずいて返した。


　御厨はそのまま部屋に帰っていく。男子は大部屋であるため、部屋に戻ると御厨とまたこの話になってしまうかもしれない。玖流は一度距離を置くため、しかたなくそのまま拝はい殿でんのほうに向かった。


　御厨は完全に犯人探しを行おうとしていた。その犯人の当たりとして榛名を挙げている。


　玖流は嘆たん息そくした。御厨のことは少し気にしておいたほうがいいのかもしれない。


「あ、兄にいさん」


　御厨と入れ違いになるように、スナオが部屋を出てきた。


「どうした？」


「ちょっと喜き多た君たちを迎えにいってくる。遅いから気になって」


　確かにあれからだいぶ時間が掛かっている。もうとっくに帰ってきてもいい頃だ。


「俺おれも行こう」


　玖く流りゆうとスナオが宿泊所の外に出ると、拝はい殿でんのほうに集団ができているのに気づく。


「？」


　二人は迎えに行く前に、まずそちらへと立ち寄った。


　近づいてみると、何人かの生徒たちが必死に手を合わせていた。


「すみません。許してください。もうしません。心を入れ替えます。だから殺さないでください。許してください。許してください……」


　皆は一いつ心しん不ふ乱らんに、許しを請う言葉を口にしていた。


「どうしたんだ？」


　玖流は気になって声を掛けてみると、ひっと引きつったような悲鳴を上げて、皆が玖流を見た。ひっくり返ってしまった者もいる。


「悪い。驚かせるつもりはなかったんだけど……」


　むしろ逆に驚かされてしまう。皆は、声を掛けてきたのが玖流とスナオだとわかると、深いため息をついた。


「何をしてるんだ？」


「え？　……うん」


「何か謝っていたみたいだが……」


　皆は聞かれていたことにばつが悪そうな顔を見合わせていたが、むしろ誰かに聞いてもらいたかったのかもしれない。その中の女子生徒の一人が素直に白状した。


「この前さ、おまじないをするときにね。あたしたち拝殿の中に入ったんだ」


「拝殿の中に？」


　掃そう除じのとき以外は立ち入り禁止だと言われていたというのに、と思ったが自分も裏山に入ったのだから偉えらそうなことは言えない。


「少し早く来すぎちゃって。寒かったから」


　彼女と一いつ緒しよに懺ざん悔げしていた女子生徒たちが、ぎこちなく頷うなずく。


「それで？」


「……そう。それでって思うでしょ？　でもさ、あんなことがあってもしかしたら神様の罰ばちが当たってるのかなって」


　そういうことか。


　同部屋の子たちでそんな話になってしまったのだろう。それで懺悔に行こうとなったのだ。普段なら行いを反省して神様に懺悔などしないだろうが、こんな状況下では仕方のないことかもしれない。


「神様はそれくらいのことであんな真ま似ねはしないよ！」


　少女たちの懺ざん悔げを聞き、スナオが精一杯否定する。


「そうだな。心配のしすぎだ」


　もちろん神の御み心こころなど玖く流りゆうは知らないが、話を合わせる。


「そう、だといいんだけど。ほんと何でこんなことになっちゃったんだろうね。軽い気持ちで来ただけなのに」


　彼女たちも体験修行というよりは、恋愛成じよう就じゆが目的で参加しただけなのだろう。


　ただ、願いを叶かなえてもらいたいというのなら、せめてきちんとお務めをし、禁止事項はしないくらいの心がけは必要だとも思う。もっともそうしたからといって、神が願いを叶えてくれるとは思わないが。


「早く帰りたい」


「明日あしたには帰れるよ、絶対！」


　今日きようはあんなことがあったから戻ってしまったが、明日またここを出る予定だ。


「本当にそう思う？　何かさ、このまま皆……」


「縁えん起ぎでもないことは言わないほうがいい」


　玖流がそれを制する。言葉には力がある、なんて言葉を信じているわけではないが、気持ちのいいものではない。


「スナオの言うとおり、もう何も起きないさ」


「……うん。そうだね。ところで二人はどうしたの？」


「ああ。外も暗くなってきたし、喜き多たたちを迎えに行こうと思ってな」


「そっか。まだ帰ってないんだ」


　女子生徒たちが不安げに眉まゆをひそめる。


「大だい丈じよう夫ぶ。すぐ連れてくる。皆は部屋に戻ってるんだ」


　玖流はそう言って、スナオを連れて神社を出た。


「ねぇ、兄にいさん。兄さんもこれが神様の仕し業わざだと思う？」


　隣となりを歩きながら、スナオが聞いてくる。先ほどの女子生徒たちのことを考えていたのだろう。


「……そんなことはないだろう。たまたま連続して事故が起きてるんだよ。そういうお前こそどう考えているんだ？　神の仕業だとでも？」


「神様は人間の願いを叶えてくれる存在だよ。罰ばちでこんなことはしない。でも皆がそう考えているのはちょっと哀かなしい」


　でも、とスナオが続ける。


「やっぱりおかしなことは起きているって思う」


「どうした？」


「兄さんは、榛はる名なさんが橋から落ちかけた瞬しゆん間かんを見た？」


「いや」


　玖く流りゆうが見たときは、すでに美み古こ都とが支えていた状態だった。


「榛はる名なさんは急に立ち止まったかと思ったら、いきなり橋の向こうに向かって走り出したんだ。でもね。ボクには……」


　スナオは固い声で、こう言った。


「何かから逃げようとしたみたいに見えたんだ」


「……逃げる？」


　いったい、何から逃のがれようとしたというのか──


　と、その橋の近くまで来たとき、向こうから歩いてくる影が見えた。


「！」


　それは喜き多ただった。全身ずぶ濡ぬれになっていて、顔面は蒼そう白はくで、ふらふらとおぼつかない足取りをしていた。


　玖流はスナオと共に喜多に駆かけ寄ると、眉まゆをひそめる。


　おかしい。焦しよう燥そうが生まれる。


　なぜだ。


　玖流は喜多を凝ぎよう視しする。


　やはり──いない。


　喜多しかいない。


「栗くり山やまはどうした？」


　玖流の指し摘てきに、喜多はビクッと体を奮ふるわせた。それはずぶ濡れになった寒さのせいではなかった。顔面が蒼白なのも、きっと違う。


「おい、栗山は……」


　喜多は放心したような顔で、ぽつりと呟つぶやいた。


「……矢や島じまに連れて行かれた」





　放心状態の喜多を連れ、玖流とスナオは一度宿泊所に戻った。


　喜多を一階の広間のような場所に運ぶ。拝はい殿でんで懺ざん悔げをしていた女子生徒たちもその様子に気づいてタオルや飲み物などを持ってきてくれた。


　喜多は少しずつ、そのときの状況を話してくれた。


　山を下った喜多たちは、川べりに沿って下流へと歩きながら、矢島の姿を探していた。


　近くに行けばその流れの速さは一いち目もく瞭りよう然ぜんで、川に入ろうなどという気は起きなかった。


　そして矢島の姿を見つけられないまま、三十分程度が過ぎた頃だった。


　同行した栗山が、「あそこ！」と川の中腹を指さした。


　喜多にはその姿を見つけられず、どこだと栗山に問いかける。


　栗くり山やまはそこにいるじゃないと必死に指を差す。


　だがその指差すほうに、矢や島じまの姿はなかった。


　栗山は焦じれたように「もういい！」と叫ぶと、靴くつと靴下を脱ぬいで川の中に飛び込んだ。


　ダメだ、危ないと喜き多たは止めた。


　だが、栗山はこう言った。


「そんなこと言っている場合じゃないでしょ！　早く来てくれって言ってるじゃない！」


　喜多にとってそれは驚きよう愕がくすべき内容だった。


　なぜなら彼は矢島が死んだと思っていたからだ。戸と惑まどう彼をよそに、栗山はどんどん川の真ん中のほうへと歩いていってしまう。


　喜多は栗山が水泳部のエースだと知ってはいたが、それでもプールと川は別物だ。


「だから、危ないって」


　喜多も栗山を止めようと川に入ろうとしたとき。


　深みにはまったのか、ずぼっと栗山の姿が沈み込んだ。


「栗山！」


　パニックに陥おちいったのか、栗山は必死の形ぎよう相そうで狂ったように水を搔かき、何かを摑つかもうとし、手足をばたつかせる。口に流れ込んでくる水を吐はき出しながら、ごぼごぼと叫ぶ。


　胸まで浮かんでは顎あごまで沈む。胸まで浮かんでは口まで沈む。胸まで浮かんでは鼻まで沈む。胸まで浮かんでは目元まで沈む。胸まで浮かんでは頭まで沈む。


　そして浮かばなくなった。


　喜多が対応を取る間がないほどに、栗山が溺おぼれるのは早すぎた。


　喜多は栗山が流されたのだと思い、慌あわてて下流のほうを見る。


　だが栗山の姿はどこにも見えない。


「おい！」


　深みにはまったのなら、もがくようにして姿を見せるはずだ。足を取られたのなら、下流に向かって流れていく姿が見えたはずだ。


　それなのに、どこにも栗山の姿がない。


　と、数秒後、栗山が沈んだと思われた場所に何かが突つき出した。


　きっと手だ。流されたのではなかった。深みにはまっただけだったのだ。


　喜多は慌てて川の中ほどに向かった。流されないように注意を払はらいながら、それでもできる限りの最速で栗山の下へと向かう。


　そのまま、喜多は栗山の下へと辿たどり着いた。


　足をつけたまま、泳ぐことなく、深みにはまることなく。


　やはり栗山は足がつったか何かしたのだ。


　喜多はすぐに栗山を岸に上げようと、わずかに川かわ面もに突き出しているそれを摑んだ。


　摑つかんだそれが暴れる。思ったよりも強い力だ。パニックになっているのかもしれない。何とか引き上げようと力を込めると、先だけだったそれが川かわ面もに顔を出す。


「──え？」


　そして気づく。


　自分が摑んだものが、手ではなく、足であるということに。


　なぜ栗くり山やまは頭を下にしてもがいているのだろう。だがそんなことを気にしている場合ではない。喜き多たは力の限りに栗山を引き上げようとした。


　だが、何かにひっかかっているのか、栗山は持ち上がらない。


「くそっ」


　喜多は栗山の足を一度離すと、下から栗山を持ち上げようと大量に息を吸い込み水の中に潜もぐった。


　その息が一いつ瞬しゆんにして水の中に吐はき出された。


　栗山が頭を下にして苦しそうにもがいている。


　その栗山の髪かみを摑んでいたのは、川底に張り付いていた矢や島じまだった──





　喜多はがんばって栗山を引き上げようとしたそうだ。だができなかった。矢島と栗山を引き剝はがすことがどうしてもできなかった。


　まるで二人が結び付けられてしまったかのように。


　やがて、もがいていた栗山の体から力が抜けると、それを待っていたかのように矢島の体が川底から離れ、川の流れに任せて栗山共々下流へと流され、滝たきへと落ちていった。


　喜多には、それをどうすることもできなかった。


「矢島が……矢島が……栗山を連れて行ったんだ……」


「落ち着け」


　顔面を蒼そう白はくにする喜多の肩かたを摑み、玖く流りゆうはその体を激しく揺すった。その肩は震ふるえていた。濡ぬれた寒さによるものか、それとも怯おびえによるものかはわからなかったが、周りの人間がタオルで体を拭ふいてやっている間も、そして今も、彼の震えは止まらなかった。


「きっと栗山が足を滑すべらせたとき、たまたま川底に沈んでいた矢島の腕うでに髪が引っ掛かったんだ。それだけだ」


「違う。だって栗山は言ったんだ。矢島が早く来てくれって言ってるって。あいつはもう死んでいたはずなのに……」


「川底にいた矢島の流れに揺れている姿が、手を振っているとか呼んでいるとか、栗山の位置からそんなふうに見えただけだ。いくらでも説明がつく。だから落ち着け。お前が言うようなことはない」


　パニックに陥おちいっている喜多に、玖流は必死になってそう説き伏せた。


　確かにこうも立て続けに友人が命を落としているのだ。説明のつかない何かが起きていると思っても仕方がない。


　だが、だからこそ玖く流りゆうは説明付けた。


　パニックがパニックを呼ぶこの状況は避さけなければならない。


　だが喜き多たは正気を取り戻してはくれない。


「あの話は本当だったのかもしれない」


　喜多がうわ言のように呟つぶやいた。


「話？」


　玖流が眉まゆをひそめて問うと、


「あのおまじないだよ。あのおまじないは、失敗したら罰ばちが当たるんだ」


　おまじないには必ず表と裏がある。


「間違ったおまじないは良くない事が起きるって。……きっと縁えんを結んだ相手が死ぬと、自分も死に引きずり込まれるんだ」


　喜多の言葉に、取り巻いていた皆が固唾かたずを呑のむ。おまじないをしたのはこの体験修行の参加者のほとんどだ。


「近こん藤どうの奴やつは宮みや下したさんのこと好きだって喜多が言ってたよな？」


「矢や島じまもそうなんだろ？」


「栗くり山やまって矢島のことが好きなんじゃなかったっけ？」


　好きな相手が死んだとき、縁を結んだ人間が後を追うように死んでいる。


　それは単なる偶ぐう然ぜん、なのだろうか。


「……次はおれだ」


　喜多は顔面を蒼そう白はくにして、呟つぶやいた。


「だっておれ、栗山と……」


「落ち着け喜多。そんなこと……」


　玖流がなだめようとしたとき、喜多はひっと喉のどの奥で悲鳴を上げて、目を見開いた。


　その目は部屋の入り口に向けられていた。


　そこには誰もいない。


　誰もいないはずなのに、喜多の大きく見開かれ真まっ赤かに充血した目は入り口の何かを見ている。


「お前、どうして……」


　喜多が誰もいない入り口を見て、そう言った。


　それを聞いた生徒たちも、弾はじかれたように入り口から離れる。他ほかの誰もそこに何も見えてはいない。だが喜多には見えている。


　他の人には見えていない、誰かの姿が──


　まるであのときの近こん藤どうを見ているかのようだった。


「ごめん。待って。ごめん。許してくれ。違う、違うんだよ……」


　喜き多たは後ろに後ずさりながら、必死に弁明をしている。


　見えていないのに、まるで何者かが喜多を責めて一歩、また一歩と近づいているように見えた。


「やめてくれよ。来るな……来るなよ！」


　高校生の男が、声を限りに泣き喚わめくように叫ぶ。


　誰もいない空間に向かって必死に命乞ごいをする。


　滑こつ稽けいにすら見えるその様さまを笑う者はいない。


　それを目まの当たりにして、誰も動けない。


　喜多はでたらめに手を振り回し、それを追い払はらおうとする。誰にも見えないそれから逃のがれようとする。


「来るなぁぁぁ！」


　喜多は大声で怒ど鳴なると、脱だつ莵とのごとく後ろに逃げ出した──窓ガラスのほうへと。


「危ない！」


　玖く流りゆうが一歩遅れて駆かけ出し、喜多に飛びついた。必死に伸ばした手が、喜多の手首を摑つかむ。


　だが、狂気じみた猛もう進しんは腕うでを摑んだだけでは止まらなかった。


　玖流の手はあっけなくはずれ、喜多はガラス窓に突っ込んだ。


　ガシャーンとガラスが割れる音が響ひびき渡り、鮮血がぱっと舞った。


「…………」


　よろけるように、喜多が振り返る。


「────！」


　その喉のどには大きなガラス片がまるでナイフのように突つき立っていた。


　喉からはまるでシャワーのように血が噴ふん出しゆつする。喜多は口を開いて何かを言おうとするが、ごぶっと大量の血が漏もれ出しただけだった。


　ぐるりと目が白目を剝むき、喜多はそのまま床ゆかに倒れ伏した。


　数秒後。


「きゃああああああああ！」


　喜多の鮮血を浴びた生徒たちが、狂ったような悲鳴を上げた。




　　　第三章　みちづれ







　ねぇ、知っている？


　自分の小指に結んだ糸の逆側に、好きな人の名前を書いた紙を結んでお祈いのりすると、その人と縁えんが結ばれるんだって──


　でも注意しなければいけない。


　糸は絹きぬを使うこと。


　糸は左手の小指に結ぶこと。


　糸は天てん女によ様が解きやすいように、決められた結び方をすること。


　縁結びのおまじないは、決して間違えてはいけないよ。


　もしも間違うと、よくない事が起きるんだよ。





　あるとき、縁を結んだ男女がいた。


　女のほうが不ふ慮りよの事故で命を落とした翌日、男もマンションの十階から転落死した。


　部屋には鍵かぎが掛かっていて、事故か自殺と断定されたが、男からはアルコールも検出されず、部屋には遺い書しよも何も残されていなかった。


　ただ、男は死ぬ間ま際ぎわまで女の名前を呼び続けていたという。





　あるとき、縁を結んだ四人の男女がいた。


　帰り道、ガードレールに突つっ込み、車の事故を起こした。


　運転手は即死。


　残る三人は通行人に助け出されたが、死んだはずの運転手が助けを求めていると車に乗り込むと、それまで停まっていた車が急に前に進み出し、崖がけ下したに転落した。後に全員の死亡が確認された。





　あるとき……





　あるとき……





　あるとき……





　それは皆、縁えん結むすびのおまじないにまつわる良くない事の噂うわさ。


　ほらね。言ったとおりでしょう？





　　　　◆





　誰もがこの状況の異常性に気づいていた。


　喜き多たの死を聞きつけ、ほとんどの人間が宿泊所の男子の大部屋に集まっていた。玖く流りゆうを始めとするその場に居合わせた人間が、皆に事情を説明した。


　すると、おまじないの失敗によって良くないことが起きているという考え。拝はい殿でんに勝手に入ったことによる神様の罰ばちだという考え。死んだ人間の幽ゆう霊れいの仕し業わざという考えまで出てきた。もちろんそんなことは信じていない人間もいる。


　だが、異常であるということだけは皆が理解できた。


　五人もの人間が次々に死んでいく状況を、通常だといえる人間はこの中にはいないだろう。


　宮みや下したの飛び降り自殺。近こん藤どうの屋根からの転落死。矢や島じまの橋からの転落死。栗くり山やまの溺でき死し。そして喜多の半狂乱の死。


　近藤のときとは違い、喜多が残した確かな痕こん跡せき。


　彼にしか見えなかったが、まるで死んだ人間が現れたかのような言葉。


　そして、死んだ人間と縁を結んだ人間は、道連れにされているという確かな事実。


「何で……何で縁結びの神様にお祈いのりしただけなのに、こんなことになるの……」


「誰だよ。おまじないなんてしようって言った奴やつはよ」


　その視線がおまじないをしようと言い出した人物──榛はる名なに視線が集まる。


「何よ。皆だって乗り気だったでしょ？　大体最初から言ったでしょう？　おまじないに失敗すると悪いことが起きるって。誰か絹きぬの糸でなかった人がいるんじゃないの？　適当に結んだ人がいるんじゃないの？」


　おまじないが悪いのではない。失敗した奴が悪いのだと、責められていた榛名が、逆におまじないに参加した皆を睨にらみつける。


「それって、死んだ奴が失敗したってことじゃないのか？　つーか、榛名。お前、近藤とかの確認してただろ！　それなのにどうしてあいつらが死ぬんだよ！」


「皆は……少なくとも剛たけ司しは失敗してなかった。あたしが確認したから絶対よ！」


「じゃあ、どうしてこうなるんだよ！」


「おまじないは皆でやったわ。だから一人でも失敗していたら同じことよ。そういうおまじないなのよ！　誰！　ルールを守らなかった人がいるはずよ！」


　榛名が強い口く調ちようで皆を見回す。自分のせいになりそうなことは認めようとしない。


「あ、あたしは平気。失敗なんてしてない。糸も絹だったし、結び方も何度も確認したもの。女子は間違っていないわ。皆で同じものを買いに行ったもの。男子は？　ちゃんと絹きぬの糸だったの？」


「お、俺おれたちだって同じだ。ちゃんと絹のやつだった」


「結び方は？　ほら、よくわからないって誰か言ってなかった？」


「あ、お前、言ってたよな？」


「言ってたけど、ちゃんと確認したよ。失敗なんかしてない。な？　お前確認してくれたよな？　正しかったよな？」


「うん。見たわ。合ってた」


「そういうお前も失敗したんじゃないのか？」


「違うわ。ちゃんと家で練習してきたもの。そういうあんたこそ本当に平気だったの？」


「俺だって平気だった。絶対だ」


「どうだか」


「俺のせいだって言うのかよ」


　皆が口々に自分のおまじないは正しかったと言う。


「じゃあさ。おまじないそのものが間違ってたんじゃねぇの」


　と、誰かが言った。


　おまじないのルールを皆が守ったのであれば、そういう考えもある。


「榛はる名な。おまじないを広めたのあんたよね？　これってどっから仕入れてきたの？　ネット？　テレビ？」


「そ、それは……」


　と、榛名はそこで口ごもる。


「き、聞いたのよ」


「誰から？」


　だが皆は逃がしはしないとばかりに、視線で榛名を張り付ける。


「それは……」


「皆、落ち着くんだ！　おまじないとか神様の罰ばちとか。そんなことで人が死ぬわけないだろう。正気に戻ってくれ」


　と、おまじないに参加していなかった御み厨くりやが、馬鹿馬鹿しいとばかりに割って入って否定する。


「そうだよ。おまじないとか関係ないんだよ。あいつらの幽ゆう霊れいが出たんだよ！」


　が、尻しり馬うまに乗ってまた別の意見が出始める。


「喜き多たが見てたのって絶対幽霊だ。早く逃げようぜ！　呪のろわれるぞ」


「逃げたってダメだろう？　逃げようとしても矢や島じまたちは殺されたじゃないか！」


「やっぱり早く皆を成じよう仏ぶつさせてやんないと。お払はらいとかしてさ。神かん主ぬしさんに帰ってきてもらおうぜ」


「成じよう仏ぶつって坊ぼうさんじゃねーのか？」


「ダメよ！　あいつらは神様の罰ばちが当たって殺されたのよ？　そんなことしたらあたしたちも神様に同じ目に遭あわされる！」


「皆をあのままにしていいってのかよ！」


「だってしょうがないでしょ！　自じ業ごう自じ得とくなのよ！」


「だから、いつまで馬鹿なことを言ってるんだ。そんな話があるわけないだろう！　少し黙だまれ！　僕ぼくの話を聞けよ！」


「御み厨くりや、あんたこそうるさい！」


「そうよ。あんたみたいなのがいるから、神様が怒ったのよ！　あんたも殺されるわよ。それでもいいの？」


「ああ。構わないさ。馬鹿馬鹿しい。やれるもんならやってみろ」


「やめてよ。本当にそうなったらどうするの？」


「さあ、神様。僕を殺してみろ。今すぐ！」


「やめてよ！　もうやめて！」


　宿泊所に集まった皆は好き勝手に騒さわぎ、支し離り滅めつ裂れつなことを言い合い、収拾がつかなくなっていた。





　──ガシャン！





　そのとき、ガラスの割れる音が響ひびき渡った。


　先ほどの喜き多たのことがあり、皆が罵ののしり合いをやめ、はっと一いつ斉せいに音のしたほうを振り向く。


　その視線の先にいたのは、


「とにかく皆落ち着け」


　玖く流りゆうだった。彼がタオルを腕うでに巻き、ガラス窓を叩たたき割っていた。


　こいつは弁べん償しようだな、と内心嘆たん息そくしながら、玖流は騒ぎを一時的に抑おさえ込み、全員の注目を集めることに成功した。そのわずかな流れを玖流は逃のがさずに話を続ける。


「話の真しん偽ぎはさておき、これ以上死人が出ないように何か手を打つ必要があると俺おれは思う。皆もそう思うだろう？」


　誰も、誰かの死を願っているわけではない。


　全員の考えで必ず一致するであろう、そこに意識を向けさせる。


「そのために何をするか、それを考えよう」


「玖流君はこんな話を信じているのか？」


　神様だとか幽ゆう霊れいだとかいう話をまるきり信じていない様子の御厨が、君までもかと正気を疑わんばかりに聞いてくる。


「話の真しん偽ぎはさておき、と言っただろう？　正直、俺おれには何が真実で何が噓うそかわからない。だからどの意見も否定できない。だから全すべての意見を肯こう定ていする」


「全てを……？」


　御み厨くりやは玖く流りゆうの言葉が理解できなかった様子だった。それは他ほかの皆も同じようだった。その疑問が、そのまま次の言葉への待機へと繫つながる。


「今の皆の話を聞いていて、いくつかのグループに分けることができる」


　玖流はゆっくりと右手を上げ、指を折っていく。


「ひとつは神だの幽ゆう霊れいだのを信じていないグループ。もうひとつは死んだクラスメイトたちが幽霊となって俺たちを呪のろっていると考えているグループ。もう一つは拝はい殿でんに入ったことなどによる神の罰ばつだと考えているグループ。そして、おまじないの間違いによる報むくいだと考えているグループ」


　皆は自分がどれに属するか、一度心の中で反はん芻すうしているようだった。


「お前は神も幽霊も信じていない。そうだな？」


　と、玖流が御厨を見る。


「え？　あ、ああ。もちろん」


「だが、それを納得させる理由は持っていない」


「だって、そんなの当たり前……」


「当たり前、というのは理由にならない。それで他の考えの人間を納得させられる自信があるか？」


「そんなこと言われも……」


「そうだな。我ながら無茶を言っている。そんなものを証明させる術すべはない」


　当たり前のことほど相手に納得させるのは難しい。それを逆さか手てに取って、御厨の自じ尊そん心しんを傷つけない程度に同意も見せつつ、反論を防ぐ。


「だから全てを肯定すると言った。つまり全ての可能性を考こう慮りよしてこれからは行動する。そのために各グループが望むことをする。ただし他グループが望むことには口を挟はさまない。いいな？」


「話がよく見えないな。具体的にどうするんだい？」


　御厨が玖流の考えに興味を示すように問いかける。


「まず神の罰だと考えているグループの考えに則のつとり、拝殿へ行って神に詫わびる。拝殿のことだけでなく、今回の修行で起こしたこと、気になるのであれば普段の行い全てをだ」


「でも、謝ったくらいで許してもらえるかな？　神かん主ぬしさんもいないのに……」


　さっき拝殿で必死に拝おがんでいた女子生徒が不安げな声を上げる。


「だが何もしないよりはよっぽどいいとは思わないか？　君もそう思ったから、さっき拝殿で謝っていたんだろう？」


「……そうよね。何もしないほうがよくないわよね」


「罪を悔くい改めた人間を見捨てるほど、神は狭きよう量りようじゃないさ」


　玖く流りゆうは思ってもいないことを平気で口にした。だが今はどうでもいい。


「次に死んだ人間の幽ゆう霊れいの仕し業わざだというグループの考えに則のつとり、まずは全員できちんと死者を供く養ようする。当然だが、後日葬そう儀ぎも出すし、必要であればお坊ぼうさんにも来てもらう。異存はないな？」


　玖流が見渡すと、幽霊だと騒さわいでいた者たちは素直に頷うなずいた。だが、


「でも皆を供養したら、神様の罰ばちが……」


「そうだよ。拝はい殿でんに入っておまじないとかした奴やつが悪いんだ。自じ業ごう自じ得とくだ」


　もしすでに命を落とした人間が神の罰で死んだというのなら、それを供養する行為は同じ罰当あたりにならないか。そう考える者がいる。


「それも含めて神に謝ろう。友人を供養することも許さない神なら、きっと何をしても許してはくれないだろうさ。罰が当たるから葬儀をしないなんて聞いたことがあるか？」


「まあ、それもそうか……」


　整然と話をしてはいるが、理路がどうかはこの際問題ない。不満は無理矢理にでも抑おさえ込むしかない。


「次に、縁えん結むすびのおまじないを間違えたからだというグループだが……」


　皆の顔が一いつ瞬しゆん恐きよう怖ふに歪ゆがむ。


　やはり幽霊や神の罰よりは、実際に行動を起こしたおまじないを疑い、怖こわがっている者が多いようだ。


　縁を結んだ者が殺されているという事実。喜き多たの残した噂うわさの話。その不安は思ったよりも根深い。


「誰か、おまじないを失敗した場合にどうすればいいかを知っている奴やつはいるか？」


　もしも機転が利く者がいるのなら、この話に合わせられる者がいるはずだ。


「榛はる名な。あなたがおまじないを広めたんでしょ？　何か知らないの？」


　女子のグループの一人が榛名に話を振る。おまじないについてもっともよく知るのは彼女だ。それは全員一致している見解だ。


「あ、あたしだって、単に聞いた、だけで……」


　一身に注目を浴びた榛名は弱々しく首を横に振る。


　残念だが、榛名は玖流の思おも惑わくに乗ってはくれなかった。噓うそでもいいから作り上げてくれれば、少なくともこの混乱は収まったのだが、あいにく美み古こ都とはいない。


　だが舌した打うちしている暇ひまはない。


　失敗したときの対処法も知らないでおまじないを広めたのかと、八つ当たりじみた榛名への不満が一瞬膨ふくれ上がったのを感じ、


「それなら他ほかに知っている奴やつはいるか？　おまじないをした奴は他にもいるんだろう？　聞いた話を他人に教えた奴だって他にもいるだろう？」


　玖く流りゆうは矛ほこ先さきを皆に向け、対象をぼやかす。


　自分たちだって知らないで噂うわさを広めたという事実を改めて突つきつけられ、膨ふくれ上がりかけた不満はすんでのところで爆ばく発はつせずに止まる。


「じゃあ、打つ手なしじゃないか……」


　誰かが言った。


　絶望感が重くのしかかる。


　もっとも人数の多い縁えん結むすびのおまじないの失敗という認識のグループを納得させられなければ、再び混乱が生じるのは明白だ。


　沈ちん黙もくが恐きよう怖ふを膨ぼう張ちようさせて行くのを感じる。


　少し針で突つけば弾はじけてしまうほどに、膨れ上がっている。


　だが言葉そのものが針だといわんばかりに、誰も口を開けない。


　だが玖流はあえて口を開いた。


「そんなことはない」


　あくまで平静に、打つ手があると言わんばかりに。


「何か知っているのか？」


　呼吸することすら忘れていたかのようだった皆が、そこに飛びつく。


「おまじないに参加してないんだから、知ってるわけないだろ」


　だが、楽観的に考えられない者が自じ暴ぼう自じ棄きに吐はき捨てる。


　確かにここで実は自分が知っているなどというのは、信しん憑ぴよう性が低い。そんなことを言ってしまえば、逆に不ふ興きようを買いかねない。


「確かに俺おれはおまじないには疎うといし、この噂についてもよく知らない」


「じゃあ、どうしようもないだろうが」


「いいや。そうでもない。打つ手ならある」


「どういうことだよ？」


「簡単だ。縁を結んだ者の死に引きずられるということは、逆に言えば次に誰が犠ぎ牲せいとなるのかがはっきりしているということだ」


　あ、と玖流の指し摘てきに皆が気づく。


「誰が犠牲になるかがわかっているのなら、死なせないことだって十分にできる。皆で皆を守り、誰も死なせなければ、これ以上誰かの死に引きずられて死ななくてすむ」


　次々と友人たちが死んでいく恐怖。


　次は自分かもしれないという恐怖。


　それは皆から正常な思考を奪うばい去っていた。


　思考を忘れることで、目の前の状況から目を背そむけたり、人の意見を頭ごなしに否定して反発し合ったり、自分だけが助かりたいとエゴを前面に出していた。


「だが、今俺おれが言ったことを実現するには、皆が協力し合うことが必要だ。だからまずは落ち着いてくれ。そして争うのをやめてくれ。もう一度言う。ここから先は皆が協力することが絶対だ」


　玖く流りゆうが諭さとすように繰くり返すと、皆が落ち着いていくのを感じた。


「そして最後に何も信じていないグループの考えに則のつとり、全すべてを終えたら家に帰る。皆に付き合うくらいできるだろう？」


「……それは、まあ」


　と、御み厨くりやは渋しぶ々しぶながら頷うなずく。


「わかった。玖流、どうすればいい？」


「教えて。何から始めればいいの？」


　と、皆が玖流に次の行動を求めにいった。


　玖流の言葉は全てを肯こう定ていするという答えのないそれだ。またそれぞれの打つ手も何ら根こん拠きよはない。それでも混乱を収め、何もしないよりはマシといった程度でも、行動を示した功績は皆からの信頼を得るに至った。


「わかった。まずはさっき言ったように、皆で守るためにも次の犠ぎ牲せいとなる可能性が高い人間を把は握あくしておきたい。そのためには誰と誰の縁えんが結ばれているのか、知る必要がある」


　玖流は皆を見回し、皆がそれに従うように頷く。


「だからまずおまじないをした全員に、誰と縁を結んだかを口こう外がいしてもらう」


　沈ちん黙もく。一いつ瞬しゆん後どよめきが起こる。


　そうとわかるように説明した後なのに驚かれるのは、玖流としては心外だった。


「縁の関係性を明らかにして、誰が次の犠牲者候補になるのかを突つき止め、その人を全員で守る。その人間が死ななければ、次に死ぬ人間が出てくることもない。簡単な話だろう？」


　有ゆう言げん即そく実じつ行こう。玖流は縁を明らかにせんと行動を開始した。


「まずは。君からだ」


　と、玖流は近くにいた女子生徒を指名する。


「あ、あたし？」


「そうだ。君はおまじないの場に行ったか？　確か女子はほとんどの人が行ったと聞いたが」


「え？　あ、行ったと言えば、行ったけど……」


「よし。じゃあ、誰と縁を結んだんだ」


「そ、それは……」


　彼女は口ごもって黙だまってしまう。だが玖流は視線を外さない。


「そ、そういう玖流君こそ、誰と縁を結んだの？」


「俺おれか？　俺は誰とも結んでいない。おまじないの場にいなかっただろう？」


「あ、ああ。そうね」


　あっさりと返されて女子は黙だまってしまう。時間稼かせぎにもならない。


「どうした？　まさかおまじないの場に行って何もしなかったなんてことはないだろう？」


「そ、そう。そのまさかよ。皆が行ったからついていったけど、あたしは誰とも結んでないわ。あたしこう見えてリアリストだから」


「そうか？　じゃあ……」


　そういうこともありえなくない、と玖く流りゆうは容認する。


「じゃあ、次は……」


　と、玖流がその隣となりの男子に目線を送る。


「オ、オレ？　オレは……その……、オレも行っただけで別におまじないなんてしなかった。だってオレ、男だぜ」


「そうか」


　腹の中ではおまじないなど信じていない玖流はその思いに共感できてしまうため、そういうものだと受け入れることができてしまう。


　仕方なく玖流は他ほかの皆に同様の質問をしていくが、一様に縁えんを結んでいないという回答しか得られなかった。


「そう……なのか？　念のために聞くが誰も噓うそをついていないよな？」


　皆が何か言いたげに顔を見合わせるが、誰も噓をついていないとは発しない。


「おい、はっきりしてくれ。これは重要なことなんだ。皆の命がかかっている……」


「あなたは本当に馬鹿ね」


　盛大なため息をつきながら現れたのは部屋で休んでいたはずの美み古こ都とだった。いつの間にそこにいたのかは知らないが、この騒さわぎを聞きつけて降りてきたようだ。


「何がだ？」


「何がだ、じゃないでしょう。さっきから聞いていれば……。誰と縁を結んだかなんて簡単に言えるわけないでしょう？」


「はぁ？」


　玖流は心底理解できないように聞き返す。


「誰と縁を結ぼうとしたか教えるってことは、誰が好きかってことを公言するようなものでしょう？　こんな大勢の前で、そんなことできるわけないじゃないの」


「何を馬鹿なことを言っているんだ。皆の命がかかっているんだぞ」


「馬鹿はどっちよ」


　玖流は信じがたいように周りを見る。皆が玖流の視線から逃のがれようと目を逸そらす。


「……正気か？」


「それはあなたの台詞せりふではないわ。あなたこそ神経疑うわ」


　玖く流りゆうにとっては現状の混乱を収める最良の策だったのだが、こんな形で崩くずれ去るとは思っていなかったようだ。信じられないように目を見張っている。が、美み古こ都とからすれば、それこそ信じられないことだった。


「本当に朴ぼく念ねん仁じんね」


　毒づき、美古都が玖流に代わって場を仕切る。


「でも、玖流君の策は間違っていないわ。次の犠ぎ牲せい者が出ないように、私も誰が犠牲者となるかは把は握あくしておく必要はあると思う」


　いつからいたのかと思ったが、かなり前からいたようだ。


「まずあのおまじないに行った人で、縁えんを結んでいない人はいないわよね？」


　美古都がそれを断言する。


「念のために聞くけど、指に糸を結ばなかった人を見たという人がいたら手を挙げて」


　美古都の質問に手を挙げる者はなかった。


　つまりあの場で縁結びのおまじないをしなかった人間はいないということだ。


　美古都は本人の弁ではなく、第三者の目もく撃げき情報を当てにした。この状況下でさっきのは噓うそでしたとは本人からは言いづらい。だが、誰もが噓をついていたため、それを非難する言葉が出てこなかった。


「わかったわ」


　美古都はまず納得を見せる。


　だが問題なのは次だ。玖流が引き出せなかった答えを美古都はどうやって引き出すのか。


「おまじないのやり方を思い出して。確か好きな人の名前を書いて糸の端はしに結ぶのよね？」


　美古都が言うと、皆が頷うなずく。


「その紙は今どこにあるの？」


「……拝はい殿でんの脇わきにある木の下に埋うめたわ。そこくらいしか土が掘れなかったから」


　榛はる名ながそれに答える。


「その紙には誰と縁を結んだかが書かれている。でも自分の名前は書かれていない。そうね？」


「ええ」


「それなら縁を結ばれた人はわかっても、誰が誰と縁を結んだかまでは誰にもわからない。これならいいでしょう？」


　やろうとしていることは玖流と同じではあったが、より人道的な策ではあった。


　それなら、と皆が納得し合う。


「行きましょう」


　美古都の一声に皆が従って、宿泊所から拝殿へと移動を開始した。


　もちろん玖流もこのやり方は思いついていたが、そんな非効率的なことをする必要はないと本気で思っていた。完全に主導権は美み古こ都とに移ってしまったが、別にそれはそれで構わなかった。


　と、移動する直前に、玖く流りゆうへ御み厨くりやが声を掛けてきた。


「うまくパニックを収めたね」


　御厨が玖流の手しゆ腕わんを褒ほめ称たたえた。だが、言いたいのはそれではないだろう。


「念のために聞くけれど、まさか本当に幽ゆう霊れいとか縁えん結むすびのおまじないの仕し業わざだとか思っていないよね？」


「もちろんだ」


　玖流は御厨を見ずに、小声で返す。


「栗くり山やまは川で足を滑すべらせたんだろう。喜き多たはパニックになって冷静ではなかったから、幻覚でも見たと考えるのが妥だ当とうだろうな」


　御厨の考えで言えば、宮みや下した、近こん藤どう、矢や島じまの死に榛はる名なが関わっていることが重要なポイントだ。だがこの栗山、喜多の二つの死には、榛名が関わっていない。


　これは例外だと。単なる事故だと説明付けなければつじつまが合わない。


「よかったよ。玖流君まで正常な判断ができなくなったらどうしようかと思った。まったくこれだから冷静さをなくすような奴やつは困るよね？」


　お前も冷静さをなくして、言い合っていただろうとはいちいち言わない。


「でもまずい状況だね。無関係の死までつながっているように思えるなんて、正常な判断ができていない証しよう拠こだ」


「信じていなくても、皆に合わせろよ」


「わかってるよ」


　御厨は同意すると、皆と一いつ緒しよに拝はい殿でんのほうへと歩いていった。


「兄にいさん」


　と、話が終わるのを待っていたスナオが何か言いたげな顔で声を掛けてくる。


「話は後だ。言い出した俺おれが団体行動を乱してたら世話ない」


　玖流はスナオとの会話を打ち切り、拝殿へ向かうよう促うながした。


　スナオは玖流が全すべての可能性を追及するというやり方に納得をしていない。それは玖流にもわかっていた。





　全員が拝殿前に集合した。


　拝殿は宮下が身を投げた場所。隣となりに立つ木はそのために宮下が登ったもの。誰も近寄りたいとは思っておらず、距離を置いている。


「玖流君」


　美古都が顎あごで玖流を指示する。


「何で俺おれが……」


「あなたの立案よ」


　お前のだと言いたいところだったが、ここで問答をしていてもしょうがない。玖く流りゆうは玉たま砂じや利りをどかしながら、木の下を掘る。一度掘った後であるため、土は多少柔やわらかくなっていた。


　すぐに袋が顔を出す。ご丁てい寧ねいに絹きぬ製のものだ。


　榛はる名なたちがそれを見て、頷うなずいた。


　玖流は袋を掘り出すと、石いし畳だたみの参道の上に置いた。


「じゃあ、中身を読み上げるわよ」


　読み上げるのか？　という反応がわずかに見られた。


　これ自体が人気投票のようで、名前を呼ばれなかった人に対して気が引ける部分はあったが、自分だけで持っていていい情報ではない。


　周囲から携帯電話の明かりが照らされる。


　美み古こ都とは無む作さく為いに一枚の紙片を取り出し、それを開いた。


　ぴんと張り詰つめた空気の中、美み古こ都とが声を出してその名を呼ぶ。


「……勝かつ俣また、先生」


　まず名を呼ばれたのは勝俣だった。


「宮みや下したのか……」


「次行きましょうよ」


「早く！」


　そこが宮下の身を投げた場所であるため、すぐに次と急せかされた。


　美古都はしばらくの逡しゆん巡じゆんの後、次の紙片を取り出し、読み上げた。


「……桜さくら井い君」


　皆が桜井という名の男子生徒を見る。桜井は複雑な表情を見せる。


「次。……茂も庭にわさん」


　今度は茂庭という名の女子生徒を見る。やはり彼女も複雑な表情だった。


「次。宮下さん」


　ひっと小さな悲鳴が上がる。


「……近こん藤どうか矢や島じまが書いたものだろう」


　皆がそれ以上の恐きよう怖ふを覚えるより早く、玖流が指し摘てきした。


　そう。ここにはすでに命を落とした人の書いた分もある。宮下の名前があっても不思議はない。三枚以上なければ、その紙を書いた人物は犠ぎ牲せい者候補ではない。すでに犠牲者だ。


「……栗くり山やまさん、それから矢島君」


　それは喜き多たと栗山が書いたものと推測できた。


　一人、また一人と美古都は名を呼んでいく。


「……玖く流りゆう君」


　そこで玖流の名前が呼ばれた。


　自分の名もできることならば呼ばれないでほしいと思っていた。だが呼ばれたら呼ばれたで構わなかった。それよりも……、


「……スナオ君」


　思わず舌した打うちが漏もれそうになった。


　信じてはいない。だがそれでもスナオの名が呼ばれなければよかったと、玖流は思っていた。


　その願いは叶かなえられなかった。


　やはり願いなど叶えられるものではないと、玖流は内心歯は嚙がみした。


「次……私、識しき読よみ」


　次に美み古こ都とは自分の名を読んだ。だが玖流は正直意外に思った。もっと名を呼ばれてもおかしくはないと思っていた。


　そういえば初日でおまじないの話があったときに、家の関係で縁えんを結ばないでほしいと言っていたか。あれは確かあの場にいた男子のほとんどが聞いていたはず。であるならば、それを無視して書いた者がいるということだ。


　だが美古都は特に反応も見せず、次々と名前を読み上げていく。


　空気がどんどんと重くなっていく。


　自分に好意を持ってくれている人間がいることは本来喜ばしいことであるはずなのに、誰一人紙片に自分の名が書かれていて喜ぶ様子を見せる者はいなかった。


　その後、スナオがもう一枚と、玖流と美古都の名ももう数回呼ばれた。


　幸いにして今のところ読み上げられた命を落としている人間の名に、想定以上の枚数はなかった。


「これで最後」


　美古都は最後の一枚を開く。


「…………」


　美古都が一いつ瞬しゆん黙だまる。


「どうした？」


「……近こん藤どう君」


　周囲がざわつく。


　近藤の名前が出てしまった。


　彼を縁えん結むすびの相手に選んで死んだ者はまだいない。つまりその人物はまだ生きており、次の犠ぎ牲せい者としてもっとも可能性が高い人物であることを示していた。


　また近藤の名を書いた人間。その人の名を縁結びの相手に選んで書いた者がいれば、それがさらに次の犠牲者となる。


　そうやって死の連れん鎖さは続いていってしまう。


　もし近こん藤どうたちの名でなければ、これ以上の特定は不要だったのだが、こうなってしまっては玖く流りゆうと同じ方法を取らざるを得ない。


「近藤君の名前を書いた女子が一人いる。嫌いやかもしれないけれど、これは把は握あくしておかないと危険だわ。ごめんなさい。誰か手を挙げてほしいの」


　美み古こ都とがお願いをする。だが、誰も手を上げない。


「おい、誰だよ。早く手を上げろよ」


　男子生徒の一人が、女子生徒を見回して声を張り上げる。


　彼らにすれば自分の秘密を暴ばく露ろする必要がないため、強気にも出られる。


「ちょっとそんな言い方ないでしょ！　自分の好きな人を皆の前で簡単に言えるわけないじゃない！」


　女子生徒の一人が心ない男子に声を荒げる。


「何だよ。もしかしてお前か？」


「違うわよ。あたしじゃない」


「本当か？　今のタイミングであんなこと言うなんて、図ず星ぼしだからじゃないのか？」


「そういうあんたは誰の名前書いたのよ」


「おれは関係ないだろ」


「ほら、自分は言えないくせに」


「おれとお前とじゃ状況が違うだろ！」


「だからあたしじゃないわよ」


　二人の喧けん嘩かが、他ほかの人間に飛び火していく。


「おい、近藤が死んで他の奴やつ以上に哀かなしんでた奴って誰だ？　たぶんそいつだぜ」


「楠くすの木きが泣いてたぞ」


「わ、わたしは単に友達が死んで哀しかっただけよ。何よ、あんたは哀しくなかったってこと？　最低。普段一いつ緒しよにつるんでたくせに」


「哀しくないなんて言ってないだろ！　他の奴以上にって言ったんだよ」


　あちこちで言い合いが生まれ、男子生徒と女子生徒の間に溝みぞが生まれ始める。


　これでは本人もどんどん言い出しづらくなる。


「待って」


　美古都がそれを制するように、静かに、だが厳しい声で言う。


「いいわ。ごめんなさい。私が無神経だったわ。言いづらいとは思う。でも、これだけは言ってもらわないと困ることなの。だから……」


　美古都は少し間まを空けて、意を決したように口にした。


「まずは私が言うわ。もちろん私は縁えんを結んでいないから、もしそうしていたらという仮定の話だけれど」


　今この瞬しゆん間かんだけは、縁えんを結んだかどうかではなく、その相手──想いを寄せている人間を公表することに意味がある。仲間意識、あるいは同情を買えればそれでいい。


「だから、お願い。近こん藤どう君の名前を書いた子も、素直に教えて」


　喧けん嘩かが静まり、皆が美み古こ都とに注目する。


　美古都が皆を見回す。


　女子は大きな興味と少しの憐れん憫びんを持って、男子は大きな興味と少しの期待を持って、美古都の言葉を待つ。


「私が縁を結びたいと思うのは……」


　美古都は大きく深呼吸をして、はっきりと口にした。


「玖く流りゆう君よ」


　こんな状況でもなければ、冷やかしの声も上がっていたような発言だ。


　反応は様々だ。驚きを表す生徒、やっぱりといった感じの生徒、あわよくばといった期待が落らく胆たんに変わった生徒、そして恋破れた生徒もいるだろう。あのおまじないの紙には美古都の名前もあった。


　その中でももっとも驚きを見せていたのは、玖流本人だった。


「な、……え？　何？」


　玖流はその驚きの表情のまま、美古都を見る。


　美古都は一度だけ目を合わせるが、すぐに目を逸そらして皆を見回す。


「さあ、私は言ったわ。お願い、近藤君と縁を結んだ人も教えて」


　その場にいた生徒たちは、誰が手を上げるか、周囲を確認する。


　しばらくそれが続いたが、すっと手が上がった。


「ありがとう」


　美古都が笑みを浮かべて、その女子生徒の勇気を称たたえた。


　やっぱりと思った者もいるだろう。友達にしか見えなかったと思っていた者だっているかもしれない。


　その女子生徒の名は、榛はる名なだった。


「以上よ」


　長い息が皆の口から吐はき出された。


　直ちよつ近きんの犠ぎ牲せい者候補は榛名一人に絞しぼられた。


　その榛名の名を書いた生徒はいなかった。つまり、榛名を守りきれば、死の連れん鎖さを止めることができる。


「玖流君が言ったとおり、これからは皆で皆を守るの。だからここから先の単独行動は基本的に禁止よ。必ず誰かと共に行動するようにして。できる限り大おお勢ぜいでね」


　美み古こ都との提案に皆は頷うなずいた。


「じゃあ、まずは天あま降おり姫ひめの神かみ様さまに謝しや罪ざいをしましょう」


　天降姫神への懺ざん悔げ、死んだ生徒たちの供く養よう、おまじないから犠ぎ牲せい者候補を守る団体行動。そして明日あしたは誰一人欠けることなく、皆で帰るのだ。





「────」


　玖く流りゆうは目を覚ました。


　明かりを感じたが、窓から見える空はまだ暗く、朝の到来を告げてはいない。


　未いまだ眠ねむりの世界から返りきっていない頭で状況を整理する。


　あの後、話したとおり皆で本ほん殿でんに集まって縁えん結むすびの神に罪つみを謝った。この修行の日程で犯した些さ細さいな悪あく行ぎよう、他ほかにも普段の行いも含めて全すべてだ。


　宮みや下した、近こん藤どうの死体はすでに警察に運び出されている。矢や島じまと栗くり山やまの死体はここにはない。あるのは喜き多たのものだけではあるが、皆はシーツが掛けられている彼の死体に手を合わせた。そしてここにはいない皆に向けて手を合わせた。


　きちんと謝ったのだから、きちんと供養したのだから、きっとわかってくれる。


　大した行為ではない。単なる思い込みにすぎない。それでも皆の気は楽になった。


　その場の混乱を収めることには成功したと言っていいだろう。


　と、我に返り、携帯電話が振動し、明めい滅めつしているのがわかった。


　液晶画面には名前のない番号が表示されている。


「もしもし」


　周りの人間を起こさないように玖流は布団ふとんの中に潜もぐり込んで電話に出る。


「私よ」


　確認しなくても、それが美古都であることはわかった。


　携帯電話の向こうからくぐもった小さな声が聞こえた。おそらく美古都も布団の中から掛けてきているのだろう。


「何の用だ、こんな時間に？」


「ひとつ言っておきたいことがあって」


「何だ？」


「さっきはあんなふうに皆の前でだったから、ちゃんと言いたかったの」


　美古都が息を詰つめるように、言葉を止める。


「笑わないで聞いてね」


　玖流は黙だまって次の言葉を待つ。


「私……」


　美古都はそこで一度言葉を切り、


「私……」


　けれど、意を決したように声を力を込めた。


「あれは自己申告してもらうための作戦だから。誤解しないでね」


「わかっている。もういいか？　切るぞ」


「ちょっと。もう少しショックを受けるとか、がっかりするとかいうリアクションはないの？」


「わざとらしすぎて先が見え見えだ。そんなことを言うためにわざわざ電話をしてきたのか？」


「あら、そんなことだなんてひどいわね。私は意識して一いつ睡すいもできなかったっていうのに」


「俺おれはぐっすり夢の中だった」


「いい夢を見れていたかしら？」


「電話が鳴るまではな」


「そこに私は出てきていたかしら？」


　玖く流りゆうは嘆たん息そくし、その問いかけには無視する。


「で、本題は何だ？　それだけで掛けてきたのではないだろう？」


「今のが最重要事項だったのは本当よ。でもそれだけでないのも図ず星ぼし」


「前置きはいい」


「電話を切らないで聞いてね」


　美み古こ都とは改めてそう前置きをして、


「私の推測ではこの一連の出来事は、天あま降おり姫ひめの神かみ様さまが関係していると思うの」


　冗じよう談だんめかした口く調ちようもわざとらしさを伴った口調も控ひかえ、神しん妙みように言った。


「ナンセンスな話だ」


「……そうね。あなたは神様を信じていないものね」


　玖流の即答を受け、美古都は落らく胆たんした声を上げる。


「ああ。……だが、何か手があるのならやってみてもいい」


「そう言ってくれると、思わなかったわ」


　美古都が驚きを隠かくさない。逆の意味で信頼があったようだ。


「神への謝しや罪ざいも死者への供く養ようも、効果の程は知れないがやるだけやった。お前の望みも同じレベルの話だ。全員の望むことをやると言ったのは俺だしな。お前の望みだけ拒否するのは、筋が違う」


「ええ。それでもいいわ」


「で、どうすればいい？」


「宝ほう物もつ殿でんに行きましょう。何かあるかもしれない」


「何かとは？」


「何か、よ。この状況を解決できる何か、あるいはヒント。少なくとも神しん典てんは宝物殿にあると思うの」


「わかった。宝ほう物もつ殿でんだな？」


「ええ。皆に気づかれないようにね」


「俺おれたちだけか？」


「ええ。これからやろうとしていることは、ある意味立派な犯罪行為よ。巻き込む人間は少ないに越したことはないわ」


「俺は巻き込んでもいいんだな？」


「ええ」


　悪びれた様子もなく、美み古こ都とは肯こう定ていした。


「そう言うと思ったよ」


　電話を切り、玖く流りゆうは辺りを見回した。心労からか誰も目を覚ました様子はない。


　一人、玖流は部屋を抜け出した。





　拝はい殿でんの前に行くと、すでに美古都の姿あった。


「あら、パジャマか寝巻き姿ででも来てくれるかと思ったけれど」


　急いではいても互たがいに着替えてくるくらいの時間は取ったようで、二人とも昼間と同じ格好だった。


「それは普通男の台詞せりふだ」


「あら、玖流君は私のパジャマ姿を見たかったのかしら」


「俺のではなく、一般論だ」


「そういうことにしておいてあげる」


「上から言うな」


「さて、行きましょうか」


　と、美古都は玖流を連れ、宝物殿のほうに向かった。


「お前の言う神しん典てんは、宝物殿のほうにあるのか？」


「本ほん殿でんに奉たてまつられているか、宝物殿に厳重に保管されているのが一般的ね」


「一般論はわかっている。ここがそうかと聞いているんだが」


「一般論をわかっていることがわかって言っているのよ。ただ裏山の本殿にはそれらしきものはなかったから、宝物殿に保管されているんじゃないかしら？」


「一般論がわかっていて聞くが、その保管されている神典を俺たちが見ていいのか？」


「一般論をわかっていることがわかって言うけれど、ダメでしょうね」


「許可を取ったわけではないんだな？」


「許可を取る相手がいないんだもの。だから大だい丈じよう夫ぶよ」


「そういうのは大丈夫とは言わない」


「この時間に戻っていないのだから、明日あしたの朝までは帰ってこないはずよ」


「警察が来るかもしれないだろう？」


「大だい丈じよう夫ぶよ」


「どうしてだ？」


「だって連絡をしていないもの」


「何？」


　喜き多たの件があった以上警察に連絡を取らないわけにもいかない。一段落した後、美み古こ都とが警察に連絡をする役を担になったはずだった。


「だって、警察に連絡をしたら宝ほう物もつ殿でんを探さぐれないでしょう？」


　どうやらすでに宝物殿を探ることを頭に入れ、行動していたらしかった。


「だから大丈夫よ」


「だからそういうのは大丈夫とは言わない」


「神様を信じていないくせに、そういうところは融ゆう通ずうが利かないわね」


「融通の問題じゃない。常識と法律の問題だ」


「だから他ほかの人を呼ばなかったんじゃない」


「できれば俺おれも呼ばれたくなかったよ」


「来たのはあなた自身よ」


　神しん典てんは、神に関する重要な記述がされているため、一般公開されるようなものではない。神社によっては、一般人はおろか神社の関係者でも位くらいの低い人たちはなかなか見ることができない場合もある。その場合は、一般公開を行っていないという前提だが、宝物殿に厳重に保管されているのが普通だろう。神かん主ぬしの性格にもよるが、家の金庫という可能性もないことはないだろうが、そうなってはお手上げのため、今は除外していい。


　美古都と会話をしながら、玖流はそう結論付けた。美古都もいちいちそう答えなかったあたり、そのくらいは考えろということか、あるいは皮肉を言って楽しんでいるだけか。どちらにしても悪趣味だ。


　ただ、悪趣味であっても、美古都の言うとおり宝物殿に入るチャンスは今しかない。


　仮にも神社の娘むすめが何とも罰ばち当あたりなことだ。だが今はそんなことを言っていられる状況ではなかった。


　拝はい殿でんの脇道を経て、宝物殿のほうへと向かう。宝物殿は裏山の前に建てられている。


　月や星の明かりも雲に遮さえぎられており、一いつ寸すん先は闇やみだった。皆に気づかれる恐れもあるため、明かりをつけるわけにもいかない。隣となりすら見えない暗くら闇やみのため、傍そばにいるかどうかは互たがいの足音と息いき遣づかいが頼りだ。


「玖流君、怖こわいわ」


「らしくないことを言うな」


「玖流君の荒い息遣いがよ」


「らしいことも言うな。大体息は荒くない」


　と言いつつ、暗くら闇やみの緊きん張ちよう感や圧迫感は呼吸を多少乱しているのかもしれない。


　と、ぼんやりと明かりが浮かび上がった。


　美み古こ都とが携帯電話を出したのだ。


「この程度の明かりなら、平気よね。それとも暗くら闇やみのほうが都合がいい？」


「その意地の悪い顔を見なくて済むのは都合がいいが、神しん典てんを探しやすくするためなら明かりも我が慢まんする」


「じゃあ、電池が切れると困るから交こう互ごに使いましょう。まずは私のを使うわ」


　神聖なる場所を侵おかしているという感覚は、神を信じていない玖く流りゆうでもやはり抵抗があるのか、口数がいつもより多い。


　人間は神を切り離して考えることはできない。


　どれほど神を信じていない者でも、神社や寺を破は壊かいすることには抵抗を持つし、神かみ棚だなや仏ぶつ像ぞうを足あし蹴げにすることを当たり前に行える者もいない。一いつ時とき我を忘れてそれをすることができたとしても、後のちに悔い、懺ざん悔げをしてしまう。


　美古都が一人で来なかったのも、やはり禁きん忌きを犯す呵か責しやくを少しでも和やわらげたいのかもしれない。


「ねぇ、玖流君。さっきの縁えん結むすびのおまじないの紙の件、何か気づかなかった？」


　美古都が思い出したように、玖流に問う。


「何か、とは？」


「何でもいいわ。気づいたことよ」


「お前の名前を書いた奴やつが思ったより少なかったな、と思ったよ」


「あら、嬉うれしいことを言ってくれるわね」


「思ったよりもお前の外そと面づらに騙だまされない奴らが多いのかもしれないな」


「むしろ私はいたのかと思ったわ。おまじないで名前を書かないでほしいって、わざと聞こえるように言ったのに」


「聞いてない奴が書いたのかもしれないな」


「そっか。じゃあ、もしかしてスナオかも」


「…………」


　確かにあのときスナオはいなかった。


「冗じよう談だんよ。まともに受け取らないで。あの子のことになったら、冗談が通じないんだから」


「うるさい」


「玖流君の名前も呼ばれたじゃない？　思ったよりも少なかったけれど、ご満まん悦えつなんじゃない？　誰が書いたのかとか気にしないの？」


「興味がない」


「……本当に？」


「どういう意味だ？」


「自分のことを想ってくれている人がいたというのに、関心がないのね。もしかして私の書いた分があの中にないから、興味がないとか？」


「自うぬ惚ぼれるな。本当に興味がないだけだ。お前だって似たようなものだろう？」


　ついさっき名が書かれていたことを迷めい惑わくそうにしていたくせに。


「あら、違うわよ」


「何が違うんだ」


「私には心に決めた人がいるの。だから応こたえられない想いは受け取れないのよ」


　玖く流りゆうと美み古こ都とは無言で見み詰つめ合う。


「まさかとは思うが、それは俺おれのことじゃないだろうな？」


「ええ。もちろんよ。自惚れないで。相手は神様だもの」


「そりゃ特殊な趣味をお持ちで」


「特別すぎて人間では太刀打たちうちできないでしょうね」


　美古都はそこで軽口を収め、もう一度問うた。


「で、他ほかに何か気づいたことはない？　今度は真面目まじめに答えてね」


「人の恋こい路じを噂うわさするのは好きじゃないんだがな」


　玖流はそう嘆たん息そく交じりに前置きし、答えた。


「勝かつ俣またの名前があったことだな」


「やっぱり気づいていたのね」


「ああ。皆は宮みや下しただと思ったようだが、宮下はおまじないに参加していないはずだ。仮に宮下が個人的におまじないをしてあそこに埋うめたとしたら、人数が合わない」


　玖流は名を呼ばれる数を、つまりは紙片の数を数えていた。


　その数は、おまじないに参加したとされる人数と同じだった。宮下を入れては紙片が一枚足りないことになる。


　あそこには宮下の分はなかったと見るべきだろう。


「だが大した問題じゃないだろう」


　あの場に、勝俣に想いを寄せていた生徒が宮下の他にいたというだけのことだ。御み厨くりやあたりが気がつけば、宮下を殺した犯人の可能性があるとか言い出しかねないが。


　と、話をしているうちに、玖流たちは宝ほう物もつ殿でんの前に辿たどり着く。


　ただの宝物殿にしてはかなりの大きさの建造物だった。拝はい殿でん並みの大きさを有している。


　そして観かん音のん開きの重々しそうな宝物殿の扉とびらの前には、錠じよう前まえで鍵かぎが掛けられていた。


　それは想定してしかるべきだった。


　神しん典てんが奉ほう納のうされているかもしれない宝物殿だ。それ以前に、文ぶん献けんや絵巻なども保管されているだろうその場所が、簡単に開けられるものであっていいはずがない。


　手て詰づまりかと思ったとき、


「はい」


　と、美み古こ都とが鍵かぎを手渡してきた。


「お前……」


「あら、何を驚いているの？　まさか宝ほう物もつ殿でんの扉とびらが無む造ぞう作さに開けられていると思っていたの？　神かん主ぬし様も鍵のことは仰おつしやっていたでしょう？」


「泥どろ棒ぼうみたいな真ま似ねだなと思っただけだ」


「何を今さら」


　本当にそのとおりだ。毒を食らわば皿までだ。


　玖く流りゆうは錠じよう前まえの鍵を開けようとする。が、


「？」


「どうしたの？　もしかして鍵が合わない？」


「いや、逆だ。鍵が開いている」


　一見すると鍵が掛けられているように見えたが、錠前は引っ掛けられているだけだった。


「無用心ね。歴史的遺い産さんが盗ぬすまれたらどうするつもりなのかしら？」


　これから忍しのび込もうとしている自分を棚たなに上げ、美古都が腹立たしげに言った。


　自分たちより先に誰かが入ったのか。あるいは単に神主が閉め忘れただけか。


　どちらにせよ、関係ない。玖流は観かん音のん開きの扉を力を込めて引いた。


　漏もれ出てきた埃ほこりっぽい臭においは、あるにはあったが思ったほどではなかった。やはり最近出入りがあったことは確かなようだ。


「この臭いがつくと、宝物殿に来たことがばれてしまうかもしれないわね」


「だからってここまで来て戻るわけにもいかないだろ」


「後でお風ふ呂ろに入りましょうね」


「お前となんてごめんだ」


「あら、一いつ緒しよになんて言っていないわよ」


　玖流と美古都は、宝物殿の中に足を踏み入れる。


　一見、そこは倉庫か物置のように思えた。


「この中に神しん典てんがあるのか？」


「さあ、わからないわ」


「正直、こんなふうに神典が積まれているとは考えにくいんだが……」


「そうね。ただの倉庫にしか見えないわね」


　識しき読よみ神社の宝物殿を見たことがあるが、そこは一般公開をしていることもあり、もっと整理されていた。だがここは、辺りに木の箱が積まれており、祭事の道具らしきものが保管されている。壁には書しよ棚だなが林立しており、古めかしい本や書物が納められていた。


　展示を意図していない宝ほう物もつ殿でんとはこんなものなのだろうか。むしろ逆にもっと厳おごそかなものかと思っていたのだが。


「とにかく調べましょう」


　美み古こ都とが心もとない携帯電話の明かりを照らしながら、二人は並んで辺りの物を調べ始める。神しん典てんあるいは伝でん承しようを記しるした書物があれば、何かの手がかりになる。


「お前は向こうを調べろ」


　隣となりに寄り添うように立つ美古都に、居い心ごこ地ちの悪さを感じる。


「あら、明かりは一つなのだからしょうがないでしょう？」


「俺おれには俺の携帯電話がある」


「電池を大事にしましょうと言ったばかりじゃない。私は充電をしていなかったから、残量が少ないの」


「俺もだが、あと少しくらいはもつだろう」


「後で電池がなくなったなんて言わないでよ」


　美古都は玖く流りゆうと離れ、各おの々おの書物などを読み漁あさり始めた。


「で、俺は何を探せばいい？」


　玖流は美古都に問いかけた。


「何か手がかりになるようなものよ」


「それがわからないから聞いているんだ。悪いが、俺は神の仕し業わざと思っていない。お前の着眼点を教えてくれないとヒントも探しようがない」


「一応改めて聞くけれど、あなたは今回の件の原因は何だと考えているの？」


「事故だ」


　玖流は即答した。


「そう言うと思ったわ。それにしてはこんなことに付き合ってくれるなんて、人が悪いわね」


「さっきも言ったが、神への謝しや罪ざいも死者への供く養ようも縁えん結むすびのおまじないも、お前の言う何らかの神が関わっているという意見も、同じレベルの話だ。そして俺の事故という考えもな。どれ一つとっても確証はない。ただ常識的に考えて、事故がもっとも信しん憑ぴよう性せいが高いというだけだ」


「こんなに連続して人が死んでいるというのに？」


「神や幽ゆう霊れいより、偶ぐう然ぜんのほうがまだ可能性が高い」


「頑かたくなね」


「そういうお前はどう考えているんだ？」


「天あま降おり姫ひめの神かみ様さまによって願いが叶かなえられたため、よ」


　美古都の考えはやはりそこだった。事故でも幽霊でもおまじないでもなく。


「おまじないなんて不確かなものよりは、よほど可能性が高いでしょう？」


「大した差はないと思うがな」


「あら。一いつ緒しよにしないでほしいわ」


「それに、その考えには条件がある」


「それは神かみ降おろしの儀ぎ式しきのことを言っているのかしら？」


　玖く流りゆうは否定も肯こう定ていもしない。


「……神を降ろすには二つのものが必要となるわ。一つ目は神の存在を形成する神しん典てん。それは神の真なる逸いつ話わが記しるされていなければならない。例えばその成り立ち、性格、歴史、そして想い。それらの内容が詳しよう細さいであればあるほど神は強く形成される」


　継けい承しようされた神典が本物であるとは限らない。また神の逸話は通説俗説含め、数多あまたの解釈が存在する。どれが真実の逸話であるかなど、その時代を生きた者以外には知る由よしもない。


「二つ目は神を降ろす器となる御ご神しん体たい。それは神に縁えんのあるものでなければならない。例えば神の使用していた道具。神の肉体の一部。御神体は縁が深ければ深いほどよい」


　例えば天てん女によの羽は衣ごろも、神が用いた剣つるぎや鏡、河童かつぱの腕うでのミイラなどは有名だ。


「神典と御神体を用意して、祝詞のりとを一いち言ごん一いつ句く違たがわず唱となえ切り、最後にその神様に見合った願いを伝えれば、その願いを叶かなえることができる。ただしその神様にできないことを願っても、願いは叶わない」


　長ちよう寿じゆの神に合格祈き願がんをしても、学問の神に安産を祈願しても、願いは叶わない。


「それらが揃そろって初めて人の願いは叶えられる」


　器となる御神体、御み魂たまを形作る神典、祀まつり上げる祝詞、そして正しい願い。


「そんなものが偶ぐう然ぜん揃うと思うか？」


　玖流は美み古こ都との説明を受けて、そこを指し摘てきする。


「偶然では揃わないでしょうね。仮に偶然揃ったとしてもそこで祝詞を一言一句違わず唱えることが必要になるわ。確かにそんなことを一般人が知っているとは思えないわね。一般人なら、ね」


　神降ろしの儀式は、一般人が一般的な知識として持っているものではない。


　そうであれば、ありえる可能性は二つ。


　有識者が行った儀式に巻き込まれたか、あるいは有識者に教え込まれたか、だ。


　問題は、その有識者が誰なのかということだ。


「例えば神職の家に生まれ、神社のしきたりや秘密なんかに詳くわしい奴やつ、とかな？」


「それは遠回しに誰のことを言っているのかしら？」


「さあ、誰のことだろうな？」


「ごめんなさい。私は頭が悪いからよくわからないの。もっとわかりやすく、証しよう拠こと一緒に提示してくれないかしら」


「あいにくと、そんな都合のいいものはない」


「ひどい人ね。証しよう拠こもないのに他人のことを疑うなんて。でも、あなたらしい勘かん繰ぐりだと思うわ」


「何せ、天あま降おり姫ひめの神かみの別の伝でん承しようなんてものを詳しよう細さいに知っている奴やつは、限られてくるからな」


　玖く流りゆうの目を見返し、美み古こ都とが笑みを残したまま思案するように指を形のよい顎あごに当てる。


「可能性だけを挙げるなら、その人物は他ほかにもいると思うわ」


「例えば？」


「失礼を承知で言うなら、神かん主ぬしさんなんてどうかしら？」


「ああ、それはあるかもな」


　心無い口く調ちようで玖流が返す。


「もしくは歴史の教師でもある勝かつ俣また先生という線もあるかもしれないわね」


「それも可能性のひとつだな」


「もちろん宮みや下したさん自身ということも考えられるわね？」


「なるほど」


「後は、そうね……」


　美古都は少し間まを空けた後、こう言った。


「昔、幼い頃に神降ろしの儀ぎ式しきを調べ、実行し、失敗した人なんてどうかしら？」


「…………」


「……どうかしら？」


「……ああ、それは思いつかなかったな」


「でしょう？　いい線行っていると思わない？」


　二人はじっと互たがいを見ていた。


　見つめる、とは言えない。睨にらむとも違う。


　その目の奥を見抜くように、互いを見み据すえ、同時にふっと息を吐はいた。


「俺おれとしたことが、らしくないことを言ってしまったな」


「本当に。雨でも降らなければいいけれど」


「雨くらいで済めばいいがな」


「あら、不ふ吉きつなことは言わないで」


「あいにく言こと霊だまなんてものは信じちゃいない」


「玖流君らしいわ」


　美古都は肩かたをすくめ、


「……神しん典てんを探しましょう。それが見つかれば何かのヒントになるわ」


「そうだな」


　互いに互いの指し摘てきを否定することなく、二人は当初の目的の作業に入った。


　それ以降会話はなく、部屋には沈ちん黙もくが下りていた。


　二人は黙もく々もくと宝ほう物もつ殿でんの書物を調べ始める。


　だが書籍は数あれど、どれも比較的新しいものが多く、学術的見地から民俗学者が発はつ刊かんした一般書のようなものが多かった。やはり宝物殿というよりは、物置に感じられた。


　結局、何が正しいか判断する材料がないのであれば、神しん典てんと見極めることもできない。


　それからしばらく調べても、神典と思おぼしきものの所在は確認できなかった。





　ガタンッ。





　と、大きな物音に玖く流りゆうはビクッと体を震ふるわせる。


　大した音ではなかったが、この静せい寂じやくと心の準備ができていなかったため、玖流の体は大きく反応してしまった。


　合わせて明かりも消える。


「どうした？」


「ごめんなさい。手が滑すべって携帯電話を落としてしまったわ」


「俺おれを驚かせるためにわざとやったんじゃないだろうな？」


「あら、そんなに驚いたの？」


「…………」


「冗じよう談だんよ。本当に手が滑っただけ」


　美み古こ都とがごそごそと携帯電話を探す音が聞こえる。


「ねぇ、どこに落ちたかわからないわ。明かりを点つけて」


　玖流は自分の携帯電話を取り出して、代だい替たいの明かりを点ける。


「困ったわね。見当たらないわ」


　美古都が四つんばいになって辺りを探しているが、落とした携帯電話は見つからない様子だ。


「すぐ近くにないのか？」


　玖流が携帯電話でぐるりと足元を照らすが、やはり携帯電話はない。


　と、明かりが急に弱まった。


「どうしたの？」


　美古都が慌あわてたような声を出す。


「……電池の残量がもうない」


「まだ大だい丈じよう夫ぶって言ったじゃない！」


「ライトを点けっぱなしにすると、こうも電池の減りが激しいものなんだな。勉強になった」


「暢のん気きなこと言ってないで、あなたも私の携帯電話を探して」


　大げさなと思いつつ、確かに完全な暗くら闇やみになったら携帯電話を探し出すのは困難だろう。玖流は携帯電話のライトで周囲を改めて照らそうとし、


「電池が切れたようだ」


　明かりがぷっつりと途と切ぎれた。


「ば、馬鹿！」


　美み古こ都とが玖く流りゆうを罵ば倒とうした。


「あれほど電池の残量を気にしなさいと言ったでしょう！　あなたは言ったわよね。まだ平気だって。男の癖くせに自分の発言に責任も持てないの？　馬鹿なんじゃないの？　普段は嫌いや味みなくらいに抜け目がないのに、こういうところは抜けているなんて、本当に間抜けだわ！」


　罵倒や悪態自体は珍めずらしくはないのだが、怒り狂っている様子が珍しく玖流が黙だまって聞いていると、


「く、玖流君？」


　急に美古都のテンションが下がった。


「どうしたの？　そこにいるんでしょ？」


　美古都が暗くら闇やみの中動いたのか、ガンツと何かにぶつかった音が聞こえた。


「～～～～～～～」


　声にならない悲鳴が聞こえた気がする。


「く、玖流君。ちょっと返事をしなさい。ちょっと……」


　美古都の声がどんどんか細くなっていく。


　玖流は試しに、壁を叩たたいて音を立ててみた。





　どんっ。





「ひっ！」


　美古都の引きつったような悲鳴が聞こえた。


「い、いるなら普通に返事をしなさい！」


　だが玖流は黙ったままだ。


「え？　今の玖流君よね？　違うの？　誰？　誰かいるの？　噓うそ……まさか、ポルターガイスト……」





　どんっ。





「ひぃっ！」


　玖流はもう一度美古都の悲鳴を確認すると、断言するように言った。


「お前、暗いところが怖こわいのか？」


「…………」


「…………」


「な、何のことかしら？」


　玖く流りゆうの声が聞こえたからか、美み古こ都とがいつもの調子を取り戻して、返事をした。だがその声が上ずっているのを聞き逃のがさなかった。


「ぶふっ」


　堪こらえきれず、玖流にしてはらしくなく、吹き出した。だが、これ以上におかしいことはない。





「お前、神を信じているくせに、ポルターガイストとかそんなのが怖こわいのか？」


「それはどういう意味かしら？」


　と、美古都の声が低くなる。


「今のは聞き捨てならない発言ね。まさか神様と幽ゆう霊れいやポルターガイストなんかを一いつ緒しよにしての発言じゃないでしょうね？」


　どうやら失言だったようだ。


「いやいや。神を信じているなら、そういったのから守ってくれるんじゃないかって意味だよ」


　咄とつ嗟さに噓うそをつく。


　だが美古都はまったく信じていないらしく、玖流に対して詰つめ寄るように足音が近づいてきた。


　だが明かりのない中で勢い込んで歩けば、足もつまずく。


「きゃっ」


　小さい悲鳴が聞こえたかと思った途と端たん、玖流は胸の中に小さな体がぶつかってくるのを感じた。


　咄嗟に抱だき止めた感想は「思ったよりも華きや奢しやだな」だった。


「玖流君、ひどいわ。足を引っ掛けるなんて」


「この期ごに及んで、人のせいにするな。素直に謝るか礼を言え。ったく、俺おれに対してはいつもそれだ」


「あら、皆と平等に接して欲しかったの？」


「別に」


「せっかく特別に扱ってあげているのに」


「いま扱うって言っただろ」


「細かい男は嫌きらわれるわよ」


「ああ、結構」


「他ほかの女の子にはね」


「…………」


「そこは『お前はどうなんだ？』って聞くところじゃないの？」


「別に聞くまでもない」


「あら、自信家ね」


「聞く必要がないってことだよ」


「結構意識しているくせに」


　と、美み古こ都とは頰ほおが当たっている玖く流りゆうの左胸をトントンと指で叩たたいた。


　いくら玖流といえど、平静を装うことはできても鼓こ動どうばかりは隠かくせない。
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「玖流君らしいわ」


　美古都の声にいつものからかいを含んだ笑みが戻ったような気がした。


「そういうお前は、らしくないな」


「それはどういう意味かしら？　私が苦にが手てなものがない冷れい血けつ漢かんとでも言いたいわけ？　それとも私には何かを怖こわがるようなか弱さが似合わないとでも言いたいわけ？」


　凄すごむ口く調ちようにも怖さはない。


　暗くら闇やみが苦手だなどという弱点のおかげで、先ほどまでの張り詰めた空気などどこかへ行ってしまった。


　だから玖流も何気なく返した。


「そのままの意味だよ。昔は暗いところがむしろ好きなほうだっただろう」


　まだ交流が残っていた頃、かくれんぼをしたことがある。


　美み古こ都とは暗く狭せまい場所でも平気で隠かくれていた。スナオなどは自分がついていても泣きべそをかいていた。大人おとなになって暗いところが平気になることはあっても、苦にが手てになることがあるのだろうか。


「ただ変わっただけよ」


　美古都はぽつりとそんなことを言った。


　過去を懐なつかしむような感情はそこになかった。


　昔話は必ず花が咲くというわけではない。二人にとっては花がしぼむ、あるいは散るものなのだろう。


　他た愛わいない悪戯いたずらは終わりといわんばかりに、玖く流りゆうと美古都は距離を取った。


「電話を掛けてみる。少し静かにしてくれ」


「電池がないんじゃないの？」


「しばらく電源を切っていれば、少しだけ復活するもんだ。一回掛けるくらいはできるだろう」


　玖流は美古都の番号に電話を掛けようと、携帯電話の電源を入れようとし、





　…………。





　それより早く、別の音が聞こえた気がした。


「玖流君？」


「少し黙だまっていてくれ」


「味を占しめて嫌いやがらせをしようとしているようなら……」


「そんなんじゃない」


「じゃあ、暗くら闇やみに乗じて私を襲おそおうとでも言うの？」


「いいから、黙れ」


　音ぐらいするだろうと、あまり気にも留めていなかったが、完全な暗闇になったがゆえに、音にのみ意識が向けられた。


　何の音なのだろうかと。


　玖流は全神経を聴ちよう覚かくに集中させた。仕方なく美古都も物音を一つ立てないように押し黙る。


「…………」


　どこか遠くから届いているような気がする。


　どこからしている音なのだろうか。


　視覚に比べて、聴覚はなんとも頼りない。


　それでも音のするであろう方向に耳を傾け、意識を集中する。


　確かに遠くで唸うなるような音はしている。


「風、か？」


「そうかもしれないわね」


　だが、その音は宝ほう物もつ殿でんの外からではなく、奥から聞こえてくるような気がした。


「…………」


　玖く流りゆうは携帯電話のボタンを押して、明かりを取り戻した。美み古こ都との携帯電話に掛けて、その場所を特定する。


　美古都はすぐに電源を入れて、宝物殿を照らした。


　雑多な物に隠かくれて気づかなかったが、ぽっかりと入り口のようなものがそこにはあった。音は確かにそこから漏もれ聞こえているようだった。


「行くぞ」


「ええ」


　玖流と美古都は扉とびらを開き、奥へと進むことを選んだ。


「？」


　奥は建物ではなかった。壁も地面も岩いわ肌はだが見えていてまるで洞どう穴けつのようだった。通路と言うよりは舗ほ装そうされていない道だ。そこから外気が流れ込んできているのがわかる。宝物殿の大きさからして、この奥は裏山に通じているようにも思われた。


　玖流は洞穴の奥へと歩みを進める。


「登っているようね」


　洞穴は少し上り坂になっていて、まっすぐ立とうとすると後ろに転げてしまいそうだった。


　位置関係からしても、裏山の中を通る洞穴なのだろう。


「崩ほう落らくしないように願わないとね」


「誰に願うと言うんだ？」


「そう言うと思ったわ」


「だったらわざわざ言うな」


　どれほど進んだのだろうか。


　洞穴の奥に、ぽっかりと開く大きな穴が見えた。洞穴の中よりも少しだけ明るく見える。


　玖流と美古都は自然と足を早め、洞穴の終しゆう焉えんを迎えた。


　洞穴を抜けると、そこには開けた空間があった。洞穴自体は登りであったが、そこは平地となっていた。視界には空が見え、外へとつながっていた。


　うめき声にも似た風の音の出で所どころはここだったのだ。


「そういうカラクリか」


　まさか宝物殿が外へと続いているとは予想もしていなかった。


　そして宝物殿の奥の洞穴を抜けたところは、先日玖流と美古都が訪れた裏山の頂上への石段付近だった。


「時間は？」


「え？」


「いま、何時だ？」


　携帯電話の電源が切れてしまったため、時計を持たない玖く流りゆうに時間を確かめるすべはない。


「二十一時くらいよ」


「二十一時何分だ？」


「十分だけれど、どうかしたの？」


　思った以上に細かく聞かれ、美み古こ都とは怪け訝げんな顔をする。


「いや……。随ずい分ぶん早いな、と思っただけだ」


「そう？　充分遅いと思うけど。いい加減に戻らないといけないわね」


「……ああ、皆に気づかれると厄やつ介かいか」


　そう思った矢先、何か物音が聞こえた。宝ほう物もつ殿でんで聞こえていた風の音ではない。もっと別の音だ。


　玖流は耳をそばだてる。美古都も何かを感じ、口を閉ざす。


　さわさわと草木を揺らす風の音の中に、ゴトッと何かを動かす音が聞こえた。


　玖流と美古都は顔を見合わせる。


　何の音だろうか。二人は音のした方へと注意を払はらいながら、石段を登っていく。


　ゴツッと何か固い物がぶつかるような音がする。


　一歩近づく。


　ゴツッゴツッと、連続して固い物がぶつかるような音がする。


　さらに一歩。


　今度は、バキッと何かが割れるような乾かわいた音がする。


　さらに一歩。


　今度は、ぐしゃりと何かが潰つぶれるような鈍にぶい音がする。


　不ぶ気き味みな音は、二人を誘さそうように繰くり返される。


　ここだと。早く来いと。


　さらに一歩。


　と、不意に音が止やんだ。


　音がしたのは目の前だと直感した。


　玖流と美古都は、草木の陰からそっと向こうを覗のぞき込む。


　再び、ゴツッと音がした。


　何かの影が蠢うごめいていた。


　何かを振り上げ、何かを叩たたき落とすような動き。


　繰くり返し、繰り返し。


　と、音の中に紛まぎれ込む。


「…………」


　それは今までの音よりも、よほど胸の悪くなる音だった。いや、声だった。


「…………せいだ」


　その影は両手で摑つかむほどの大きさの石を持ち上げ、叩たたき落としていた。


　固い物がぶつかる音、何かが割れる音、何かが潰つぶれる音。


　終わらない。


　その影は石を叩き落す。


　何度も何度も。狂ったように。……怒り狂ったように。


「……のせいだ」


　声は、次第にはっきりとしていった。


「……花かのせいだ」


　誰かの名を口にしていた。


「……実み花かのせいだ」


　今度はそうはっきり聞こえた。


　明確な声は、一層の怒りを以もつて、石に込められる。


　石は何度目かの殴おう打だにより、そこにあったものをばらばらに壊こわしていた。


　月明かりが雲間から覗のぞき、彼女が殴なぐり続けていたものがはっきりと見えた。


　それは、あの古びた本ほん殿でんだった。


「榛はる名なさん！」


　それが誰か理解したとき、美み古こ都とが思わず叫んでいた。


　飛び出した美古都は濡ぬれることも厭いとわず泉を渡って、榛名の腕うでを摑つかむ。手にしていた石が落ち、泉に沈んでいく。


　石を持って社やしろを殴なぐった手は、擦すり切れ、あるいは木に傷つけられ、血だらけだった。だが榛名は空くう手しゆになっても動きだけ止めず、まだ社を殴り続けようとした。
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「離して！　離せ！　実花が！　実花が……剛たけ司しを！　剛司は実花に道連れにされたんだ！　実花のせいだ！　皆も……、皆だって……、全部全部実花のせいだ！」


　わぁっと榛名は泣き崩くずれた。


「どうして、全すべてが宮みや下したのせいだと思うんだ？」


　泣き続けてしばし、落ち着くのを待って玖く流りゆうはそう問いかけた。


「……あのおまじない、本当は実花から聞いたのよ」


「！」


　皆は榛名が広めたと言っていたが、その榛名も聞いた側の人間だった。しかもこのおまじないを教えたのは、初めに自ら命を落とした少女の名だった。


「たぶん、実花は知ってたんだ。これが縁えん結むすびのおまじないなんかじゃないってことを……。そしてこうなるって知ってたんだ。だから自殺なんて真ま似ねをしたんだ。あたしたちを道連れにするために……！」


　玖く流りゆうと美み古こ都とは顔を見合わせた。


「こうなるとわかっていたって言うからには、そうする理由が思い当たるんだな？」


　玖流は榛はる名なに再び問いただした。


「……知ってるでしょ？　実み花かが勝かつ俣またと付き合ってたってこと」


「ああ」


「あたしはそれをやめるように言ってたのよ。そんなのよくないって。あの子のためを思って。もし別れないなら友達の縁えんを切るって言っても、聞く耳を持たなかった」


　宮みや下したの、あの大人おとなしそうな性格にそんな強さが秘められているとは想像もしなかった。


　榛名が一いつ瞬しゆん言い淀よどむが、続ける。


「知ってる？　本当はこの体験修行の引いん率そつも勝俣じゃなかったんだ。でもさ、あいつ替わってもらったんだって。実花が参加するって知ったからよ」


　玖流が美古都に目め配くばせすると、彼女は小さく頷うなずいた。どうやら引率が勝俣でなかったことは本当のようだ。


「あたしたちは当日まで知らなかったから、初日の掃そう除じのときにあの子を問いただした。あの子は知らないって言ってた」


　初日の掃そう除じのときに宝ほう物もつ殿でんのほうで声がしたのはそういうことだったのだろう。確かに人に聞かせられるような内容ではない。


「ただ実み花かが誰を好きなのかって知っているのはあたしだけで、剛たけ司しは知らなかったのね。彼が知っていたのは、あたしが反対なのと、この修行にその人がいるってことだけ」


　だから近こん藤どうはスナオのことを気にしていたのかと、玖く流りゆうは夜のことを思い出した。


「あの日の夜、縁えん結むすびのおまじないをするために拝はい殿でんに行ったときに、宝物殿のほうから音がしたの。神かん主ぬしさんだったらまずいって、あたしが剛司たちと様子を見に行ったら、実花と勝かつ俣またが……宝物殿から出てくるところに出くわしちゃったの」


　榛はる名なは嘲あざけりを含んだように鼻を鳴らす。


「そんなところで何してんだって感じよね。立入禁止が聞いて呆あきれるわよ。あたしだけじゃない。剛司なんて完全にキレちゃって。掃除のときは剛司も実花のことを応援するって言ってた。むしろ反対していたあたしを説得しようとすらしていた。剛司は実花のことが好きだったから、随ずい分ぶん無理してたんだと思う」


　近藤としては、同じ生徒であればまだ許せたのかもしれない。


「本当は最初から言っておけばよかったのかもしれない。でも実花にも秘密にしてほしいって言われたから、言えなかった。剛司は勝俣のことを学校中にばらすって脅おどしたんだ。実花が違うのって必死に言い訳してたけど、剛司は聞く耳を持たなかった。それで実花があたしに助けを求めるように見た。でも……」


　榛名は唇くちびるを嚙かんだ。


「あたしはそれを無視した。……ううん。剛司の味方をしたの。勝俣を脅すのに乗っかったの。そしたらあの子、その場から走り去った。あたし、あの子のことを追えなかった。たぶんあの子にはわかったんだろうね。あたしが剛司に嫌きらわれたくないから、そうしたんだって」


　榛名は、宮下よりも近藤を取ったのだ。


「宮下はそのときどこに行ったんだ？」


　玖流が一つ問う。


「……宿泊所のほうだった」


「裏山に入っていった姿は見ていないんだな？」


「うん。宿泊所だと帰ってきたあたしたちと顔を合わせることになるだろうから、途と中ちゆうで迂う回かいして裏山のほうに行ったんじゃないかな。たぶんあの後、ここでおまじないをした後に自殺したんだと思う」


「どうしてだ？」


「縁結びのおまじないは、御ご神しん体たいって言うの？　その前でやったほうがいいって言ってたから。裏山を登る時間なんてなかったから、あたしたちは拝殿で済ませたんだけど」


　宮下は御神体のことまで知っていたということか。


　おまじないにしては、御ご神しん体たいのことまで条件に入れるのは手が込みすぎているような気がする。ただのおまじないであるなら、そこまでシビアにはしないはずだ。実際、榛はる名なたちは拝はい殿でんの前で済ませている。


　さらに宝ほう物もつ殿でんの中にいたということは、今自分たちが通ってきた洞どう穴けつの存在も知っていたかもしれない。


「でも、こんなのってないと思う。剛たけ司しは何も悪くないのに。道連れにするなんて……」


「なぜ、宮みや下したが近こん藤どうを道連れにしたと思ったんだ？」


　きっかけは何からか。ただの転落死でそこまで思うだろうか。


「あの屋根の上で、近藤が宮下を見たからか？」


「！」


　榛名がはっと顔を上げる。玖く流りゆうが近藤を助けるために屋根に登ったのを知っている。あのとき近藤の近くにいたのは玖流だ。


「玖流。あんたも……」


「俺おれは近藤のほうを見ていたからわからないが、近藤が宮下の名を呼んだのは聞いた」


「そう！　そうなの！　剛司が屋根にいるときに言ったの。誰もいないはずの目の前を見て、宮下って。それで引っ張られるみたいに屋根から落ちたの。足なんて滑すべらせていなかった！」


「それを喜き多たに言ったか？」


　榛名は頷うなずいた。


　おまじないを失敗したときに起きる良くないことが、好きな人に道連れにされることだとは最初は誰も知らなかった。初めに口にしたのは、栗くり山やまの死後に喜多がそう言ったからだ。


　栗山の死の状況を見ていないから詳くわしいことはわからないが、少なくとも矢や島じまは道連れにされたようには見えなかった。それにしては喜多があまりにもそれを信じすぎているように思えたのだ。


「だから、実み花かが剛司を連れて行ったの。道連れにしたのよ！　あいつが……あいつが……！」


　呟つぶやきながら、榛名の怒りが再燃した。


　榛名は狂ったように叫び、今度は壊こわした社やしろを踏ふみつけた。近藤を失ったやり場のない怒りをぶつけるように、宮下を罵ののしり、怒りを吐はき出し続けた。


「返せ、剛司を返せ！」


　玖流はそれを見み据すえ、静かに告げた。


「それで、お前も見たんだな？」


「──え？」


　すぅっと榛名の顔から血の気が引いたように見えた。


「橋の上で、見たんだろ？」


「…………」


「お前が急に暴れ出したと思っている奴やつもいる。だが、お前が何かから逃げようとしたと言っている奴もいた。お前も見たんだろ？」


　だが、榛はる名なはかぶりを振った。


「……見てない」


　玖く流りゆうとしては確認作業でしかなかったが、榛名はそれを認めないというように、必死になってかぶりを振った。


　無理もない。


　それを見たということは、死に引きずり込まれる一歩手前だということだ。


　信じたくないのだろう。


　見間違いだと思っているのだろう。


　だが、意味などない。


　縁えんを結んだのは、自分が一番よく知っているのだから。


　と、そのとき草陰から何かが飛び出してきた。


　虚きよを突つかれ、玖流たちはそれに反応することができなかった。


　飛び出してきた何かはそのままドンッと榛名にぶつかって動きが止まった。


「……え？」


　ぶつかられた榛名自身も何が起きたか理解できていなかった。


　唯ただ一人、それが何か気づいた美み古こ都とが驚いたようにぽつりと言った。


「……勝かつ俣また先生」


　名を呼ばれて、勝俣はふらふらと榛名から離れる。その手には刃物が握にぎられていた。


「！」


　玖流が驚いて視線を榛名に戻す。榛名自身も驚きよう愕がくした顔のまま自分の体を見やる。その脇わき腹ばら付近の服が裂さけ、血が滲にじんでいた。


　玖流と美古都が同時に動く。


　玖流は勝俣、美古都は榛名の元へ。


「何てことを……！」


　玖流は勝俣の手から血の付いたナイフをもぎ取って投げ捨て、そのまま地面に押し倒すようにして動きを封じる。


　美古都は腰こしが抜けたかのように、へたり込む榛名の元へ行き、傷の具合を確認する。


「……は、はは」


　玖流に押さえ込まれた勝俣は、それでもどこか満足げな笑みを浮かべた。


「やった……やってやったぞ……」


　勝俣の目はすでに正気のそれではなかった。


「自じ業ごう自じ得とくだ。当然の報むくいだ。お前の、お前たちのせいで、俺おれの人生は滅め茶ちや苦く茶ちやだ！　お前たちさえ何もしなければ！」


「美み古こ都と、榛はる名なは……？」


　玖く流りゆうは勝かつ俣またの妄もう言げんには取り合わず、美古都に尋たずねる。


「……平気よ。刺ささっていない。切られただけ。傷は浅いわ」


　榛名の傷口にハンカチを当てながら、美古都は冷静に言った。どうやら腹を刺されたように見えたが、脇わき腹ばらに逸それていたらしい。暗かったことが幸いしたのだろう。だが一歩間違えば、大変なことになっていた。


　と、榛名がふらっと立ち上がる。彼女はゆっくりと玖流が押さえている勝俣の前にやってくる。


「誰のせいだって？」


　その目は先ほど社やしろに向けられていた怒りのそれに戻っていた。


「あんたのせいだろうが！」


　榛名が勝俣の顔面を蹴なぐりつける。容よう赦しやない蹴けりに、勝俣の口から白い小さな塊かたまりが飛び出す。歯が折れたのだろう。


「あんたが実み花かを唆そそのかさなければ……！」


　榛名は転がっていたナイフを拾い上げ、振りかぶる。


「待て、榛名！」


　玖流が勝俣から手を離して今度は榛名を止めに掛かるが、榛名は自ら我に返ったように、ナイフを止める。


　勝俣は自由になった隙すきをつき、その場から逃げ出す。


　だが逃げたほうが悪かった。


　勝俣が逃げ出したのは崖がけのほうであり、この暗くら闇やみで足元ははっきりしていなかった。


「わぁぁっ！」


　勝俣の悲鳴が聞こえ、その姿が視界から消える。


「先生！」


　と、それを見て真っ先に駆かけ出したのは、榛名だった。玖流と美古都は一いつ瞬しゆん顔を見合わせるが、すぐにその後を追う。


「た、助けて……」


　見れば、勝俣は崖の壁面から伸のびた枝に、上う手まい具合に引っ掛かっていた。一歩間違えば、崖下までまっさかさまだっただろう。


　玖流は、美古都と榛名と協力し、三人がかりで何とか勝俣を引き上げることに成功する。


　勝俣は精せいも根こんも尽つき果てたか仰あお向むけになって、動かなくなった。


「よく助けに走ったわね」


　美古都が、肩かたで息をしながら榛名を褒ほめ称える。自分を殺そうとした相手を真っ先に助けにいった行動を評価してのことだ。


　だが榛はる名なは不ま味ずいものを口に含んだ後のように、目を逸そらして吐はき捨てる。


「別に、誰が好き好んでこんな奴やつ……」


　その様子は決して彼を守りたくて守ったようには見えなかった。咄とつ嗟さだった、という感じでもない。


　玖く流りゆうは考えがまとまらないまでも何か問いを発しようとしたとき、崖がけ付近に立っていた榛名の体が、がくんっと一いつ瞬しゆん揺れた。崖の上に乗っていた足がいつの間にか宙の上に移動していた。


　榛名自身が崖のほうへとジャンプしたようにも見えた。あるいは、何かに両足を引っ張られたかのようにも見えた。


　足場を失った体は、まるでスローモーションのように足、膝ひざ、腰こし、胸の順に崖下へと消えていく。榛名は手を伸のばすが摑むものなどありはしない。


　榛名の驚きよう愕がくに満ちた顔が見えなくなったとき、


「榛名！」


　玖く流りゆうが身を投げ出して、崖へと手を伸ばした。その手が榛名の背中の服を間かん一いつ髪ぱつ摑つかむ。必死に伸ばした榛名の手も地面に引っ掛かり、その手を美み古こ都とが押さえる。


　玖流は四し肢しを踏ん張り、榛名の体と共に自分の体を支える。


　ずずっと、体が地面を滑すべっていく。


「榛名！　暴れるな！」


　パニックになっているのか、榛名は足を前後に振り回す。その反動で少しずつ玖流の体が崖下へと引っ張り込まれる。


　地面との摩ま擦さつや、地面の凹おう凸とつにかろうじて引っ掛けている爪つま先さきがはずれれば、あっという間に崖下に転落してしまうだろう。


「ぐっ……」


　声を出すだけでも力が抜けそうで、玖流は耐えるしかできなくなる。


「……せ！」


　と、代わって榛名の声が聞こえる。


「……離せ！」


　玖流はその言葉に榛名を見る。


　榛名は自分の身を犠ぎ牲せいにし、玖流に向かってそう言っている──わけではなかった。


　榛名は崖下のほうを見やり、叫んでいた。足も闇やみ雲くもに動かしているように見え、何かを蹴けり飛ばそうとしているかのように見えた。


　離せ。そう何度も言って、彼女は足元の空を何度も蹴っていた。


　玖流には見えない。


　だが暗くら闇やみのせいではない。


　彼女には見えていた。


　彼女には自分の足を摑つかみ、崖がけ下したへと引きずり込もうとしている何かが見えていた。


　彼女の足元は空中だ。誰かがいるはずもない。


　それでも彼女は何かを引き剝はがそうと、必死に足を蹴けっていた。


　その度たびに、ずずっと体が榛はる名なに引っ張られ、崖下へと近づいていく。美み古こ都との力では足りない。


　もう、ダメか……。


　そう玖く流りゆうが覚かく悟ごしたとき、ぐいっと玖流の上から榛名の体を引き上げる強い力があった。


　一気に榛名は崖の上へ引き上げられ、一命を取り留める。


「はあはあはあ」


　玖流は両手足を地面につき、肩かたで息をする。


「だいじょうぶかい？」


　頭の上から声を掛けられ、玖流は顔を上げる。


　手を貸してくれたのは勝かつ俣まただと思っていた。


　だが、違った。


　そこに立っていたのは、何度かこの神社にやってきていた刑けい事じだった。





「さて、取調べを始めるよ」


　あの後、玖流たちは刑事の指示で宝ほう物もつ殿でんを出て、宿泊所のある一室に隔かく離りされることとなった。


　榛名を襲おそった勝俣は危険とみなされ、外から鍵かぎが掛かる宝物殿に隔かく離りされている。裏山へ抜けられないよう拘こう束そくもされてのことだ。


　榛名、美古都は玖流の前に事情聴ちよう取しゆをされ、玖流は交代ですぐに来るように言われていたので、彼女が何を聞かれたか、話をする間もなかった。注意くらいで済むといいのだが。


　椅い子すを指し示され、玖流は無言で座る。


「不法侵しん入にゆうと器物損そん壊かい」


　刑事が唐とう突とつに言った。


「君の罪状だよ」


「本ほん殿でんの器物損壊は俺おれではないですけどね」


　玖流は物もの怖おじせずに言い返す。それを聞いて、刑事は声を上げて笑った。


「君たちは肝きもが据すわっているね。大体の人は黙だまってしまうものなのだけどね」


　君たち、というからにはどちらかは同じように即答したのだろう。誰かは想像がつくが。


「一応、覚かく悟ごの上でしたから」


　不法侵入については認めている。何を言ったところで、弁明になりはしない。


「それでも、だよ。しかし驚いたね。五人もだよ。最初は教師と生徒の悲恋話で終わるかと思ったのにね。君はもちろん知っていただろう？」


　刑けい事じは玖く流りゆうの様子を見て、そう言った。


「もちろんとはどういう意味ですか？」


「別に。ただ色々知っていそうだな、と思っただけだよ。他ほかの人も何人か知っていたしね。さて、そんな君にちょっと聞いてみたいんだが、この連続死亡事故をどう思う？」


「どう、とは？」


　宝ほう物もつ殿でんへの不法侵しん入にゆうと本ほん殿でんの器物損そん壊かいについて、深く追及する気はないらしい。


「何でもいいよ」


「不幸な事故だと思っています」


「へー、事故」


「宮みや下したさんは自殺だと思っていますが」


「でもおまじないや死んだ生徒の呪のろいだとか、縁えん結むすびの神様の罰ばちだとか祟たたりだとかいう話もしたんだろう？　君が供く養ようだとか神様に懺ざん悔げをしようだとか言ったそうじゃないか？」


「そういう考えの人間もいたから納得させるためにしただけです。俺おれ自身はそういうのは信じていません」


「なるほど」


　刑事は納得したようにうなずいた。


「まさか、刑事のあなたが本当にそんな話を信じているわけじゃありませんよね？」


「おかしいかい？」


「話になりませんね」


「まあ、そう言うなよ。ただ事故にしては立て続けに起こりすぎている。神様の祟りだとか、幽ゆう霊れいの呪いだとか考えてしまっても不思議じゃないだろ？」


「考えるのは自由ですが、そんな話に付き合わされるこっちはいい迷めい惑わくです」


「でも君たちの考えには考えさせられたんだよ。縁結びの神様におまじないをしたから、縁を結んだ人間が道連れになって死んでいく。なるほど状況的には辻つじ褄つまが合う」


　これ見よがしに拒きよ絶ぜつをしてみたが、刑事は話をやめる気はなさそうだった。御み厨くりやといい話を聞かない奴やつが多すぎる。


「状況証しよう拠こから謎なぞを解くにしても、突とつ拍ぴよう子しがなさ過ぎますね」


「確かにね。けれど、この神社にはきな臭くさい噂うわさがある。君も聞いたんだろ。死んだ喜き多た君だっけ？　彼からさ」


「……聞きましたけどね。こんなことが起きたから、噂話を後あと付づけしたんじゃないですか？」


「火のないところに煙けむりは立たずと言うじゃないか」


「あえて何もないところに火をつければ煙だって立ちます」


「じゃあ、君は本当にこの件が事故だと思っているわけだね？」


「普通の考えだと思いますが？」


「普通かな？　これだけ不可思議なことが起きているのに、なぜそこだけ現実的なのかな？」


「あいにくと俺おれは常に現実的なことしか考えていませんよ。宮みや下したさんは自殺、他ほかの人も不幸な事故だと思っています」


「それが一番不可解なんだよ」


　刑けい事じがその笑みを初めて消す。


「不可解なことを不可解だと思わない。それが一番不可解なことなんだ」


「…………」


「どれほど現実的に考えても、人は非現実的なことから頭を切り離せない。神様の祟たたり、おまじないの呪のろい、幽ゆう霊れいの存在、何だっていい。不可思議なことが起きたら、そんなことを考えてしまう。ありえないと頭では思っても、もしかしたらと疑ってしまう。皆、そう考える。実際に他の生徒にも少し話を聞いたけれど、そういう考えを少なからず口にした。だが君だけだ。君だけが、わずかもその考えを示さなかった。頑かたくなに、異常なほどに、現実的な話にこだわる。それはね、君が誰よりもそういうものの仕し業わざだと思っているからなんだよ」


「勝手に決め付けないでほしいですね。俺が筋すじ金がね入いりのリアリストなだけですよ」


「本当に筋金入りだ。じゃあ、少し話題を変えよう」


　刑事は何か考えるそぶりを見せて、問う。


「君は宮下さんの死についてはどう考える？」


　何が話題を変えるだ。玖く流りゆうが表情一つ変えず、内心では悪あく態たいをついて答える。


「だから自殺、でしょう？」


「どうしてそう考えるのかな？」


「何も聞いていませんか？」


「質問しているのは僕だよ。話を進めたいなら答えてくれないかな？」


「わかりました。友人の名を出すのは少し気が引けますが、識しき読よみさんから宮下さんが恋愛について非常に悩んでいると聞きました。それに御み厨くりや君からも、宮下さんが勝かつ俣また先生とお付き合いをしていることも聞きました。近こん藤どう君と榛はる名なさんたちがそれを知って、脅きよう迫はくじみたことをしたということも。それで勝俣先生と宮下さんは別れてしまった。宮下さんはそれを苦に自殺した。遺い書しよがないのも、先生とのことがあって何も書けなかったからだと思っています」


「そうかー。そういう考えか」


「はい。何かおかしいことでも？」


「あるね」


　刑事は断言した。


「君はあの現場を見て何も感じなかったかい？」


　玖く流りゆうに意見を促うながす。まるで値踏みされているかのように、居い心ごこ地ちの悪さを感じる。


「……どうやって神社の屋根に登ったのかとは、思いました」


「そうだね。おそらく木を登って飛び移るくらいしか術すべがない。どうせ飛び降りるなら、宿泊所のほうが簡単だ」


　それは御み厨くりやとも話をしていた。


「でもそれは大したことじゃない。それしかないのなら、きっとそうなのだろうと思える。女の子が木を登れないなんて決め付けることはできないし、今となっては確認のしようもない」


「そうですね」


「だから、僕ぼくが聞いているのはそれじゃない」


　他ほかに何も感じなかったのかと、刑けい事じは追及している。遺い書しよがなかったとか、靴くつを履はいたままだったとか、そんなレベルの話でもないだろう。


　で、あるならば──


「……他にはありませんね」


　玖流はかぶりを振った。


「それはね、死んだ場所だよ」


　刑事は玖流を見み据すえたまま、そう回答を示した。


「彼女はどこで死んでいた？」


「神社の庭です」


「庭の、どこだい？」


「…………」


「どこだい？　第一発見者の玖流君？」


「……庭の、真ん中付近です」


　そう表現する他なかった。


「そうだ。宮みや下したさんが死んでいた場所は、神社の庭の真ん中だった。その近くに、飛び降り自殺ができるような木や建造物はなかった」


　唯一可能性があるのは、十数メートル先にある拝はい殿でんの屋根だけだ。


　だから、そこから飛び降りたと見なすのが普通だった。


　だが、距離にして十数メートル。飛び降りて落ちる場所ではない。


　確かに屋根から助走をつけて思い切り飛び出せば、届かない距離ではない。だが運動の不得意な女子が簡単に届く距離とは思えない。それ以前に、自殺をするのに助走をつけて思い切り飛び出すことなどできるのだろうか。いや、なぜそうする必要があったのか。ただ死ぬだけであれば飛び降りるだけでいい。神社の近くに落ちたっていいはずだ。


　だが、そうではなかった。彼女が倒れていたのは、拝殿から十数メートルも離れた、庭の真ん中だった。


「飛び降り自殺をする人間が、助走をつけて飛んだりするものかな？」


「……それしか考えられないなら、そうなんじゃないですか？」


　だが、玖く流りゆうはそんな考えを口にしなかった。


「でも助走をつけて飛んだのなら、不可解な点がまだあると思わないかい？」


「さあ、彼女が死んだ場所の不可解さすら気づかなかった俺おれには、わかりませんね」


「地面に滑すべるような跡あとがなかったんだよ」


　助走をつけて飛び降りたのなら、勢いがついて地面を滑るはずだ。だが目の前の地面に、その痕こん跡せきはなかった。


「つまり、真上から落ちたかのようだったわけだ」


「……それしか考えられないなら、そうなんじゃないですか？」


「ありえないね」


　繰くり返す玖流に、刑けい事じが断言した。


「それをするには、空から飛んで墜つい落らく死ししなければならない。彼女はあの日飛行機やヘリコプターで空を飛んでいたのかな？　それもありえないね。だってその日の飛行記録は何もない。じゃあ、何か？　ＵＦＯに連れて行かれる途と中ちゆうに落とされたのかな？　それはすごい。世紀の大発見だ。でもそんなこともありえない。じゃあ、もうこう考えるしかないわけだ」


　刑事はずいっと身を乗り出して、言った。


「神かみ降おろしの儀ぎ式しきを行って、天あま降おり姫ひめの神かみに願いを叶かなえてもらったとしかね」


「…………」


　なんてね、と笑うかと思ったが、刑事は笑みを浮かべてはいたものの、その目は真剣そのものだった。


　どうやらこの刑事は最初からこの手の話に精通しているようだった。確かに今となっては神社の安全面を問うという理由だけで神かん主ぬしを警察に連行したのは不可解だ。こうして一人で現場に来ていることもそうだ。


　完全にノーマークだった。どこまでこの刑事は知っているのだろうか。


「……あなたは何者なんですか？」


　最初は単なる若い刑事に見えていた彼が、今となっては不ぶ気き味みに思えてくる。


「ただの刑事だよ」


　刑事は飄ひよう々ひようとそう答えるだけだった。


　だが、この状況で何でもないことのようにそう答えられること自体、ただの刑事ではなかった。
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「ただの刑事が、そんな突とつ拍ぴよう子しもないことを言うとは思えませんね。それとも、日本の警察にはそういうオカルトを調べる部署でもあったりするんですか？」


「ないない。そんなテレビみたいな特とく殊しゆ機関なんてないよ。これは僕ぼく個人の趣味みたいなものだよ。で、もう一度質問だ。宮みや下したさんの死に不可解な部分はないかな？」


「今の話がもっとも不可解ですね」


「そうかな？　僕ぼくはもっと不可解な部分があると思うね」


「ぜひ教えていただきたいですね」


「今回の事件。僕にとっては不可解なことだらけでね、少しだけ参加者の素す性じようを調べさせてもらった。そして出てきたのは識しき読よみ神社の関係者の君たちだ。識読家のお手伝いの古株さんに話も聞かせてもらっている。君が昔何をしたかということもね。もっともその人自身はその意味がよくわかっていなかったようだがね」


　さすがに日本の警察は優秀だ。そんなことまで手しゆ中ちゆうに収められているとは思わなかった。


「さて、君たちは御ご神しん体たいの意味も、神かみ降おろしの儀ぎ式しきすらも知っている。天あま降おり姫ひめの神かみの逸いつ話わも、裏山にある本ほん殿でんのことも御神体のことも神かん主ぬしから聞いて知っている。宮下さんが自殺する直前に裏山に行っていたこともすでに僕が教えてある」


　宮下が裏山にいたのを教えたことは、全すべて彼の手の内だったようだ。宝ほう物もつ殿でんの鍵かぎを開けていたのも、もしかしたら彼かもしれない。


　いったいいつから疑われていたのだろうか。


　宮下の自殺が不可解だと思った時点だというのなら、ずっと泳がされていたと言える。


「さあ、これだけの条件が揃そろっていて、どうして彼女が拝はい殿でんの屋根に登って自殺したなんて思うんだい？　宮みや下したさんの自殺について、他ほかの人の死について、なぜ天あま降おり姫ひめの神かみが関係していると思い至らない？　いいや、真っ先にそこを疑うべきだ。でも君は一言もそれを示し唆さしなかった。僕ぼくがあれほど餌えさを撒まいているというのに、頑かたくなに、現実的な話にこだわり続けた。なぜなのか？　それはもうあえて避さけているとしか思えないじゃないか！」


　すでに言い逃のがれができる状況ではない。


「……皆の死に天降姫神が関係していると思い至らないはずがないと仰おつしやいましたが、半分正解です」


　刑けい事じは相あい槌づちも打たずに続きを待つ。玖く流りゆうも気にせず、続ける。


「その可能性も頭にはあるというだけです。幼い頃から識しき読よみ家とは交流があるため、神のことや儀ぎ式しきのことも知っています。それが現実のものなのかはさておき、ここまで不可解なことが起きたのなら、頭に浮かばないほうがおかしい。あなたの言うとおりです」


「褒ほめても何もでないよ」


「宮下さんの死についても不可解には思いました。拝はい殿でんの屋根の高さはビルの三階程度です。その程度の高さから飛んであんなふうになるのか。もっと高いところから飛んだのではないか。でもそんな場所はどこにもない。……当然、天降姫神のことは頭をよぎりました。だがそれだけで、神の仕し業わざだとすることなどできない」


　玖く流りゆうは未いまだ否定する。


「この世界で起きている、自分に説明できない不可解なことを、確たる証しよう拠こもないのに全すべて神や超常現象のせいにするほど俺おれはうぬぼれていない。単に俺が知らないだけのことかもしれない」


「それはいい心がけだけだね。じゃあ、君の疑問をまず解消しようか？」


　刑事は質問を促うながした。


「まず動機です。普通に考えて縁えん結むすびの神に誰かの死を願うなんてあるはずがない。ましてや神かみ降おろしの儀ぎ式しきを行えるほどに神に精通しているなら、神にそぐわない願いをするとは思えない」


「でもそれは、その神のことをより知っているからこそ、こうなることがわかっていたとも言えるね。宮下さんは天降姫神に願いを叶かなえてもらえば、縁を結んだ相手が道連れになって死ぬことがわかっていた。だから皆におまじないを教え、自ら命を断った。彼女は先生との交際を皆から反対されていた。恨うらんでいても不思議はない。幼おさな馴な染じみたちの想いが向けられた相手も知っていた。そう考えれば、辻つじ褄つまは合うよね？」


「…………」


「それから？　それだけでありえないと思ったのかい？　だとしたら弱いね」


　玖く流りゆうは続ける。


「次に、時系列が合わない」


「ほう」


「俺おれは彼女が死ぬ前日、あるいは当日に裏山の天あま降おり姫ひめの神かみの本ほん殿でんに行きました。そのときある感覚を覚えました」


　刑けい事じがぴくりと眉まゆを引き上げた。


「神かみ降おろしの儀ぎ式しきが行われた、と考えました。……わかるんですよ。そういうものが」


「経験者は語るってことかい？」


「そうですね。あの感覚は経験した者にしかわからない」


　それは玖く流りゆうの持つ刑事に対するアドバンテージ。


「俺が裏山に登ってそれに遭そう遇ぐうしたのが確か夜の九時半頃。宮みや下したさんは夜の九時頃におまじないに行った榛はる名なさんたちに会っている」


「でも宮下さんはおまじないをせず、榛名さんと衝しよう突とつをして一足先にその場から出て行ったらしいね？」


「でも、俺のほうが明らかに先に裏山に入りました。彼女が俺を追い抜いたとは思えない」


「今もそう思っているのかな？」


「…………」


　確かにその時系列の問題を解決する術すべは先ほど知ってしまった。当然刑事も知っている。


「宝ほう物もつ殿でんの奥の通路は、裏山に続いている。所要時間は二十分弱。外から登っていった人間を追い抜くことは不可能じゃない」


「彼女がそれを知っていた保ほ証しようはない」


「知っていたよ、彼女は」


　刑事が即座に断言する。すでに調べられていた。


「実はね、勝かつ俣また先生と宮下さんが密会をしていたのは宝物殿のほうじゃない。宝物殿の中なんだ。勝俣先生が神かん主ぬしに許可をもらって鍵かぎを借りたんだ。文ぶん献けんに興味があるとか何とか言ってね。神主も教師になら貸してもいいと思ったんだろうね。それをこんなことに使うなんて罰ばち当あたりな教師だよ。ま、それはさておき、二人はそのときにあの洞どう穴けつを見つけたらしいよ。証言は勝俣先生から取ってある」


　返す言葉もない。


「それから？」


「…………」


「もう打ち止めかい？」


　あるにはあったが、ろくな答えにならなかった。少なくともこの刑事を納得させられるほどの答えはないし、逆に首を絞しめることにしかなりえない。


「思ったより、あっけないな。でも仕方ないか。この程度で論破されるようなことを本気で信じているわけじゃないよね？　誰よりも自分が信じていない答えを、他人に納得させるのは無理ってもんだ」


　あんたでなければ、難しくはない。玖く流りゆうは内心で吐はき捨てる。


「さて、これで疑問は解消した。僕ぼくの天あま降おり姫ひめの神かみ説を信じてもらえたと思っていいよね？」


　それは問いかけではなく、確認でしかなかった。


「じゃあ、今度はこちらの質問だ。もしも今回の連続死亡事故に犯人がいるとしたら、誰が犯人なのだろうね？」


「誰が犯人だというのなら、天降姫神が犯人なんじゃないですか？」


「投げやりな言い方だね。でも、そういうことじゃない。天降姫神が縁えんを結んだ相手を道連れにすると知っている人間がいたとしたら、それをうまく利用した人物がいた、なんて考えると面白くないかい？」


「まったく面白くはないですね」


「失礼。面白くはないね。けれど、その人物が誰かと考えたりはしないかな？」


「しませんね」


「誰だと思う？」


「考えないと言っているでしょう」


　刑けい事じは容よう赦しやなく、玖流が口にしなかった答えを言わせようとしている。


「こういうことに詳くわしい人物、でないとダメだよね。普通の人は神様に願うことは知っていても、神様に願いを叶かなえさせる方法は知らない。そういうことに詳しい人物でないとダメだ」


「宮みや下したさん自身が知っていたのでは？　彼女はこの手のおまじないなどに詳しかったそうですしね」


　苦し紛まぎれの一言は、一笑に付された。


「そんなことは思っていないくせに」


「……なら、神に精通している神かん主ぬしさんが一番そうなんじゃないですか？」


「彼はシロだったよ」


　この刑事は、すでに神主を洗っていたということか。時間稼かせぎにもならない。


「彼は雇やとわれ神主。何も知らない。神かみ降おろしの儀ぎ式しきの方法もね。おまじないの噂うわさは知っていたけど、むしろ好意的に受け取っていたよ。それを機にカップルができたら、この神社のおかげって学生さんの間に噂になるかもって期待したらしい。神主が一番罰ばち当あたりだなんて笑えないね」


「…………」


「じゃあ、誰だろう？　勝かつ俣また先生かな？」


「…………」


「知らなかっただろうね」


「…………」


「じゃあ、他ほかに誰が知っていたんだろうね？」


「……いい加減、回りくどい言い方はやめたらどうですか？　俺おれだと言いたいのなら、そう言えばいい」


　玖く流りゆうは刑けい事じを精一杯睨にらみつけた。だがそんな視線など簡単に受け流された。


「違う違う。何でそうなるかな。それともわざとかい？　もしもそうだと思っていたなら君にこんな話はしないだろ？」


　自分を犯人だと思っていないのなら、なぜ自分にこんな話をするのか。


　刑事が玖流に誰を犯人だと言わせたいのか、玖流に理解できないはずはなかった。


「そこで君が頑かたくななまでに天あま降おり姫ひめの神かみを認めなかった理由がわかるわけだ。ここまではっきりしているのに、君はなぜ天降姫神の仕し業わざという考えをここまで避さける必要があるのか。それは宮みや下したさんが願いを叶かなえたと認めたくなかったからだ。ではなぜ宮下さんが願いを叶えたと認めたくなかったか？　それは彼女一人では到底神かみ降おろしの儀ぎ式しきを行えないと思っていたからだ。では彼女一人ではないのであれば、誰が手を貸したのか？　誰が彼女にそれを教えたのか。考えられるのは一つだ」


「……あいつは何もしていない」


　根負けなのだろう。どこかでこのままでは埒らちが明かないと思わされた。切り札のカードを一枚めくらされた気分だった。だが、それを口にしたときの刑事の顔を見て、玖流は顔をわずかに歪ゆがめる。


　強きよう者しやが弱者をいたぶるという場面で、自分が弱者の側に立つなどと、玖流は考えたこともなかった。


「そう。その人物は君がかばうに足る人物だったからだ」


「…………」


　玖流はそこで驚いたような表情になった。表情に出てしまうほどに驚いてしまった。


　刑事に指し摘てきされて、初めて気づいたからだ。


　刑事がこれみよがしに語った宮下の自殺の不可解な点などすでに思い至っていた。刑事に泳がされていたことは想定していなかったが、顔に出るほどの驚きはなかった。


　だが、今のは別だった。


　完全に虚きよを突つかれた。これほどまでに重大なことに、他人に指摘されて初めて気がついた。


　だが今となっては合が点てんが行く。


　なぜ正面から彼女に問いたださなかったのかということが。


　別に彼女との会話を楽しんでいたわけではなかった。


　それならば聞けばよかったのだ。


　この一連の事件はお前の仕業か、と。


　そこまで直接的でなくてもいい。


　唯ただ一つ残された疑問を聞けばよかったのだ。


　あのとき裏山で行っていたのは神かみ降おろしの儀ぎ式しきなのか、と。


　それで全すべての謎なぞが解けたはずだった。


　それをしなかったのは、疑惑から──自分自身に生まれた彼女への疑惑から、彼女を庇かばっていたことに他ほかならなかった。





　俺おれはあいつが犯人でなければいいと思っていたのか……？





　朴ぼく念ねん仁じんと笑われてもしょうがないと、玖く流りゆうは今度は顔には出さずに苦笑した。


　それがどんな想いに起因するものなのかは、まだわからない。


　愛や恋などという甘あまい幻想ではないと、今でも思っている。


　それでも他者に土足で踏ふみにじられていいものではない。


「納得してくれたかい？」


「……本人は何と言っていたんですか？」


　玖流は言葉を選んで、問う。


「最初は事故ではないかと言っていた。死んでしまった子たちのことをある程度話すと、神様の罰ばちが当たったのではないか、とも言っていた。見事に他の人と同じ反応だった」


「それで、なぜ怪しむんですか？」


「他の人と同じだからだよ。他の人より多くのことを知っているのに、他の人と同じ反応をするなんておかしいじゃないか。だが完かん璧ぺきなまでに他の人と同じだった」


「俺も他の人と同じ反応をしていたら、怪しまれていたんでしょうね？」


「そうかもしれないね。だが君は違った。他の人と異なる情報を持っているからこそ、他の人と異なる反応をした。実に自然な反応だと思うよ」


　刑けい事じは安あん堵どさせるかのような笑みを浮かべた。


「……わかりました。年の功というより、本職の方相手では分ぶが悪い。認めましょう」


　玖流は諦あきらめというよりは、受け入れるように、話し始めた。


「さっきも言ったとおり、宮みや下したさんの死の原因として天あま降おり姫ひめの神かみのことは頭をよぎりました。でもそれを認めるということは、必然的に誰かを疑わなくてはならなくなる。誰を疑うことになるのかは明白でした。だから他の可能性を調べました」


　口では何とでも言える。だが心は裏切れないし、ごまかせない。


「宮みや下したさん自身が知っていたのではないか、近こん藤どう君や榛はる名なさんが知っていたのではないか、勝かつ俣また先生が何かを知っていたのではないか。とてもそうとは思えなかった。では神かん主ぬしは？　ありえない。自分の神社でそんなことを起こせば、誰が疑われるかなんて馬鹿でもわかる」


「それで疑いは晴れたのかな？」


　玖く流りゆうは頭を振った。


「それで君の推理は？」


「……不明な部分はまだ残っていますが、この件に天あま降おり姫ひめの神かみが関係しているということに疑う余地はない。あなたの言う犯人が、天降姫神が縁えんを結んだ相手を道連れにすると知っていたかはわかりませんが、宮みや下したさんに神かみ降おろしの儀ぎ式しきを教えた。宮下さんは皆におまじないを教え、縁えんを結ぶように誘ゆう導どうした。そして彼女は皆を死に引きずり込むために自ら命を断った。彼女の自殺はその引き金。ただその方法は飛び降り自殺ではなく、天降姫神の力によるものだった」


　それが少なくとも現時点で想定される、事件の顚てん末まつ。


　だがそれは彼にとって望むものではない。


「だから、俺おれは事故であることを望んだ」


「それでもパニックを収めるために、事故以外の可能性について認めたことは賞しよう賛さんに値するよ」


「……褒ほめても何も出ませんよ」


「そうかい？」


「でもあなたのほうからは出してほしいものですね」


「褒めておいてお礼を強要かい？　随ずい分ぶんと欲張りだね。いいよ。言ってごらん」


「一日時間をください」


「あげたら？」


「俺がこの事件を解決してみせます」


　時間稼かせぎには一日が限界だろう。それまではこの刑けい事じに手はおろか口も出させない。


「ほう？」


「これは普通の事件じゃない。犯人を見つけたところで何の解決にもならない。警察だってこれを理由に捕まえることもできない。あなたが単独で動いている理由だって、警察としてではないのでしょう？」


「まぁね」


　イニシアチブを取るには、これが最初で最後のチャンスだ。


「では君の言う解決とは？」


「真実を知りたがっている探たん偵てい役はむしろあなただ。だから逆に聞きます。あなたの望む解決とは？」


　この事件において、解決とは何を意味するのか。


「宮下さんに儀ぎ式しきを教えた犯人の狙ねらいは？　天降姫神は降ろされた後どうなってしまったのか？　そしてどうすればこの死の連れん鎖さを止めることができるのか？」


「三つも望むとは欲張りですね？」


　玖流が不明な部分といったものが羅ら列れつされる。


「ひとまず最後のだけでいいよ。少なくとも急ぐのはそれだけだ」


　それがもっとも難しいと、この男はわかって言っている。


　今できることは、これ以上誰も殺さないこと。だがそれは一時的なものだ。刑けい事じは納得しないだろう。


　だが、どうすればいいのか。


　一度叶かなえられた願いを覆くつがえすにはどうすればいいのか。


　神に願えばいいのか。


　あるいは神を常とこ世よに返せばいいのか。


　あるいは神を殺せばいいのか。


　それは玖く流りゆうにもわからない。


　だが、選択の余地など玖流にはない。


　やっと手に入れた攻こう撃げき権だ。多少の不利でも手放すわけにはいかない。


「わかりました」


　玖流は与えられた一手を素直に受け取る。


「もちろん条件はあるよ。これ以上の犠ぎ牲せい者が出た時点で君の役目は終わりだ。僕ぼくが動く。僕のやり方で死の連れん鎖さを止める。ただし、僕のやり方は優しくはないよ。この意味、わかるだろ？」


　ぞっと背せ筋すじを冷たいものが走る。


　この刑事はすでに、あっさりと気づいている。


　この死の連鎖を止める方法を。


　確かにそれは解決だ。


　反へ吐どが出るほどに、無ぶ様ざまで醜しゆう悪あくな──


「ああ、そうそう。さっきちらりと言ったけれど、勝かつ俣また先生と宮みや下したさんの関係はね、宮下さんのほうから断ったらしいよ」


　最後に刑事はそう取ってつけるように言った。




　　　第四章　えんむすび







「あら、おかえりなさい」


　宿泊所の一室に戻った玖く流りゆうを、開口一番美み古こ都とはそう迎えた。


　不法侵しん入にゆうと器物損そん壊かいの罪つみで、一時的に監かん禁きんされているといったところだ。


　ただ榛はる名なは怪け我がをしていたことと精神的に失調を来きたしていることもあり、別室で休んでいる。


　つまり、今この部屋には玖流と美古都の二人だけだった。あの刑けい事じの作さく為いを感じてならない。


　玖流は答えずに、部屋の端はしに座る。少し考えをまとめたかった。


　美古都もそれを察したのか、しばらく黙だまっている。


　部屋には沈ちん黙もくが下りる。


　つい数時間前までは人死にが出て大おお騒さわぎしていたとは到底思えなかった。だが、これが嵐の前の静けさであることを、誰もがわかっている。


　そしていつまでもここでこうしてじっとしていられるわけではないことも。


「静かね」


　美古都が窓から外を見ながら、ポツリと言った。


「お前がそのまま黙ってくれていればな」


「女を退たい屈くつさせない会話も、男には必要よ」


「お前を退屈させてはならない理由が思いつかない」


「これがデートだったら、マイナスよ」


「デートだったらという仮定が俺おれとお前の間には成立しない」


「玖流君がデートをするのは誰になるのかしら？」


「少なくともお前じゃない」


　こんなやり取りも長くは続かなくなった。


　それは静かではあるが、重苦しさが増している今の空気のようなものを感じ取っているからなのかもしれない。


　だが長く続ける必要はなかった。


　きっかけが必要だっただけだ。


「随ずい分ぶんと遅かったけれど、何をそんなに話し込んでいたの？」


　口火は美古都から切った。


「お前こそ、何を話していたんだ？」


「あら、質問に質問で返すのはずるいわ」


　先手を譲ゆずった以上、まずは答えを返す必要がある。


「この一連の件の原因について話していた。お前は？」


「私も同じよ。この一連の件についてどう考えているか、聞かれたわ。それで何が原因と答えたの？」


「事故だ、と答えたよ。お前は何と答えたんだ？」


「同じよ。私も彼には事故ではないかと答えたわ。それで刑けい事じさんは何と答えたの？」


　玖く流りゆうは一いつ瞬しゆんだけ間を空あけて、切り込んだ。


「天あま降おり姫ひめの神かみの仕し業わざだと言われたよ」


　その答えに美み古こ都とが思わず目を瞠みはった。あの刑事はあえて美古都には突つっ込んだ話をしていなかったようだ。であれば、さすがにこれは予想外だったのだろう。


「お前が事故だと答えたら、あの刑事は何と言ったんだ？」


「おまじないの呪のろいや幽ゆう霊れいの仕業だと思うかと言われたわ。あの宿泊所でのやり取りを聞いたみたいね」


「それに対してお前は、どう答えたんだ？」


「あら、連続の質問は反則よ。今度は私の番。天降姫神の仕業だと言われて、あなたはどうしたの？」


「もちろん鼻で笑ってやったさ。で、お前はどう答えたんだ？」


「驚いてみせたわ。もしかしたらそうなのかもしれないって怖こわがってもみせた。でも、あまり信じていなさそうだったわね」


　どうやらあの刑事の取り調べでのやり取りに噓うそはなかったようだ。


「それで、あの刑事さんはあなたの反応に納得したの？」


「……いいや。通用しなかった。あの刑事はお前が識しき読よみ神社の一人娘むすめであることも、俺おれが隣となりに住んでいることも知っていたよ。神かみ降おろしの儀ぎ式しきのことまでもな」


「何だ。そんな融ゆう通ずうの利く刑事さんだったのなら、素直に話せばよかったわ。私も同じですって」


　美古都が苦笑した。


「俺たちが裏山にいたことも知っていた」


「それで私たちが疑われているというわけね？　監かん禁きんなんて少しやりすぎだと思っていたのよ。ああ、今のは質問じゃないから答えなくていいわ」


「たち、じゃない。私、だ」


「あら、ひどい。自分だけうまいこと逃げたというわけね」


「いいや。あの刑事は最初からお前だけを疑っていた。それどころか事故だと言い続けている俺を指して何て言ったと思う？」


「さあ、何て言ったのかしら？」


　玖く流りゆうはそのときのことを思い出して、堪こらえ切れないように言った。


「お前を庇かばっているから、そんなことを言うんだってさ」


　さすがの美み古こ都ともそれを聞いて、きょとんと我を忘れた。


　やがてその言葉が浸しん透とうしていくにつれ、


「……ふふ。あはははは」


　声を上げて笑った。


「傑けつ作さくだろ？」


「傑作ね。そんな見方があったなんて、気づかなかったわ」


「まったくだ。俺おれ自身も気づかなかったよ」


　玖流と美古都は声を上げて、涙なみだすら浮かべて笑った。


　さあ。前置きはここで終わりだ。


　聞くべきことは別にある。


　次の口火を切ったのは玖流だった。


「あの日、お前は裏山で何をしていたんだ？」


「……天あま降おり姫ひめの神かみ様さまに会いに行ったのよ」


　それが美古都の答えだった。


「あなたは裏山で何をしていたの？」


「お前が宿泊所を抜け出して裏山に行ったのを見かけた。だから追ったんだ」


　玖流の答えもこれまでと同じだった。


　問いも答えも、今までと変わらない。


　だが、変わるのはこれからだ。今まではこれで終わりだった。これからその先を問う。


「天降姫神に会って、何をしようとしていた？」


　それは玖流にとって、核心に迫る問いへの切り出しだった。


「……話をしようとしたのよ」


「何の話だ？」


「だから、連続の質問はなしよ。せっかちね。今度は私の番。あの裏山であなたは何を見たの？」


　同じく、それは美古都にとっても核心に迫る問いへの切り出しだった。


「……儀ぎ式しきをしていた、ように見えたお前の姿だ」


「それだけ？」


「連続の質問はなしなんだろ？　さっきの俺の質問の答えは？」


　何の話だ？　という問いの答えを。


「天降姫神様の逸いつ話わの真実を」


　核心にまた一歩近づいた。その真実を聞き、彼女はどうしたのか。


「さあ、さっきの私の質問に答えて」


　それだけ？　という問いの答えを。


「そうだ。それ以外は他ほかに何も見なかった」


　そう。見たものは、確かにそれだけだ。


「天あま降おり姫ひめの神かみ様さまの逸いつ話わの真実を聞き、お前は何を願った？」


「何も」


「何も？」


「ええ。私は何も願わなかった。天降姫神様に願う必要なんてないもの。真実の逸話を聞くことができればそれで十分だったわ」


　神やその逸話に興味がある。あの言葉は真実だったというのだろうか。それだけのために、神かみ降おろしの儀ぎ式しきを行ったのだろうか。


「今、二つ質問したわね？　私も二つ聞かせてもらうわよ」


　美み古こ都とが得意げに言った。思わず鸚おう鵡む返がえしに問いかけてしまった。今のは質問ではないという間も与えてくれなかった。


「ずるいな」


「あなたが迂う闊かつなのよ」


　美古都が意地の悪い笑みを浮かべて、質問を続けた。


「一つ。何も見なかったのなら、どんな目に遭あったの？」


「……足を滑すべらせて、崖がけから落ちかけた」


「というのは、私が出してあげた答え。今のは答えになっていないわ」


「……そのまま崖から落ちるかと思ったが、浮いた……いや、空を飛んだような感覚を覚えた」


　美古都がその内容を吟ぎん味みし、


「二つ目。あなたは天降姫神に何を願ったの？」


　今の美古都の質問は、玖く流りゆうにとってもっとも知りたい情報につながった。


　正直、核心に迫る問いをしても、その答えには意味がなかった。暗あん黙もく的な了りよう解かいで噓うそは言っていない。だが、わざと曖あい昧まいにし、明確な答えを避さけている。所しよ詮せんは単なる言葉遊びに近い。


　だからこそ、聞くべきは相手の問い。


　それは相手が知りえない情報であり、知りたくもある情報だということだ。


　今の美古都の問いを鑑かんがみて、一つわかったことがある。


　美古都が神降ろしの儀式を行い、願いを叶かなえ、神かみ上あげの儀式までを行ったのなら、自分にその問いをするのはありえない。


　つまり──


「お前は……」


「先に私の質問に答えてからよ」


　玖く流りゆうの問いに美み古こ都とが釘くぎを刺さす。


「俺おれは何も願ってなどいない」


　美古都は納得したように頷うなずいた。


「いいわよ。あなたの質問の番。これで最後ね」


　どうやら、今までのやり取りで美古都も知りたい情報は知りえたということだ。


　玖流としても、少なくとも聞きたいことは今ので聞き終えたと言える。


　だが、あと一度質問の権利が残っている。


　先ほどの美古都の問いにより、一つ自分の問いが浮いた。改めて聞いても構わない。はっきりと答えてもらうのもそれはそれでいい。


「何でも聞いていいわよ」


　美古都は玖流が何を聞こうとしているのかわかっているのか、余よ裕ゆうの笑みでそれを待っている。


　そうなれば、何か別の問いをしようという気になってくる。


「……信じがたいことだが、もしも天あま降おり姫ひめの神かみと話ができたというのなら、この事件の真相を知っていてもいいんじゃないか？」


　美古都はその問いに一いつ瞬しゆん虚きよを突つかれたような顔をした。


「……もっと有意義なことを問えばいいのに」


「お互たがい様だ」


「私の聞きたかったことが、必ずしも今回の事件につながることとは限らないでしょう？」


　美古都はそんな答えを返した。


　では、いったい彼女は何を聞いたというのか。


　玖流が新たな疑問を持ったとき、部屋をノックする音が割り込んできた。





　目を覚ましても、自分がどこにいるのかが榛はる名なにはしばらくわからなかった。


　ぼうっ、と天てん井じようを見つめていて、やっとそこが宿泊所の一室だと思い出す。


　刑けい事じに連れられ、洞どう窟くつのようなところを下ると、そのまま宝ほう物もつ殿でんに出た。


　覚えているのはそこまでだった。


　どうやら意識を失い、部屋に運び込まれたらしい。


　布団ふとんの中で、周囲を見回す。


　部屋には、自分一人だけのようだった。


　静かだった。


　物音一つしない。


　まるで宿泊所に誰もいないかのようだ。あるいは神社の敷しき地ち内にすらも。


「…………」


　そう、まるで……。


　布団ふとんの中は暖かいのに、体がぶるっと震ふるえた。


　自分は今、何を考えたのだろうか。


　ここに誰もいないだなんて……縁えん結むすびのおまじないによって、皆が死んでしまったかのようだなんて。


　耳をそばだてる。


　何か物音がしないか、全神経を耳に集中して音を拾おうとする。


　だが、聞こえるのは静せい寂じやくの中に生まれるあの耳鳴りのような音だけだった。


　静か過ぎる静寂が、却かえってうるさい。


　他ほかの音がしない。


　他者が立てる物音が、自分には聞こえない。


　耳鳴りの音が一オクターブ上がったような気がした。


　布団から出ようとする。だが、体はまるで自分のものでないかのように言うことを聞かない。


　石にでもなったかのように、動かない。


　ふっと視線の端はしで影が動いたような気がした。


　首を動かそうとしたが、動かない。


　目線だけを横に動かすが、視界に入らない。影のようなものはその視界のぎりぎり外にいるかのようだった。


　音はしない。それなのに、息いき遣づかいが聞こえるかのようだ。


　汗あせが噴ふき出る。


　鼓こ動どうが速くなる。


　それなのに体は石のように硬く、冷たい。


　と、一いつ瞬しゆん部屋が少しだけ薄うす暗ぐらくなった気がした。


　影が寝ている自分の頭上に立ったかのような気がした。


　今度は視線を上に向ける。


　だが見えない。視界には何も入ってこない。


　じーっと何かが自分を見つめているような気がした。


　何も言わず、どこにも触ふれず、ただじーっと自分を観察している。


　動けないと確証を得るまで、待たれているかのようだ。


　では、もし自分が今動けないとわかったら？


　嫌いやだ。嫌だ。


　全身で拒きよ絶ぜつをするが、体は動かない。


　体を弛し緩かんさせるために大きく息を吐はこうとしているのに、抗あらがうように呼吸は浅く、速い。


　影が自分の頭に触ふれた気がした。


　脳天から足の先まで、ぞわっと一気に総そう毛け立だつ。


　いっそ目を閉じてしまいたかった。だが、目ま蓋ぶたすらも自分の言うことを聞かない。


　影がさらに身を乗り出してきたかのようだった。


　それでも視界には何も映らない。


　見えない。見たくない。見てしまいたい。見ることができない。


　嫌いやだ。助けて。誰か。助けて。


　何度も叫んでいるのに、声が出ない。


　誰？　誰なの？


　問うまでもない。いるのならば、そうに決まっている。


　何を怯おびえる必要があるのか。


　昨日きのうまで一いつ緒しよにいたのだ。姿を変えたからって、何も怯える必要はない。


　自分に言い聞かせるようにして、榛はる名なは呼吸を止める。


　意を決し、全身の硬こう直ちよくに抗あらがうように、榛名は勢い込んで体を起こした。体は意志に従って跳ね起き、榛名はそのままばっと身を翻ひるがえした。


「────いない」


　そこには誰もいなかった。


　自分をじっと見つめていたような気配を感じていたが、そこには誰もいないし、何もなかった。


　大きく息をつき、怯えていた自分を小馬鹿にするように笑う。


　笑うことで全身の緊きん張ちようも緩ゆるんだ。


　榛名はそのまま笑いを消さないようにして、携帯電話を取った。


　時間を確認しようと、折りたたみ式の携帯電話を開く。


　その液晶画面に。


　自分の顔越しに人の顔らしきものが映った。


「～～～～～～～っ！」


　それが誰かははっきりとは見えない。でもそれが誰かはわかる。


　声にならない悲鳴を上げ、榛名は携帯電話を投げ出してその場から飛びのいた。


　背後に向けて、目をつぶったまま枕まくらや布団ふとんを投げつける。


　顔は上げられない。


　怖こわくて見ることができない。


　目を閉じても目蓋の裏にあの顔が映り、自分をじっと見つめている。


「来るな！　来るなぁっ！」


　焼き付いた目蓋の裏から、それが自分に近づいてくるかのようだった。


　もうダメだ。逃げられない。


　どうしたところで逃げられない。


「どうして！　どうしてよ！　どうしてあたしのところに来るのよ！」


　叫びながら、頭を搔かき毟むしる。


　このまま頭を割って、中身ごと搔き毟ってしまいたかった。


　榛はる名なは頭がおかしくなっていくのを感じた。ダメだ。このままでは狂ってしまう。


　終わらせなければ。


　早く終わらせなければ。


「そうだ。終わらせればいいんだ。あたしが……この手で……」


　目ま蓋ぶたの裏のそいつが、にたりと笑ったような気がした。





　部屋にやってきたのは御み厨くりやだけではなかった。その後ろにはスナオや草くさ薙なぎ、他ほかの生徒も付き従っていた。


「で、話というのは？」


　玖く流りゆうが聞くと、御厨が一歩前に出た。御厨が主導でこの状況を作ったようだ。


「何でこんなことをしたのか聞きたくてね。説明してくれないかい？」


　玖流たちが宝ほう物もつ殿でんへ侵しん入にゆうしたり、裏山の本ほん殿でんを壊こわしたことは、刑けい事じから聞いているようだった。


　確かに説明責任はあると、玖流も認めざるを得ない。


「さっきも話したが、命を落としたのは天あま降おり姫ひめの神かみに縁えん結むすびのおまじないをした人たちだ。それを受けて、昨晩識しき読よみさんがもう一つ原因を思いついた」


「それは？」


「神の仕し業わざだ」


　玖流が美み古こ都とを見る。ここから先は神社の一人娘むすめである彼女が話したほうが信しん憑ぴよう性せいが高いということか。あるいは、さぼってないでお前が説明しろという意味もあったかもしれない。


「これは少し私の専門の話になるけれど、神社にはその神社の神様について記しるされた神しん典てんと呼ばれるものがあるの。もしこの一連の死に天降姫神様が関係しているのであれば、何か解決のヒントにならないかと思ったのよ」


「それで何かわかったのかい？」


「残念だけれど、これといったものはなかったわ」


「だろうね。それはさておき、どうして自分たちだけでそれを確かめに行ったんだい？　単独行動を禁止したのは君たちだろ？」


「それは今の状況を見てくれればわかると思うわ。調べるには宝物殿へ行く必要があった。でも、宝物殿は立ち入り禁止。私たちのしたことは文字通り不法侵入よ。だから皆を私の考えに巻き込みたくなかったの」


「玖く流りゆう君はよくて？」


「せめて単独行動だけは控ひかえようと思って玖流君に相談したら、彼は一いつ緒しよに行ってくれると言ってくれたの。正直、私も一人では心細かったから、甘あまえさせてもらったわ」


　よく言う、と玖流は内心毒づくが、この場合は仕方がない。


「一言話してくれてもよかったんじゃないかな？」


「きっと今の説明をしてしまえば、皆で一いつ緒しよに行こうということになってしまったんじゃないかしら？　皆で皆を守ろうと一致団結したあなたたちだもの。誰かに押し付けて自分だけ安全な場所にいようなんてしないでしょう？」


　この台詞せりふを受けて、自分はついていかなかったと言える奴やつはいないだろう。


　よくもまあ口が回ると、玖流は辟へき易えきした。


「……そんなことを言って、実は二人きりになりたかったんじゃないか？」


　と、美み古こ都との話を聞いていた御み厨くりやが、嘲あざ笑わらうような口く調ちようでそんなことを言った。


「嫌いやだわ。そんなはしたないこと思うわけないじゃない」


「そうじゃない！」


　そうきたか、と玖流は思った。わかっていて、美古都もからかったのだろう。


「僕ぼくたちに聞かせてはならないような話をしたかったんじゃないのかっていう意味さ」


　玖流は周囲に目め配くばせする。


　その発言に驚いていないところを見ると、すでに一度皆には説明しているようだった。


「玖流君。僕は今回の一連の事件が事故でも、ましてやおまじないなんかのせいじゃなく、ある人によるものではないかって話をしたよね？」


「ああ、言っていたな」


「でもそれには少し無理があった」


　ああ、あったなと玖流は思ったが、わざわざ神経をさかなでる必要はないため黙だまっていた。


「その人を犯人とした場合、宮みや下したさんや近こん藤どう君や矢や島じま君はまだしも、栗くり山やまさんや喜き多た君は事故としか言いようがなかったからだ。でも、説明がつく方法が思いついたんだよ。


　そう。榛はる名なさんと君と識しき読おりさんが共犯であるならって、ね」


　もったいぶって御厨が言った。


「僕の推理はこうだ。宮下さんと勝かつ俣また先生の交際を知っていた榛名さんは、それを餌えさに勝俣先生を脅きよう迫はくしていた。初日に榛名さんと宮下さんが口論していたのは、矢島君から聞いている。そしてあの日の夜、榛名さんは宮下さんと争いになり、彼女を殺してしまった。どこか高いところから突つき落としたんだろうね。


　警察は彼女が思い悩んでいたことなどから自殺と判断したけれど、近藤君が榛名さんの犯行に気づいてしまった。彼は証しよう拠こを探して神社の屋根に登った。そこで君の登場だ。榛名さんと結けつ託たくした君は、近こん藤どう君を同じように屋根から突つき落としたんだ。君が屋根にいたことは皆が見ている。つまり、逆に言えば君が宮みや下したさんの死に関わっていたとも言える」


　その論理は成り立ってなどいないと、玖く流りゆうは唸うなる。


　まあ、玖流君、そうだったのね。と言わんばかりに美み古こ都とがわざとらしく目を見開く。さすがに口にしないのは悪ふざけがすぎると思ったのだろう。


「矢や島じま君は、榛はる名なさんと宮下さんの仲なか違たがいのことも、勝かつ俣また先生の脅きよう迫はくの件も知っている。この状況を怪しんでいる可能性は大きい。だから榛名さんと識しき読よみさんは一ひと芝しば居い打って橋の上で自殺しようと見せかけ、助けにきた矢島君を川へ突き落としたんだ」


　近くにいただけで犯人扱い。筋すじ道みちなどどこにあるのかと、美古都は唸る。


　何と、識読さん、そうだったのか。と言わんばかりに玖流もわざとらしく目を見開く。やはりさすがに口にしない。


「栗くり山やまさんについても、君は喜き多た君を迎えに行くと言って一人向かったそうだね？」


「スナオが一いつ緒しよだったが？　俺おれが何もしていないのはスナオが一番よく知っている」


「そうだよ。兄にいさんは何もしていない」


　スナオが援護射撃してくれるが、


「身内の証言は意味をなさない。そんなことも知らないのかい？」


　ここは法廷じゃないだろう、と玖流は思うが言っても無む駄だそうだった。


「喜多君のときもそうだ。彼がパニックになって窓ガラスに向かって行ったとき、一人彼を追いかけたね？　あれだって実は君が後ろか一押ししたんじゃないか？　普通人間は前にガラスがあれば止まるものだ。でも彼は止まらなかった。正しくは止まれなかったんだ」


　御み厨くりやが満足げに一息つくと、


「どうだい？　おまじないなんて非科学的なことより、よっぽど説明が付くだろう？　反論したかったらいくらでもどうぞ」


「ふむ」


　全すべて何の証しよう拠こもない暴ぼう論ろんに過ぎない。


　まだおまじないのほうが信しん憑ぴよう性せいがあると、言ってしまいたかった。


　だが、今の推理というか推測は、あながち馬鹿にできない。


　なぜなら肯こう定ていできる証しよう拠こがない代わりに、否定する証拠もないからだ。


　宮下の件はさておき、近藤を屋根から突き飛ばしていないと証明するには目もく撃げき者しやが榛名とスナオしかいない。だが御厨の話では玖流と榛名が共きよう謀ぼうしていることになっているし、スナオは身内で証言能力がない。


　矢島の件にしても、結果的に榛名が矢島を橋の下に突き落としてしまったのは事実だ。それが芝しば居いでないと証明することはできない。


　栗山の件にしても、彼女を玖流が殺していないと証明できるのは喜多とスナオしかいない。だが喜き多たはすでに亡なく、スナオに関しては前述のとおりだ。


　喜多の件にしても、彼が窓ガラスに突つっ込もうとしたとき、もっとも近くにいたのは玖く流りゆうだ。それが救おうとしていたとわかるのは、自分しかいない。


　反論はいくらでもできるが、それに信しん憑ぴよう性せいを持たせることは困難だった。


　これが法廷であれば証しよう拠こ不十分で終わりだが、ここは法廷ではない。ましてや約束を破って単独行動をしてしまったという信頼度の低下がある。


　また、これが一番重要なのだが、この展開のほうが皆にとって都合がいいのだ。


　おまじないの呪のろいや神の祟たたりなどという不確かな物で命が危険にさらされているよりも、誰かが犯人で警察に捕とらわれたほうが、命の心配をしなくて済む。そうであってほしいという願望が、御み厨くりやの無茶な推理を、皆にとっての真実に持ち上げてしまう。


　仮にここで証拠がないと突きつけたところで、皆の中の真実になってしまっては意味がない。


　どうしたものかと玖流が思案していると、御厨が調子に乗って続ける。


「おかしいと思ったんだ。おまじないをした人間が死んで、それに引きずられるように死んでいるっていうのに、単独行動をしないで皆で皆を守ろうなんてさ。こういうときは犠ぎ牲せい者しやを隔かく離りするものだ。そうすれば、巻き込まれなくて済む。あれは自分たちが行動しやすいようにするための……」


「馬鹿野や郎ろう！」


　唐とう突とつな怒ど声せいに御厨がびっくりして黙だまる。


　怒ど鳴なりつけたのは、玖流だった。玖流が声を荒げるなどと思っていなかった御厨はしばらく呆ほうけてしまう。


　玖流は舌した打うちする。


「ど、どうしたんだい、急に？　もしかして図ず星ぼしをついちゃったかな？」


　我に返った御厨が得意げに笑みを浮かべる。玖流の冷静さを崩くずしたのを、喜んでいるかのようだった。


　だが、玖流は御厨を相手にせず、皆に視線を走らせた。


　今の発言は危険だった。


　御厨自身は、その危険性にまったく気づいていない。


　だが──


「……そうか。守る必要なんてないんじゃないか」


　誰かがぽつりと言った。


「だって、あいつが死んだら、それで全部終わりになるってことだろ？」


　その言葉に、他ほかの生徒も次々と気づいていく。


　玖流は思わず舌打ちを漏もらす。


　気づかれてしまった。


　犠ぎ牲せい者しや候補はすでに榛はる名な一人。その榛名と縁えんを結んだ者はいない。


　死の連れん鎖さは、ある意味すでに途と切ぎれている。


　つまり榛名を見捨ててしまえば、それで終わりなのだ。


　それでも言わなかったのは、こうなることを防ぐためだった。


　そいつを見捨ててしまえばいい。殺してしまえば、巻き込まれることはなくなる。


　だから保険として、皆で互たがいを守らなければならないと植えつけた。


　幸いにも、この場にいる皆は守らなければならないと思ってくれた。まだ自分の番ではないこともあっただろうが、守ろうと賛同してくれた。


　それはうまくいっていた。ついこの瞬しゆん間かんまでは。


「……それもそうね」


　と、そこで部屋のふすまが開かれた。


　皆の視線がそちらに向けられる。部屋に入ってきたのは渦か中ちゆうの一人でもある榛名だった。


「ああ、目を覚ましたんだね？　今ちょうどこの一連の事件の謎なぞ解ときをしていたところだったんだ」


　榛名は御厨の話が聞こえているのか、いないのか、きょろきょろと辺りを見回した。


「お仲間の玖く流りゆう君と識しき読よみさんならそこだよ」


　御厨が玖流たちを指差すが、榛名はやはり相手にせず、おぼつかない足取りで部屋の中に入ってきた。


　彼女の歩は草くさ薙なぎに向けられていた。


「……榛名？」


　草薙が榛名の様子のおかしさに小首を傾かしげる。だがそれが何を意味するかはわからない。


　草薙は近づいてくる榛名を待っている。


　榛名はよたよたと、だがまっすぐに草薙に向かっていった。


　そして──


「草薙さん！」


　叫んだのは、スナオだった。スナオは叫ぶと同時に、草薙の元に駆かけ出した。


　草薙の元に、榛名とスナオが集まる。それはまるで三人で抱だき合ったかのようだった。


　誰もがその光景の意味を理解できないでいた。玖流や美み古こ都とでさえも。


「？」


　まず榛名がそこから離れた。


　スナオと草薙は立ち尽つくしたままだった。


　と、今度は草薙がふらふらとその場から後方に離れた。


　スナオはやはり立ち尽くしたままだった。


「……終わった」


　そこで榛はる名ながやっと言葉を口にした。


　終わったと、言った。


　何が終わったのかなど、やはり誰も理解できなかった。


　理解できたのは──


　榛名の手に血まみれの包ほう丁ちようが握にぎられていることと、草くさ薙なぎの腹部が真まっ赤かに染まっていることだけだった。


「…………」


　草薙はそんな榛名に何一つ言葉を返すこともできず、ゆっくりと後ろに倒れていった。


　悲鳴が──上がりかけた。


　だがそれより早く、


「終わった。終わった！　これで終わったわ！　あは、あは、あはははは！」


　榛名の狂ったような哄こう笑しようが部屋に響ひびき渡った。


「これで終わりよ。もう終わり。おしまい。縁えんは切れたわ。もう誰も死なない。あたしも死なない！　そうでしょう！　違うというなら出てきなさいよ！」


　榛名は誰もいない空間に向けて叫びだした。


「……どういうつもりだ！」


　榛名が玖く流りゆうを振り返る。


「だから言ってるでしょう？　終わらせたんだって。この死の連れん鎖さを終わらせたのよ！　今、あたしがこの手で！」


　どういう意味なのか。


　なぜ犠ぎ牲せい者しや候補の榛名がそれを言うのか。


　なぜ彼女が草薙を手に掛けるのか。


「な、何を馬鹿なことを！」


　御み厨くりやが声を荒げる。


「たった今、縁えん結むすびの死なんて関係ないと証明したところなのに！　何だってこんなことを！」


「証明？　馬鹿じゃないの？」


　狂ってしまったかのように高こう揚ようしていた榛名が、一気に冷める。


「あんた、まだこれが事故とか他殺とか思ってんの？　そんなわけないでしょう？　こんなことが、そんなことで説明がつくわけないじゃない？」


「おかしいのはそっちだ。わかっているのか？　君の言う縁結びのおまじないのせいだとしたら、まだ終わっていないじゃないか！　君自身が残っているじゃないか！」


「違うわよ。噓うそなのよ。縁結びの紙に剛たけ司しの名前を書いたのはあたしじゃない。あれは里さと子こ……草薙なのよ」


　縁えん結むすびの相手を明かしたとき、近こん藤どうと縁えんを結んだ相手として榛はる名なは自ら名乗り出た。皆もそれに納得した。だが違った。それは噓うそだった。


　では榛名は誰と縁を結んだのか。誰の名前を書いたのか。


　玖く流りゆうの脳裏に閃ひらめくものがあった。


　それはあの裏山の崖がけでのこと。榛名は崖から落ちそうになった勝かつ俣またを守ろうとした。


「榛名。お前が縁を結んだ相手は、勝俣か？」


　榛名が裏山で勝俣を守ろうとした理由。彼に好意はおろか尊敬の念も抱いだいていないのであれば、それ以外に彼を守ろうとする理由は他ほかにない。


　玖流が言うと、榛名は空うつろな表情で笑った。


「……そうよ」


「ど、どうしてだい？　まさか榛名が勝俣先生のことを好きで、これは痴ち情じようのもつれ……」


「気持ち悪いこと言わないでよ！」


　榛名が激げつ昂こうし、


「誰があんな奴やつのことなんか！」


　そしてそのときのことを思い出して力なく笑った。


「でも、しょうがないじゃない。剛たけ司しが、あたしに名前を書かないでくれって言うんだもの。実み花かなんかを好きだって言うんだもの！」


　近藤はおまじないの力を信じていたのだろう。だから宮みや下したのことが好きな彼は、榛名におまじないの紙に自分の名前を書かないように頼んだ。


　だから榛名は紙に書いたのだ。勝俣の名前を。そして宮下が好きな相手を奪うばってやろうとでもしたのだろう。


　ただし、そうだとしたら、腑ふに落ちない点がある。


　だが、それに思い至り、それを思考するまでには至らなかった。


「……誤算だわ」


　榛名が何かに気づいたように、力なくため息をつく。


「里さと子こだけを刺さすつもりだったのに」


　その言葉がどれほど不ふ吉きつなものか、玖流は気づけなかった。


　答えの代わりに、榛名が草くさ薙なぎのほうを見る。その方向には、もう一人立っていた。


「これじゃ、死の連れん鎖さが終わらないじゃない」


　頭が働かなかった。


　このときばかりは、思考は止まってしまった。


　だが、時は止まらなかった。


　まずがくりと膝ひざが折れた。


　次にぐらりと体が揺れた。


　最後に、草くさ薙なぎを真ま似ねるように、スナオが仰あお向むけに倒れた。


「スナオ！」


　玖く流りゆうが駆かけ寄りスナオを抱だき起こす。


　スナオはいつの間にか赤い服に着替えていた。


　さっきまではあんなに白い服だったのに。


　──スナオの腹部にはざっくりと横一文字の切り傷が刻み込まれていた。





「はい。ゲームオーバー」


　場にそぐわない気の抜けた声で割って入ってきたのは、例の刑けい事じだった。このタイミングで入ってきたということは、外で様子を窺うかがっていたようだ。


「じゃあ、始めようか。最後の審しん判ぱんってやつを」


　刑事が間延びした声で言い、ぐるりと生徒たちを見回した。


「はい。まずおまじないをした人としていない人とに分かれてくれるかな？」


　刑事はまずその線引きを始める。


「あの、それって……」


「はい。いいからやる。向かって左、玖流君たちがいるほうがおまじないをしたほうね。で、向かって右が、おまじないをしていないほう。はい」


　パンと刑事が手を叩たたくと、生徒たちはわけがわからないまでも左右にグループ分けを開始した。たった今草薙とスナオが刺さされたという状況ではあったが、刑事の指示である以上、逆らうという考えは起きないようだ。


「よし。それじゃ、おまじないをしていない子は部屋から出ていい」


　ええっ、おまじないをしたほうの生徒から不満の声が上がる。


　何が起きるかは理解していないようだが、それでも部屋に残されることを好意的に解釈できる者はいないようだ。


「はい。早く」


　おまじないをしていないグループに属していた十名弱の男女が部屋を出ていこうとする。


「おっと。君は違うだろ？」


　と、その中の一人の女子生徒の髪かみの毛を、刑事は無む造ぞう作さに摑つかむ。


　確かに女子は美み古こ都とを除く全員がおまじないに行ったはずだった。おまじないをしていないグループは男子だけで構成されるはずだが、そこに女子が混じっていた。うまくこの場から逃げおおせようとしたのだろう。気づいた人間もいるが、それを指し摘てきすることはしづらい状況だった。だが、刑事はその情報を持っていたか、あるいは態度でそれに気づき、彼女を引き戻した。


「痛い！　痛い！　離して！」


「人の話は聞くもんだ。出て行っていいのは、おまじないをしていない生徒だけだ」


　刑けい事じはその女子生徒をそのまま床ゆかに引きずり倒した。


「だったら、あいつだってそうじゃないのよ！　何であたしだけ！」


「お前！」


　と、指を差された男子生徒が抗議の声を上げる。


「何だ、君もか？」


「ち、違います」


「噓うそ！　あんたあのときいたじゃない！」


「い、いたけど、おまじないをしなかったんだよ！　お前と一いつ緒しよにすんな！」


「そ、それなら俺おれも！」


　と、おまじないをしているグループに入った者からも手が上がる。


　刑事の先ほどの行動が、おまじないをしたグループを逃がさないようにしていることは明白だった。


　罪にでも問われるのだろうか。あるいは、もっとよくないことが……。


　湧わき起こる不安めいたものが秩序を壊こわしていく。


　皆で皆を守ろうと取り決めた玖く流りゆうの作り上げた砂上の楼ろう閣かくを崩くずしていく。


「しょうがないなー」


　と、刑事は嘆たん息そく交まじりに、外に出て行こうとしたおまじないをしていないグループを呼び戻し、再度並ばせた。


「本当は面めん倒どうだからしたくないんだけどね」


　と、刑事が皆を見回す。


「この中で玖流スナオ君と縁えんを結んだ人は誰かな？」


　その問いかけに答える者はいない。生徒たちが警けい戒かいしているのが見て取れる。


「警察への協力は市民の義務なんだけどねー。ま、自白しなくても知る方法はいくらでもあるけどね」


　刑事はポケットから何かを床ゆかに放り出した。それは縁えん結むすびのおまじないで相手の名を書いた紙の一部のようだった。


「ここにスナオ君の名前を書いた紙が二枚ある。誰が書いたのかも僕ぼくにはわかる」


「噓うそだ！　そこには誰が書いたかなんて、書かれていないはずだぞ！」


「君と、君だね。名前は桜さくら井いさんと楠くすの木きさんだったかな」


　誰かの文句など無視し、刑事はあっさりと女子生徒二人を指差した。指名された二人の女子生徒は驚きに目を見開いていた。


「図ず星ぼしだろ？」


　生徒たちが二人に視線を集める。


　指名された女子生徒たちは、顔をこわばらせながらも首を盾たてに動かした。


「ビーンゴ」


「ど、どうして……？」


「超能力みたいなものだよ。何ていうのかなー、紙を手にした瞬しゆん間かんに視みえるのさ」


　刑けい事じはあっけらかんと言い、用済みとなった紙片を放り捨てた。


　おまじないだ、神の祟たたりだと信じ始めている現状に、超能力が混ざりこんだところで誰も否定できはしない。


　だが、それは超能力でも何でもない。単に表情や姿勢などの緊きん張ちよう状態を観察していたのだろう。この刑事がそれを見み逃のがすはずはない。


　こうしてスナオと縁えんを結んだ人間を割り出す理由は何なのか。


　玖く流りゆうは察しがつくだけに、このまま進めさせるわけには行かない。


「スナオはまだ死んでいないぞ。こんなことをしていないで、早く救急車を呼んでくれ」


　腕うでに抱だくスナオの傷口を押さえる手は、じっとりと生温かい血の感かん触しよくから逃れることはできない。


「五分五分だね」


　彼の目は玖流の腕の中のスナオに向けられていた。


「経験上、その子が助かる可能性」


　五分五分。それだけの確率があっても、この刑事は認めないということか。


「彼を病院に連れて行って、もし死んでしまったとしよう。そうしたら彼の死に、二人の少女が引きずりこまれる。それだけならまだいい。もし周囲に人がいたら、巻き込まれてしまう。さらにそれがもし学校で、縁結びのおまじないをしていた子たちだったら、新たな犠ぎ牲せい者しやが引きずり込まれる。だろ？」


　他ほかの人間が死ぬ可能性まで考えれば、スナオは救うに値しないということか。スナオ自身の助かる可能性など捨ててしまおうというのか。


「次にー。その桜さくら井いさんと縁を結んだ……」


　刑事は桜井の名が書かれている紙片を手に取り、何かを読み取るかのような素そ振ぶりを見せる。桜井の名を書いた生徒を探し出そうと、刑事はさっき同じように生徒を舐なめるように見渡し、一人の男子生徒のところで視線を止めた。


「藤ふじ里さと君」


　顔面を蒼そう白はくにして、藤里という男子生徒が息を止めた。否定する気力すら、彼には起きなかったようだ。


　そうやって、刑事は何人かの紙片の持ち主を言い当てては、ごみを捨てるように、想いの詰まった紙片を投げ捨てていった。


「藤里君の名前は確かなかったからひとまずオッケー。さて、今のでわかったろうけど、知ろうと思えば知ることはいくらでもできる。ただひとりずつこれをやってくのは時間の無む駄だなんでね。素直におまじないをしていない人物だけ退出しなさい」


　だが、それで終わりではなかった。


　今死にかけているスナオと縁えんを結んだ桜さくら井いと楠くすの木き。それにその桜井と縁を結んだ藤ふじ里さと。


　それだけ特定するだけでは終わらなかった。


　刑けい事じはおまじないをした全員を炙あぶり出そうとしていた。


　もしやこの刑事の考えていることは、玖く流りゆうの考えていた最悪のさらに上を行っているのかもしれない。


「ま、待てよ！」


　と、おまじないをしたグループの男子生徒が抗議の声を上げる。


「俺おれたちは関係ないだろ！」


「関係ない？」


「後は桜井と楠木と藤里だけでいいだろうが！　オレはそいつらと縁を結んでない。巻き込まれるなんてごめんだ。オレは関係ねぇ！」


　その男子生徒はそう吐はき捨て、部屋から出て行こうとする。


「何を被害者面づらしてるんだい？」


　だが、刑事は男子生徒を殴なぐりつけるようにして部屋に戻した。


「な……」


「おまじないをした人間は、相手の死によって死に引きずられる。もちろん相手がまだ死んでいない人もいるけれど、死んでしまえばやはり引きずられる。近くにまったく関係ない人間がいたら、巻き込まれる恐れがある。いつ爆ばく発はつするかわからないような爆ばく弾だんを抱かかえた人間を社会に戻すわけにはいかないじゃないか？」


　おまじないをした人間はここで死ねと言われたのだと、皆はやっと悟さとった。


　それはもちろんこの死の連れん鎖さを終わらせるためだ。


　玖流の予想は似て非なるものだった。


　もし刑事がやるとしたら、直近の犠ぎ牲せい者しや候補──つまり縁を結んだ人間が死んだ者のみを「排はい除じよ対象」とすると考えていた。


　その対象を殺してしまえば、直近の死の連鎖は断ち切ることができる。


　それすら、玖流にとっては反へ吐どが出るほどに、無ぶ様ざまで醜しゆう悪あくな方法だと思っていた。


　だが違った。この刑事はそのさらに上を行った。


　刑事はおまじないをした全員を「排除対象」としたのだ。


「そんな、俺たちだって犠牲者だ！」


「いいや。君たちは加害者側の人間だ。加害者候補、なんだよ。自覚したほうがいい」


「ふざけるな！」


「本気も本気。っていうかさー。君、さっき自分を巻き込んだみたいな言い方してクラスメイトを見捨てたよね？　なに？　自分がその対象になったら急に助かろうとしてみっともなくない？」


　刑けい事じは侮ぶ蔑べつをたっぷりと込めて、その男子生徒を見み下くだした。


　何を言っても無む駄だだと皆が悟さとった瞬しゆん間かんだった。


　そして、部屋にはおまじないをしたとされる生徒たちと、一部のそれ以外の人間──玖く流りゆうと美み古こ都とと成り行きで御み厨くりやが残された。


「これだけの人数を殺す気か？」


　玖流が刑けい事じの狙ねらいをあえて大きく口にする。


　と、皆がはっと玖流のほうを振り向いた。


「人の命を守るのが警察の仕事じゃないのか？」


「本当は僕ぼくだってこんなことをしたくはないんだけどね。お巡まわりさんの仕事は人命優先だ。より多くの人命、だけどね」


　こんなことをしたくはない。そう言っていながら、わずかも揺らぐ様子はない。


「言っただろう？　犠ぎ牲せい者しやを誰一人出さずに解決しろって。君には期待していたんだけどね。がっかりだ」


　刑事は玖流を見下ろし、わずかにその目を楽しげに細めた。


「まだ諦あきらめていないっていう目だね。そういう目は嫌きらいじゃないけれど、今は不ふ穏おん分ぶん子しだと宣せん言げんしているようなものだよ」


　細められた目が、さらに細められ、今度は怜えい悧りな刃物のように研とぎ澄すまされる。


「いっそ諦めさせてあげようか？」


　刑事は拳けん銃じゆうを取り出し、その銃じゆう口こうをスナオに向けた。


　玖流はスナオをかばうように抱だくが、小さな銃じゆう弾だんをその身で防げるほどの壁にはなりえない。


　どうすればいい？


「刑事さん。どうしてこんな真ま似ねをするのかしら？」


　と、ぎりぎりまで張り詰めた空気を気にするでもなく、美み古こ都とが玖流とスナオの前にゆっくりと立ちはだかった。


「まさか本当に縁えん結むすびのおまじないで人が死んでいっているとでも思っているんですか？」


「君は違うと思っているのかい？」


「ええ。もちろん。ねぇ、玖流君？」


　美古都が玖流を振り返る。


　その目が一度だけ静かに細められる。


「私たちにはどうしても縁結びのおまじないが皆を死に引きずり込んでいるように思えないんです。というより、ありえない」


「ほう。それはどうしてだい？」


「だって、天あま降おり姫ひめの神かみは私が神かみ上あげの儀ぎ式しきを執とり行って常とこ世よに返したんですから。それも皆が縁えん結むすびのおまじないをするより前の時間にです。つまり皆が縁結びのおまじないをしたときに、天降姫神はもう現げん世せに存在していない」


「？」


「だからおまじないをした人たちは関係ないんです」


　刑けい事じは眉まゆをひそめる。それは彼の推すい理りがはずれたことを意味する。


　彼女が神かみ降おろしの儀式を行っていなかったことは、さっきの美み古こ都ととの会話で察しがついていた。


　神降ろしの儀式を行ったのが美古都ではなく、また時系列を考えるならば、宮みや下したであると考えて間違いない。


　だが、それでは何も終わらないし、変わらない。


　この死の連れん鎖さの謎なぞを解くことができなければ、刑事を納得させることなどできはしない。


　美古都は刑事の前に出ることで時間を稼かせいだ。


　後は刑事を納得させるだけの答えを提示しなければならない。


　この死の連鎖を止める答えを。


「ちょ、ちょっと待ってください」


　声を上げて刑事に詰つめ寄ったのは、御み厨くりやだった。


　全員の注目が御厨に移る。


「いったい何の話をしているんですか？　まさか刑事のあなたまで縁結びのおまじないなんて信じてるんですか？　この連続殺人は全すべて……」


「うるさい。黙だまれ」


　再び持論を展開させようとした御厨を黙らせたのは、玖く流りゆうだった。


「え？」


「時間が惜おしい。黙だまっていろ。お前なんぞの出る幕じゃない」


　優等生の殻からを捨て去り、玖流が毒をもって御厨を黙らせた。


　御厨に集まった注目を自分のほうへと引き寄せる。


「何かわかったのかい？」


　刑事も御厨から、玖流へと視線を移す。


「ああ。もう終わっている。この話はもっと単純な話だ」


「へー。でも今さら犯人がわかっても、意味がない」


「終わっていると言っただろう。これ以上、犠ぎ牲せい者しやは増えない。もう時間がない。これで終わりにする」


「聞こうか？」


　刑けい事じは玖く流りゆうに発言を促うながした。


「この体験修行に来た初日の晩。俺おれと識しき読よみさんは裏山の本ほん殿でんに向かった。まず彼女が向かい、その後を俺がついていった。彼女は本殿で天あま降おり姫ひめの神かみが降おろされていることを知り、神かみ上あげの儀ぎ式しきを行った。つまり、俺たちより先に神降ろしの儀式を本殿で行った人物がいるということだ」


　最初は美み古こ都とが神降ろしの儀式を行ったと思っていた。


　だが、先ほどの部屋での会話で、美古都は玖流に願いを叶かなえたかと問うた。


　もしも美古都自身が神降ろしの儀式を行ったのであれば、そんな問いをするはずはない。


　美古都はすでに降ろされた天降姫神に対して話を聞き、そして神上げの儀式を行っただけだった。玖流が見たのはそのときの神上げの儀式だったのだ。


「だがおまじないをしなかった人間は、全員部屋に残っていた。その後に部屋を出たとしても、少なくとも俺と識読さんより先に本殿に辿たどり着くことは不可能だ。またおまじないをした人間は、その時間に拝はい殿でんでおまじないを行っている。同じく本殿に辿り着くことは不可能だ。


　……宝ほう物もつ殿でんの近道を知っている人間以外は」


　時系列。


　あの時間に本殿で神降ろしの儀式を行える人間は、美古都だけだと思っていた理由の一つだ。だがそれは宝物殿から本殿への洞どう穴けつという近道が見つかったことで崩くずれ去った。


「その道を知っていたのは、宝物殿で密会をしていた宮みや下したさんと勝かつ俣また先生以外にはいない。そして識読さんの言うように、皆がおまじないをした時間には、すでに彼女が神上げの儀式を終えている。逆に言えば、時系列的に神降ろしの儀式を行った人物しか願いを叶かなえることはできない。つまり、縁えん結むすびの神──天降姫神を降ろし、願いを叶えることができたのは宮下さんただ一人だ」


「……なら、他ほかの人は皆事故だとでも言うのかい？」


　それでこの刑事が納得するはずはない。


「いいや。違う。天降姫神の縁結びによるものだ」


「矛む盾じゆんしてないかい？」


　矛盾、ではない。


「縁を結んだ相手が死ぬことで、自分自身も死に引きずられる。その考え自体が誤っている」


　まず宮下が死に、その宮下に好意を持っていた近こん藤どうと矢や島じまが次々と死んだ。その矢島に好意を持っていた栗くり山やまが死に、その栗山に好意を持っていた喜き多たが死んだ。


「死んだ順番とその人たちの好意の向け先から、俺たちはそう推測した。でもそれが間違っていた」


　その鍵かぎはさっきの榛はる名なの言葉だった。


　榛はる名なが縁えんを結んだ相手は近こん藤どうだと思っていた。だが違った。彼女が縁を結んだ相手は勝かつ俣まただった。


　勝俣はまだ死んでいない。


「だからさっきの仮説は、もう成立していない」


「え？」


　疑問符を上げたのは榛名だ。


　彼女はその説を信じていた。だから草くさ薙なぎをその手に掛けた。これで死の連れん鎖さが終わるのだと。


「だがそうなると腑ふに落ちない点がある」


　玖く流りゆうは疑問符を上げた榛名を見た。


「なぜ榛名には見えているのか？」


　彼女には見えていた。


　橋の上でも、裏山でも。


　自分を死に引きずり込もうとする「誰か」の姿を。


　自分たちには見えない、誰かの姿を。


「……皆には見えていないの？」


　榛名は初めてその事実に気がついた。


　そう。彼女は死に引きずり込もうとしている「誰か」の姿が、皆にも見えているものと思っていた。


　見えていたのは、近藤たちだ。だが彼らにも、誰かを特定できるほどにはっきりと見えていたわけではない。


　ゆえに各おの々おのが状況から当てはめた。


　……榛名はその「誰か」を縁えんを結むすんだ相手とは思っていなかった。おまじないを教え、自ら命を落とした宮みや下したが早く死ねと煽あおっていると思っていたのだ。


「だ、だって、あなたは見たんでしょ？　剛たけ司しが殺されたとき……」


「俺おれは見えていない。近藤に何かが見えているように、見えただけだ」


　橋の上では一いつ瞬しゆんだったから皆に見えていないだけだと思っていた。


　喜き多たの死に場所には立ち会っていなかった。だから皆の様子も知らなかった。


　おまじないのせいだと信じているくらいだから、皆にも見えていると思い込んでいた。


　縁を結んだ相手が死ぬとその死に引きずられるという仮説は、すでに成り立たず、だが、この死の連鎖はもはや偶ぐう然ぜんの事故で片付けられるものではない。


「では、この死の連鎖のルールは」


　つまり逆ということだ。


　この死の連鎖のルールは、縁を結んだ相手が死ぬと、自分がその死に引きずられるのではない。


「──自分が死ぬと縁えんを結んだ相手を死に引きずり込むんだ」


　美み古こ都とは天あま降おり姫ひめの神かみに願いを叶かなえてもらってはいないという。


　そうであるならば、天降姫神に願いを叶えてもらったのは、宮みや下した以外にはいない。起点が宮下であることからも、それは間違いない。


「それはおかしくはないかい？　宮下さんが恋愛成じよう就じゆを願うとしたら、相手は勝かつ俣また先生のはずだ。狙ねらいが恋愛成就ではなく、死へ引きずり込みたかったとしても、宮下さんしか願いを叶えていないなら、皆が死ぬ理由にはならない」


「その考えも間違いだ」


　宮下が『恋愛成就』の相手に選んだのは誰なのか。


　その考えでは、死の連れん鎖さが成立しない。


　それが逆に事を難しくしていた。


　答えはもっと簡単だったのだ。


　だが、その答えを言ってしまっていいのか。


　もしそれを言ってしまえば、彼女を切り捨てることになってしまう。


　と、玖く流りゆうの腕うでの中のスナオがわずかに身じろぎをした。苦しそうに息を荒げ、額ひたいに大おお粒つぶの汗あせを浮かべ、その腹部から大量の血をこぼしている。





　あなたは選べる人ね──





　ふと美み古こ都との言葉が思い出される。


　迷う必要などない。


　選ぶ、だけだ。


「縁えん結むすびとは何も恋人同士の縁だけを指すものじゃない。親子の縁、兄弟の縁、友人の縁、全すべての縁に該がい当とうする。もちろん、幼おさな馴な染じみの縁もだ」


　彼女が選んだのは恋愛成就の相手でもなければ、死に引きずり込むための復ふく讐しゆうの相手でもない。


　彼女が求めた縁結びとは──


「宮下が縁を結んだのは、幼馴染の全員だ」





　榛はる名なは裏山の本ほん殿でんに来ていた。


　玖流の話を聞き、いてもたってもいられずにこの場所にやってきていた。


　榛名は水を搔かき分けて泉を渡り、自身が壊こわした本殿の浮島の土を掘る。そこには確かに一度掘り返されたかのような跡あとがあった。


　出てきたのは汚れた六枚の紙片。


　そこには、近こん藤どう、矢や島じま、栗くり山やま、喜き多た、草くさ薙なぎ、そして榛はる名なの名が書かれていた。


　その文字は彼女の見知った字体。


　少し丸みがかった幼さを残した字。昔から変わらない彼女の字。


　それは彼女が何を願ったのか、誰が大切だったのかを示す証あかし。


「馬鹿じゃないの。そんなこと、そんなことのために……」


　こんなことは神に願うべきではなかった。


　神の力など借りなくても叶かなえられたはずの願いだった。


「……あたしがもっと話をちゃんと聞いておけば」


　宮みや下したは幼おさな馴な染じみの皆の仲が自分のせいでおかしくなったことに責任を感じていた。


　それが勝かつ俣またとの関係が原因だとも思っていた。


　彼女は選ばなければならなかった。


　このまま幼馴染との縁えんを切り、勝俣との関係を続けていくのか。それとも勝俣と別れ、幼馴染との仲を取るのか。


　彼女が選んだのは後者だった。


　彼女にとっては勝俣よりも、幼馴染のほうが大切だったのだ。


　だから宝ほう物もつ殿でんで、勝俣に別れを告げた。


　それで何とかなると思っていたのだ。


　だが、宝物殿を出た宮下は、そこで近藤や榛名たちと出くわし、有無を言わせず責められ、縁を切るように言われた。


　一度壊こわれたその関係は、自分の力ではもう元に戻せないと思ってしまった。


　だから、神に願ったのだ。


「実み花か……」


　と、榛名が言った。


　彼女には何が見えているのか、聞くまでもなかった。


　あれほど恐きよう怖ふを覚えていた影が、今はとても愛いとおしい。


「皆も……」


　榛名は手を伸のばす。


　他ほかの誰にも見えていない、そこに向かって手を伸ばし、歩いていく。


　皆が導く。


　榛名を導いていく。


　悩みも憂うれいもない、皆が行ってしまった世界へと。


　榛名の姿が崖がけの向こうへと消えていった。


　叶えられてしまった願いを無効にする術すべは、ない──





　その場に居合わせたのは、玖く流りゆう、美み古こ都との二人。


　スナオは救急車で病院に送られた。その混乱の間に、榛はる名なは姿を消していた。きっともう誰も巻き込みたくなかったのだろう。


　榛名を追って裏山に辿たどり着くと、そこに残されていたのは壊こわれた本ほん殿でんが建つ浮島を掘り起こした跡あと。


　榛名の姿はない。


　代わりに、泉に浮かぶ六枚の紙片。


　美古都が水際に流されてきた六枚の紙片を手に取った。


　その紙片は神かみ降おろしの儀ぎ式しきにとっては何の意味もない、しかし確かに刻まれた彼女の想い。


　だが紙は濡ぬれ、文字は滲にじみ、読み取ることはもうできない。


「……愛する人よりも、幼おさな馴な染じみの皆を選んでいたなんて」


　誰が誰に対して想いを寄せ、恋愛成じよう就じゆを願ったのかと考えていた。


　愛する唯ただ一人との縁えん結むすび。


　だが、そうではなかった。


　縁を──絆きずなを求める相手は、必ず一人とは言えない。


「……朝だな」


　夜が明ける。


　視界に広がる雲形。


　その中から、眩まばゆいばかりの朝日が昇ってくる。


「……見て。玖流君」


　美古都の声に、玖流が振り返る。


　彼女が指差す先には、透すき通るように美しい泉の水みな面も。


　日の光を浴びた、その水面を見たのは初めてだった。


　だから気づかなかった。


　今、気づいた。


　水を通して見える、泉の底。


　泉の水みな底そこには石せき碑ひがずらりと敷き詰められていた。その石碑には古い文字が刻み込まれていた。その文字が示すのは、神の真実の物語。あれほど探して見つからなかった神しん典てんは──天あま降おり姫ひめの神かみの真実の物語は泉の底に眠ねむっていた。
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　神を降ろすのに必要なもの。神典と御ご神しん体たいは、すぐそこに用意されていた。


　もしもどちらか一方でも欠けていてくれれば、こんなことにはならなかったかもしれない。


　天降姫神は愛する者を天へと導く。


　人では決して辿たどり着くことのできないと言われる天の世界へも連れて行く。


　決して離れない。


　天が許さずとも、離さない。


　それは何者にも断ち切ることのできない、死を以もつてしても分かつことのできない強い縁えんにも見えた。


　転じて、それが縁結びとなった。


　転じさせるのは人間だ。


　人は神の力を転じさせて伝えていく。


　人にとって、都合のよい形で。


　たとえそれがどのような形になったとしても──


　ただ、それを求めた少女がいた。


　そして願った少女がいた。


　きっと、その少女はこんなことを望んだわけではなかったのに。


　天あま降おり姫ひめの神かみはその願いを叶かなえた。叶えてしまった。


　それが事の顚てん末まつ──





　　　終章







「やあ」


　校門にもたれながら手を上げたのは、件くだんの刑けい事じだった。名が神かん崎ざきだと知ったのは、一連の出来事が落ち着いた後でもあった。


　玖く流りゆうは立ち止まりもせずに帰き途とにつこうとする。


「そうつれない態度を取るなよ。しょっぴいちゃうぞ。しょっぴくって言葉にするとかわいいよな」


「美的感覚の相違ですね」


　玖流は嘆たん息そく混まじりに吐はき捨て、神崎はその隣となりを歩き出す。


「何の用ですか？」


「一応、一連の件に片がついたので報告だよ」


　律りち儀ぎな性格などではないだろうに。


「宮みや下したさんを始めとする生徒たちは自殺または事故ということで調査は終了だ。まあ、当然だな。神様の仕し業わざだなんてなるはずないか」


「まだ学校ではそういう噂うわさが残っていますよ」


　体験修行に参加した生徒たちは、当然のことながらあれが単なる事故と納得する者ばかりではなかった。例のおまじないは縁えん結むすびのそれなどではなく、決してやってはいけない呪のろいの類たぐいだとして話は一気に広がった。


「だが噂は噂。そのうち廃すたれるか広がってもやっぱり噂止まりさ」


　確かに一いつ介かいの高校から発信された噂が、真実に塗り変わるには限界がある。


　先せん輩ぱいの友達から聞いた話だけど……。


　ある学校で起きたことなんだけど……。


　怪談や都市伝説に付き物の「実際に起こった話」や「誰々から聞いた話」と同じレベルで扱われることとなるだろう。


「スナオ君は一命を取り留めたようだね。これからお見舞いかい？」


　悪びれた様子もなく、神崎が言う。無実の犠ぎ牲せい者しや候補に仕立て上げてしまった件を、一応は気にしているようだった。


「助かりましたね」


　玖流が静かに笑う。


「もしもあいつに何かあったら、俺おれはあんたを許していなかった」


　神かん崎ざきはその笑みを受け止め、笑いを返す。


「怖こわいなー。でも逆に言えば、今は許してくれたんだね。良かったよ。それだけが心配の種たねだったんだ。君を敵てきに回したくはないからね。ま、僕ぼくも罰ばつは受けたから許してくれよ」


　神崎は神しん妙みような声で言った。


「僕は大幅減げん俸ぽうになったよ」


「その程度で済んでよかったですね」


　心にもない言葉で、玖く流りゆうは同情する。だが本当にあれだけのことをして、その程度で済むとは思えなかった。


「なに、ちょっとオカルト崩くずれの悪ガキどもが罰ばち当あたりにも神社の屋根に登ったり、不法侵しん入にゆうしたり、本ほん殿でんを壊こわしたりしていたから、きついお灸きゆうをすえてやったと言ったら、許してくれた」


「拳けん銃じゆうは？」


「あれは私物のモデルガンだよ。警察の拳銃は持ち出すのに手続きが大変なんだよ」


　あれが本物だったかどうか判断できる者など、あの場にはいなかっただろう。


　客観的に見て、あの神社で自分たちのしたことを考えれば、刑けい事じが多少やりすぎた指導を行っても、重い責任は問われまい。


　むしろ自分たちが罪に問われなかったことを喜ぶべきか。


　もしかすると、警察と学校と神社の間で公にしない取り決めが行われたのかもしれない。


「先生は不純異性交遊ってことで免めん職しよく。これは君のほうが詳くわしいか」


　勝かつ俣またが宮みや下したと男女関係にあったことは当然発覚し、彼は免職され学校を去った。もし宮下が生きていれば、辞職という形になったかもしれない。榛はる名なへの殺人未み遂すいについては、犠ぎ牲せい者しやもすでに亡く、刑事の一存で不問となった。あまり事を荒立てたくはなかったのだろう。


「ところでひとつ聞いていいかな？」


「事情聴ちよう取しゆですか？」


「単なる興味だよ。君と僕の仲じゃないか」


「話をする義理はないですね」


　まあ、そう言わずに、と神崎が言った。


「宮下さんに天あま降おり姫ひめの神かみの儀ぎ式しきを教えた人間についての証しよう拠こは見つかったかい？」


「…………」


「僕の言ったこと覚えているよね？　神かみ降おろしの儀ぎ式しきは彼女一人ではできないって。儀式を行ったのが宮下さんだったとしても、少なくともそれを教えた人物は必ずいる。解決にはそれも含まれてたんだぜ」


「そんな話は聞いていませんね」


「おっと知ったかぶりはなしだ。特権を行使しちゃうぞ」


　神崎は口く調ちようは軽いものの、笑ってはいなかった。


「知っています」


「やっぱり」


「でも教えません」


「おっと、そう来たか」


「ひとつ言えることは、そいつは本当に宮みや下したさんの悩みを解決し、幼おさな馴な染じみたちとの縁えんを取り戻したいという願いを叶かなえてやりたかっただけです」


　いったいどこの誰が縁結びの神に願って、あんなことになると思うのか。


　そんなことに思い至るほうがおかしい。


　だから、宮下に儀ぎ式しきを教えた人物は宮下の悩みを解決してやりたいと、思っただけだ。


　そして宮下の願いは叶った。


　だが、宮下の願いは真の意味で叶わなかった。


　矛む盾じゆんした、だがそれがこの天あま降おり姫ひめの神かみにまつわる結末だった。


「それだけです」


「まあ、いいか。聞いたところで、何ができるわけでもないしね」


　神かん崎ざきは肩かたをすくめた。


　そう。これは罪に問うことができるレベルの話ではない。知ったところで、それ以上は何もできない。


　玖く流りゆうにはそれがわかっている。


「君とはまたどこかで会いそうな気がするよ」


「本当に、そう思いますよ」


「おや、意外だね。君なら、そうならないことを願いますよと言うかと思ったよ」


「あいにくと、何かに願うような殊しゆ勝しような心は持ち合わせてはいないんです」


「なるほど。そうだったね。じゃあ、またどこかで」


　神崎は一時的な別れを告げ、その場を去っていった。


　しばらくそこに佇たたずんでいた玖流は、神崎が去ったほうからこちらに歩いてくる影があることに気づく。


　それは、美み古こ都とだった。その表情は不ふ機き嫌げん極まりなく、せっかくの綺き麗れいな顔が台無しだ。


「今、そこであの刑けい事じに会ったわ」


「だろうな」


「何でよ？」


「顔に書いてある」


「じゃあ、何を言われたのかも想像がつくのでしょう？」


　玖流は答えなかったが、美古都はかまわず続けた。


「あの刑事。最後まで私が宮下さんに神かみ降おろしの儀式を教えたと思っていたわ」


　玖く流りゆうはそれでも答えない。


　美み古こ都とはそれを見て取り、小さくほくそ笑む。


「それとも玖流君がそう仕向けたのかしら？」


「何のことだ？」


「返し方がおざなりよ。つまらない」


　美古都が本当につまらなさそうに口を尖とがらせた。


「安心して。誰にも言わないから。私もみすみす神様の信しん奉ぽう者しやをなくしてしまうような真ま似ねはしないわ」


　その言葉に、安あん堵どなど覚える余地はなかった。


「それにしても、大変な事件だったわよね。でも本当ならもっと早くに解決できたと思わなくもないわ。そうでしょう？」


「……ああ」


「どうしてこんなに手間が掛かったのかしら？」


　答えるまでもない。玖流が美古都を疑っていたからだ。


「今後の参考までに聞くけれど、玖流君はなぜ私を疑ったの？」


「裏山の本ほん殿でんで、お前が儀ぎ式しきをしていたからだ。あれが神かみ降おろしの儀式だと俺おれは思っていた」


「最初から私が宮みや下したさんを殺したと思っていたのね？」


「いや。あの儀式が関係している可能性は考えた。だがお前が宮下を殺したとまでは思っていない。何の意味もないからな。どちらかといえばお前が別目的で神を降ろし、宮下が巻き込まれたと思っていた」


　玖流と美古都が裏山にいたときに、宮下が裏山にいた可能性はないはずだった。だから事故や自殺の可能性も捨て切れなかった。


　だが、宝ほう物もつ殿でんから本ほん殿でんに抜ける近道があったことで、宮下が自分たちよりも先に本殿に辿たどり着けたことがわかった。


　さらに美古都が行ったのが神かみ上あげの儀式でしかないのなら、神降ろしの儀式を行ったのは宮下以外にありえない。


　ただ玖流と美古都の見解で一致しているのは、一般人に過ぎない宮下が最初から神降ろしの儀式を知っていたはずがないということだ。


　だから問題なのは、宮下に神降ろしの儀式を教えたのが誰なのか、ということだった。


　宮下に神降ろしの儀式を教えた人物。


　それは神に精通している者でなければならない。


　神かん主ぬしでもない、歴史の教師でもない、おまじないに詳くわしい程度の者でもない。


　例えば神職の家に生まれ、神社のしきたりや秘密などに詳しい者。


　あるいは、幼い頃に神降ろしの儀式を調べ、実行し、失敗した者。


　それが美み古こ都とでもなく、玖く流りゆうでもないのなら、残るのは一人しかいない。


　幼い頃、共に神かみ降おろしの儀ぎ式しきを行った、彼の願いに賛同してくれた唯ただ一人の仲間であり、唯一人の弟。


　その弟は、遅れておまじないに参加しようとして榛はる名なたちと衝しよう突とつした宮みや下したに出くわし、傷ついていた彼女に教えてあげた。


　天あま降おり姫ひめの神かみに願いを叶かなえさせる神降ろしの儀式を。


　ただ彼女の願いが叶うように、と。


　だが、彼は知らない。


　彼は今でも彼女が自殺をしたと思っている。


　自分の教えた儀式が、その人物を、そしてその大切な人間を死に追いやったなどとは、欠片かけらも思っていない。


　なぜなら、彼はどこまでも純粋に、どこまでも素直に、神様が人間の願いを叶え、幸福にしてくれる存在だと信じているのだから。


「この俺おれが、神降ろしの儀式を執とり行ったのがお前だったならと、願わずにはいられなかったよ」


　一度は彼女でなければと思っていた。だが、事実に気づいてしまったとき、その意見は覆くつがえってしまった。


「願うのであれば、正しい手順で行わないと無理ね」


　願うだけでは叶わない、と美古都は揶や揄ゆした。


「あいにくと私が執り行ったのは、宮下さんがそのままにして逝いってしまった天降姫神に対しての、神かみ上あげの儀式だけよ。彼女には何も教えていない」


「わかっている。だが、神上げの儀式の前に天降姫神と話をしたのなら、もっと早くに真相を究きゆう明めいできてもよかったはずだと思うがな？」


「むしろ逆よ。天降姫神と話をしたからこそ、恋愛成じよう就じゆの力だと強く思い込んでしまった。だから、皆がおまじないで縁えんを結んだ相手に引きずられて死んでいくという構図が理解できなかったの。ましてや宮下さんが愛する人より幼おさな馴な染じみを選んだなんてこともね」


「随ずい分ぶんと情熱的なことを言うじゃないか」


「あら。女は心の片かた隅すみに情熱の炎ほのおを燃やしているものなのよ」


「天降姫神の神上げの儀式のことを言ってくれれば、もう少し事が早く進んだだろう」


「あら、それは無理よ」


　美古都は笑みを浮かべたまま、本音を口にした。


「私は玖流君を疑っていたんだもの」


　別に驚きはしなかった。


　どうしてこんなに手間が掛かったのか。もう一つ理由を挙げるとすれば、それは美古都が玖流を疑っていたためだ。


「天あま降おり姫ひめの神かみを降おろし、願いを叶かなえたのは、玖く流りゆう君なんじゃないかとすら思っていたわ。それを隠かくしているのではないかって」


「今後の参考までに聞くが、そういうお前こそなぜ俺おれを疑った？」


「裏山の本ほん殿でんで、あなたが宙に浮いて落ちたのを見たら普通にそう思うわ」


　やはり、あれを見られていた。


　そしてやはり、自分は空を飛んだのだ。おそらく宮みや下したがそうなったように。


　だがなぜ──？


「ねぇ、玖流君。どうして願いを叶えてもらっていないあなたがそんな目に遭あったと思う？」


　玖流には答えられない。


　だから代わりに美み古こ都とが答える。


「それはね、あなたが宮下さんの願いに巻き込まれたからよ」


　宮下が天降姫神に願い、それが叶い、天へと上り、受け入れられずに落とされた。


　その場にいた玖流はそれに巻き込まれたということだ。


「それがどういうことかわかる？」


　神降ろしの儀ぎ式しきとは、神を現げん世せに降ろす儀式。と同時に、願いを叶える人間が常とこ世よに上がる儀式でもある。


　現世にいる人間が、神しん典てんがないと神を区別できないのと同じように、常世にいる神は、現世の人間の存在など区別がつかない。


　だから、特別な世界で邂かい逅こうする。


　神と人が出会うのは、常世と現世の狭はざ間ま──隔かく世せい。


　つまり、隔世に辿たどり着かなければ、願いは届かない。逆に言えば、隔世に辿り着いた人間は、同等と見なされる。


　一度儀式を執とり行うと、永い時を経へないと再び神を降ろすことはできない。だが、まだ神が降りている間であれば、その限りではない。


「巻き込まれたということは、あなたは隔世に足を踏ふみ入れていたということ。神降ろしの儀式もせずに、隔世に入り込んだなんて異常よ。昔、神降ろしの儀式を行ったというだけじゃない。たった一度の儀式でそんなことは起こらない」


　美古都は玖流を見み据すえる。


　玖流は答えない。


　美古都も答えを求めていない。


「神様を信じていないなんて言っておきながら、裏では何をしているんだか……」


　美古都は呆あきれたようにため息をつく。


「あいにくだが俺は……」


「神様なんて信じていないだなんて、この期ごに及んでまだ言うの？」


「……誤解があるようだから、はっきり言おう。あいにくだが、俺おれは神を信じていないんじゃない。俺が信じていないのは──」


　抑おさえられたその声こわ音ねには、苛か烈れつなまでの激情と深遠のような絶望が込められていた。


　どれだけの願いであれば、その激情が生まれるのか。


　どれだけの願いが果たされなければ、その絶望が生まれるのか。


「何があなたにそこまで思わせるのか。ぜひ知りたいものね」


「いつか知るときが来るかもしれないぞ」


「そう。だったらそのときを楽しみにしているわ」


　幼き日に交わり、一度は途と切ぎれていたはずの縁えんが、再び交わった。


　そんな予感めいたものを感じずにはいられなかった。


「とりあえず、見事な決着だったわ」


　美み古こ都とはそれだけを言って、その場を去っていく。


　決着。彼女はそう表現した。


　そう。それは紛まぎれもない事実。玖く流りゆうはこの事件は解決したのではない。決着させただけだった。


　誰も救うことはできていない。


　刑けい事じを納得させるためだけに、言げんを労しただけだった。


　あの場にいる皆の命を警官から救ったとは言えるかもしれない。


　だが、それは榛はる名なという少女を切り捨てることでもあった。


　もしかしたら、何か別の方法で榛名を救うことができたかもしれない。あるいは美古都はそれを望んでいたのかもしれない。


　だが、玖流はあの場を決着させることを選んだ。


　スナオの命を、選んだ。


　天あま降おり姫ひめの神かみの叶かなえた願いを覆くつがえすことができたのかは、今でもわからない。


　宮みや下したの願いを叶えた神の思おも惑わくなど、誰にもわかりはしない。


　だから玖流は信じない。


　神を、ではない。


　神が人間の願いを叶える存在だということを──




　　　あとがき




　前作の雰ふん囲い気きを残しつつ、ホラー色を強めて、パニックムービー的要素もあって、噓うそを含んだ言葉の駆かけ引きがあるようなそんな話……を模も索さくしていたら、あっという間に三ヶ月が経たちました。……一年と。


　お久しぶりです。御お堂どうです。


　時が過ぎるのは早いですね。早すぎます。決して書くのをやめていたわけでも、充電なんておこがましいことをしていたわけでもなく書いていたんですよ。本当です。


　それなのにこの有様でして、前作で自分の中の想像を文章にする力が尽つきてしまったのではないかと恐々としていたのですが、おかげさまで何とか新作をお届けすることができました。





　久しぶりということで、近きん況きようを少々。


　私は家ではなく外で本を書くタイプの人間なのですが、前作や本作を書いていた行きつけの喫きつ茶さ店てんがなくなりました。チェーン店ながら店は適度に静かで、さらに家からすぐ近くで、足しげく通っていたものですが、やっぱり物書きが落ち着いて仕事ができるような店は儲もうからないのでしょうねぇ。


　と思っていたら、数週間後に同じチェーン店が近くに場所を移し、再オープンしました。


　が、残念なことに移転先は駅ビルであったため、とても賑にぎやかで繁はん盛じようする店に変へん貌ぼうしてしまいました。残念なことです（お店の人ごめんなさい）。


　今は新たな店を開拓せんとあちこちを転々としていますが、なかなか良い店が見つかりません。まあ、もし見つかったとしても、私が行きつけになるような店は生存競争の厳しい昨さつ今こんでは生き残れないのでしょうねぇ。


　とまあ、こんな感じです。……時間が空あいたからといって、あとがきのネタが溜たまるわけでもないのが残念でなりません。





　このままでは、あとがきっぽくないので、少々作品について触ふれます。


　本編を読んでいただいた方はご存知の通り、本作のモチーフは八や百お万よろずの神々になります。ゆえに神しん道とうや神社にまつわる内容も出てきます。ある程度の知識は詰め込んでいますが、作中には（誤った）独自解釈、（おもしろくするための）演出、（単なる）思い込み等々が多分に含まれています。


　これはさすがに本当のことだろうというようなものも、実は違ってました、なんてことがあるかもしれませんので、信用しすぎないようにしましょう。


　こういったものは様々な説や解釈がありますので、神道や神社といったものに興味を持たれた方は、もっと専門的な本を手に取りましょうね。


　また、本編では否定的な表現も出てきていますが、決して信仰や思想の冒ぼう瀆とくや否定を目的としているわけではありません。あくまでもフィクションであり、エンターテイメントであることをご理解いただけたらと思います。





　さて、それでは最後にご挨あい拶さつと御礼を。


　本作は「さらちよみ」さんにイラストを担たん当とうしていただくことになりました。幻げん想そう的てきなイラストで本作のキャラクターと世界観を見事に表現していただき、感謝しております。担当さんからイラストが送られてくるのが楽しみでなりません。読者の皆さんもこの素す敵てきなイラストをぜひご堪たん能のうください。


　またいつもお世話になっている担当の高たか林ばやしさん、この本の出版にあたりご尽じん力りよくいただいた皆様、今後ともよろしくお願いします。


　そして前作から引き続いて私の本を手に取っていただいた読者の皆様。長々とお待たせして申し訳ありませんでした。また新たに興味を持っていただいた読者の方々。お手に取っていただき、ありがとうございます。


　それでは今後ともよろしくお願いいたします。




御お堂どう彰あき彦ひこ





御お堂どう彰あき彦ひこ


『王道楽土』で第７回電撃ゲーム小説大賞＜選考委員奨励賞＞を受賞。再出発の11冊目。約１年ぶりの刊行となる新作です。改めまして本作もよろしくお願いします。写真は縁結びの糸でなく鎖ではありますが、今回はこんな感じのお話です。


[image: ]





イラスト：さらちよみ


世田谷区在住イラストレーター兼漫画家
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電撃文庫


カミオロシ




　～縁えん結むすびの儀ぎ～
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